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    プロローグ


    



    



    「──神しん器き少女は恋をするか？」


    



    　とうとつにそんなことを言ってきたのは、ゲシュ先生だった。


    　くたびれたスーツによれたネクタイ。顎あごには無ぶ精しよう髭ひげが生はえていて、腐った魚みたいに濁った目をしている。およそ教師として尊敬できる点が欠片かけらほども見み出いだすことができないという、すごい先生だ。


    　本名は皇すめらぎ貴たか皇おという目がチカチカしそうな字面で、生徒の何人かがゲシュタルト崩壊を起こしたことから〝ゲシュ〟のあだ名がついてる。


    　前々からわけのわからない先生だとは思ってたけど、今回のは近寄りがたいほど意味不明だ。


    「あの、言ってることがよくわからないんですが」


    　できるだけ丁てい寧ねいな口調で──どうしてもかわいそうな人を見るような目になったけど──僕は首を傾かしげた。


    　くいくいと、後ろから裾すそを引っ張られる。


    （ナギくん、先生に失礼ですよ……）


    　僕の後ろに隠れるように立っていた女の子が、ゲシュ先生を擁よう護ごするようなことを言った。


    　そんな純真で心優しい彼女だからこそ、こんな胡う散さん臭くさい先生とは会話させたくない。


    　小声で、彼女に問いかける。


    （君は先生の言ってること意味わかんの？）


    （それは……まるでわからないですけど）


    　さすがに困り果てたように、でもそんなかわいそうなこと言っちゃダメだよみたいな顔で彼女はそう言った。


    「おーいお前ら。聞こえてるから。先生の繊せん細さいな心が傷ついてるから！」


    　ダメなおっさん教師が涙ぐんでいた。


    　長い髪を揺らして、彼女は慌てて取り繕つくろおうとする。


    「大丈夫です。先生が変でも、わたしたちの気持ちは変わりませんから！」


    　まるで途方もない困難に立ち向かうかのような、決意に満ちた声だった。


    　胸を張って言われて、先生がすごい勢いで肩を落とす。


    　うん。まあ、うん……。


    　慰なぐさめられると辛つらいときって、あるよね。


    「それ、とどめ刺してるから……」


    　僕でもここまでザクッとは言えない。


    　ほんのちょっぴりだけど、先生に同情した。


    　自覚のない少女は、心底びっくりした顔をしていた。


    



    「彩葉は、悪意がないから余計に辛しん辣らつなんだよ」


    



    　僕はできるだけやんわりとそう教えてあげた。


    　長い黒髪に指を絡め、少女──烏からす川がわ彩いろ葉はは真っ赤になって俯うつむいてしまう。


    



    　それは、僕が私立音おと姫め高校に入学してから一週間と少し後──


    　世界が滅びるまで、あと一〇五三日の出来事だった。
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    第一章　黄金週間のカウンセラー


    



    



    　ゴールデンウイーク前日。


    



    「──日ひ向むかい茜あかねです。皆さん、よろしくお願いします」


    



    　はきはきとした明るい声でそう言うと、彼女はぺこりと頭を下げた。


    　赤く見える長い髪を左右で束ねて、快活そうな顔立ちだ。腕も袖そでをまくっていて、元気に満ちた眩まぶしい笑顔を浮かべている。


    　僕は幼おさな馴な染じみの彩いろ葉はひと筋のつもりだけど、それでもかなり可愛かわいい子だと思った。


    　日向さんが着てるのは、セーラー服だった。


    　うちの学校の女子はブレザーだ。


    　そのせいかな。中学まではセーラー服だったからほんのふた月前までは見飽きたものだったはずなのに、妙に新鮮に見えるから不思議だ。


    「あー、日向は本来なら四月からこのクラスにいるはずだったがご両親の仕事の都合で、引っ越しが入学式に間に合わなかったそうだ。まあ明日から休みなわけだが、みんな、適当に仲良くやってくれ」


    　もう、生きるのも面倒くさいと言わんばかりに気けだるそうにしゃべるおっさん教師は、ゲシュ先生だ。


    　そのくせ僕に対しては妙に元気で──僕の部活の顧問教師でもある──馴なれ馴れしく肩を叩たたいてきたりどや顔をさらしてくるので極めてうざい。


    　特に朝っぱらから元気に「おはよう、ずっ友」とか言われると、本気でうざいと返しそうになる。何度か本当に口に出たことがある気がするけど、大した問題じゃないだろう。


    　すこぶるやる気のなさそうな説明に、日向さんに同情の視線が集められる。


    　困ったように苦笑をしながら、日向さんは教室をグルリと見渡す。


    　バスケでもやってたんだろうか。日向さんはかなり背が高くて、そうした仕草はパスの相手でも探すような鋭さがあった。


    　やがて教室の一点で目を留める。


    



    「あれ……？　彩葉？」


    



    　日向さんが目を向けたのは、廊下側の一席だった。


    　そこでは色白の美少女が、いかにも関わりたくないというように肘ひじをついて顔を背そむけていた。


    　彼女は本日も濡ぬれ羽ば色いろの長い髪に露つゆ草くさ色いろのリボンを結んでいて、後ろ姿を眺めているだけで幸せになれる。


    　彩いろ葉はの知り合いなのか？


    　僕の席は彩葉より後ろで、彼女の表情は見えない。


    　それでも、あまり好意的には見えなかった。


    　あ、でも彩葉は僕も含めて誰にでもそういうところがあるから、特別嫌いやがってるわけでもないのかもしれないな。そう、僕だけに冷たいわけじゃないんだから！


    　彩葉の反応なんて気にも留めず、日ひ向むかいさんは嬉うれしそうに手を叩たたく。


    「やっぱり彩葉じゃん。ほら、アタシよ。覚えてない？　中学のころ、いっしょに練習してたアカネよ」


    　なんだか、含みのある言葉に聞こえた。


    　中学のころの知り合いか。……でも、僕と彩葉が通っていた中学では見たことがない。


    　それに、彩葉は習い事なんてしてなかったはずなんだけどな……。


    　再び名指しで呼ばれて、彩葉は仕方なさそうにため息を漏もらした。


    「日向さん、ホームルーム中よ」


    　冷たい声に、日向さんはまるで動じずコツンと自分の頭を叩いた。


    「ごめん。嬉しくって、つい……。先生もすみませんでした」


    「あー、まあ、いいんじゃないの？　とりあえず、ケンカはするなよ？」


    　ゲシュ先生は、出席だけ取ると教室を出ていく。


    　一時間目が始まるまで、まだ何分かある。


    　時季外れの転校生だ。日向さんはすぐにみんなに囲まれていた。


    　それを横目に、僕は彩葉の席に行って声をかける。


    「彩葉、日向さんと知り合いなの？」


    「……顔と名前を知っている程度よ」


    「向こうはそう思ってないみたいだけど？」


    　日向さんに目を向けると、彩葉に向かって親しげに手を振っていた。


    　彩葉はちらりとだけ視線を返して、小さく吐息を漏らす。


    「あの子は誰にでもああなだけよ」


    　露骨に話をはぐらかされるけど、そうすると余計に気になるのが人情ってものだろう。


    「でも、彩葉は学校以外にも友達がいたんだね」


    　当たり障さわりのないところから聞いてみると、じとっと睨にらまれた。


    　それからさも意外そうな顔をして首を傾ける。


    



    「ナギには、いないの？」


    



    「その切り返しは残酷過ぎる！」


    　おかしいなあ。


    　もう五月に入ったというのに、学校以外の友達どころかクラスの誰かと放課後に話した記憶すらない。


    　話しかけたらちゃんと返事はしてもらえるけど、向こうから話しかけられた記憶もあんまりないんだ。


    　なんだろう。存在感なのかな。僕には存在感がないのかな。みんなそろそろ決まったグループとか作り始めてるし、余計に間に入りづらくなってきたんだよ。


    「わ、悪かったわよ……」


    　僕はこの世の終わりみたいな顔をしてたんだろう。


    　さすがに彩いろ葉はも少し慌てたようにそう言った。


    　それから、ボソリとこうつけ足した。


    「……あの子には、あまり近づかないで」


    「それって、日ひ向むかいさんのこと？　なんでまた……」


    　彩葉がそんなふうに嫌う相手といえば、僕は一つしか知らない。


    　──神しん器き少女──


    　美しい少女の姿をした、神話の聖剣神剣たちだ。


    　向こうはあんなに親しげなんだから、日向さんが神器少女なんてことはないと思うけど……でも、だとするとなんでだろう？


    　[image: ]きき返したときだった。


    「ちょっと彩葉。ガン無視って冷たくない？」


    　日向さんが拗すねたような声を漏もらしながらやってきた。


    　彩葉はこれ見よがしにため息をつく。


    「あなたと話すと疲れるわ」


    「ちょっ、さすがに酷ひどくないっ？」


    　そう言いながらも、日向さんは笑っていた。


    　それから、僕に目を向けてくる。


    「ねえ、こっちの子ってナニ？　彼氏？」


    　おふうっ？　さらりとなんてこと言うんですか！


    　いや、でもそう見えるのかな？　そう見えるといいな。


    　しかし狼狽うろたえる僕とは対照的に、彩葉は辟へき易えきとした様子で答える。


    「ただの幼おさな馴な染じみよ」


    　いや、あの、はい……。そりゃあ、幼馴染以上の関係には発展してませんけどぉ……。


    　微み塵じんも動揺してもらえないって、少し、悲しいですね。


    



    　肩を落とす僕を見て、日ひ向むかいさんはケラケラと笑った。


    「あははっ、彩いろ葉はの成分は九九パーセントが〝ツン〟だからね。でも、アタシは残り一パーセントの〝デレ〟こそが本体だと考えている」


    　よくわかっていらっしゃる。


    　いつも冷たいのに人が落ち込んでるとそれとなく励ましてくれたり、自分に触るなみたいに振る舞ってるくせに怪け我がしてるの見たらそっと絆ばん創そう膏こうを差し出してくれたりとかね！


    　なんだか気が合いそうな人だ。


    「……変な評価をつけるのはやめてくれないかしら」


    　おお、彩葉が反応に困るみたいな顔をしてる。珍しい。写真に収めておきたいなあ。


    　日向さんはニッと笑いかけてきた。


    「ま、よろしくね。ええっと……」


    「山やま戸どっていうんだ。山戸凪なぎだ」


    「そ、よろしく山田くん」


    「山戸だ」


    　真顔で訂正すると、日向さんはまたケラケラと笑った。
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    「彩いろ葉はの幼おさな馴な染じみなんでしょ？　なら、アタシのことはアカネでいいよ」


    　なんというか、積極性の塊かたまりみたいにぐいぐいくる子だった。
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    「──そんな感じでさ、うちのクラスに転校生が来たんだ」


    　放課後、僕は部室で他の部員たちにアカネのことを話していた。


    　部活といっても、この部で僕はなにをすればいいのか、いまだにわかったようなわからないような、微妙なところだ。


    　──Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部──


    　それがこの部の名前だ。


    　部室にはすでに三人の少女が来ているけど、彼女たちはただの人間というわけではなかった。


    　神しん器き少女──神話に語られる聖剣神剣が、人間の少女の体を与えられた──それが、彼女たちだ。


    　三年前、機械が突然暴走を始めるＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックという災害が発生した。


    　そう、災害だ。ひとりでに動き始める機械は危険だけど、数時間ほど暴れると力尽きたように動かなくなる。だからパンデミックが収まるまで、人々は学校の体育館や公園など、指定の避難所へ避難することになっているんだ。


    　パンデミックで壊れた機械は、市に申請すると一定の補償金を払ってもらえるから、意外に景気がよくなったなんて話もある。


    　……というのが表向きの話なんだけど。


    　実際には、暴走機械のＭ．Ｏ．Ｅ．は放っておくと暴走するだけでなくどんどん形を変えて、竜みたいな怪物を生みだしたりもする。


    　そんなＭ．Ｏ．Ｅ．を鎮圧することができるのが神話の力を持つ彼女たち神器少女であり、そんなパンデミックを引き起こしてしまう、感染源であり世界でもっとも重度のＭ．Ｏ．Ｅ．もまた神器少女なんだ。


    　世界を救いも滅ぼしもしうる彼女たちに人というものを知ってもらって、共存しようというのがこの部の目的……なんだと思う。


    　それらしい活動はほとんどしてるように見えないんだけどね！


    　ともかく、三年前に生まれたばかりの彼女たちにとって、人間の世界はあまりに未知な存在らしい。


    　この部での僕の役回りは、彼女たち神器少女の素朴な疑問にひとつひとついっしょに悩んで答えを考えることだった。


    　ここでアカネのことを話したのには、もちろん理由がある。


    



    「だからさ、みんなも授業に出てみたらどうかな？　転校生に会えるよ？」


    



    　こんな時期に転校生だ。普通は気になるってものじゃないか。クラスのみんなだってそれで騒いでたわけだし。


    　神しん器き少女は部活にこそ参加しているものの、授業に出たり他の生徒と積極的に関わろうとはしないんだ。


    　でもそれだとわざわざ学校に来てる意味もないじゃないか。


    　僕は神器少女だって他の生徒と同じように授業に出て、いろんなものを見た方が絶対刺激になると思う。


    　……なんだけど、反応はかんばしくなかった。


    「そんな難しいことを言われても困ります」


    　とんでもないというようにプルプルと首を横に振ったのは、鮮烈な緋ひ色いろの髪をした女の子だった。彩いろ葉はが凜りんとした美人なら、こっちはぽややんとした美少女だろう。


    　天あま野の叢そう子こ──天あまの叢むら雲くもの神器少女だ。


    　叢子は極度の人見知りだった。


    　くそう……。改善の道は遠いなあ。


    　それから、叢子の隣で別の少女がツンと胸を張る。


    「山やま戸ど凪なぎ、前にも教えてさしあげたはずですわ。わたくしが授業に出るということは、無む辜この民を戦いに巻き込むということなのだと。わたくしにはここで学校を守る聖石を磨くという崇高な使命があるのです！」


    　それらしいこと言ってるけど、ようするに授業に出るのが面倒くさいんだよね？


    　こちらは長い金髪をクルクルと巻いた凜り々りしい少女だ。優雅な気品を持っているように見えるけど、今の言動からもわかるように内面はかなり痛々しい。


    　駆かり馬まイクス──エクスカリバーの神器少女だ。


    　最後に、三人目の女の子が鼻を鳴らした。


    「読書の時間を割さいてまで、わかりきった話を聞く気が知れないな」


    　まあ、君の場合は飛び級で大学入れるくらいなんだから、そうだろうよ。


    　真っ白な髪には星形の髪飾り。血のような赤い瞳。中学生か、小学生といわれても納得できる幼い容姿。膝ひざの上で分厚い書物を開き、知恵深い賢人のような口調で話すけど、実は寂しがり屋だ。


    　黒くろ埜の美み紺こん──ネクロノミコンの神器少女だ。


    　転校生とか聞いたら興味を持ってくれるんじゃないかと思ったんだけど、なかなかうまくいかないなあ。


    　ため息を堪こらえて、僕は神器少女たちに声をかけ続ける。


    　この世界は三年後に滅びるといわれてるんだ。


    　なのにその鍵かぎを握る神しん器き少女たちときたら、僕がなにもしなかったらそれぞれぼんやり好きなことをしてるだけで一日終わらせちゃうんだから。


    「あのさ、明日からゴールデンウイークだよね。みんなはどうするつもりなんだい？」


    　そう。待ちに待ったゴールデンウイークだ。


    　授業がないというだけで、人はどうしてこうも晴れ晴れした気持ちになれるのだろう。


    　神器少女には授業に出てほしいけど、それとこれとは話が別だ。


    　今年は振替休日もあって四連休なんだ。


    　家でゴロゴロしてると妹から「お兄ちゃん……誰か、遊ぶ友達とかいないの？」とか心を抉えぐる嫌いやみを叩たたきつけられたりもするけれど、それでも僕はこの四日を遊び抜いてみせる！


    　とはいえ、神器少女は部室でもこんな感じなんだから、休み中も自分の好きなことをやってるんだろう。


    　それでもゴールデンウイークの予定を言い合うのは学校での社しや交こう辞じ令れいっていうか……。


    　まあ、なんだ？　つまり僕だって誰かとそんな話くらいしてみたい。別に彩いろ葉はにアカネさんっていう、僕の知らない友達がいたから羨うらやましかったわけじゃない。


    　しかし僕は次の瞬間、そんなことを[image: ]きいたことを後悔することになる。


    　ああ、と黒くろ埜のが思い出したような声を上げる。


    



    「そうだった山やま戸ど。君に、やってもらいたいことがある」


    



    「へ？　僕に？」


    　なんだろう。


    　叢そう子こが露骨に顔色を変え、なにやらオロオロした様子で両手の人差し指を絡める。


    「その……。ナギくんも知ってるとは思いますけど、この学校には他にも何人か神器少女がいるんです」


    　ここには三人しかいないけど、部活にも顔を出さない神器少女が他にもいるらしいんだ。


    　そのうちの一人には、僕も会ったことがある。とはいっても図書室でチラッとだけ顔を見た程度のものだけど。


    「それが、どうかしたの？」


    　イクスが呆あきれたように首を横に振る。


    「もう人生相談部を始めてから、もうひと月が経たちましたわ。世界が滅びるまであと三年を切ったと考えれば、あまり悠長にはしていられないでしょう？」


    　まったくもってその通りなんだけど、その貴重な時間を毎日部室でぼんやり過ごしてるのが君らなんだよね！


    　僕は紳士だからそこには触れないであげたけど。


    　膝ひざの上の本を閉じて、黒くろ埜のはそれをキュッと抱きしめた。


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックは、私たち神しん器き少女が存在する限り発生する。だがＭ．Ｏ．Ｅ．を止めるために戦い続ければ、いつ私たちの誰かが神話化しないとも限らないのだ」


    　その名前に、僕は息を呑のんだ。


    　──神話化──


    　神器少女は神しん霊れい化かという形で神話の力を振るうことができる。


    　でも、それがなにかの理由で暴走したとき、それは世界を滅ぼしかねない災さい厄やくとなる。


    　僕が叢そう子こが八つ首の龍となる光景を目撃したのは、ほんの数日前の出来事なんだ。


    　しかもそれは叢子のときみたいに特別な原因がなくても、力を使いすぎて疲ひ弊へいしても起こりうることらしい。


    　僕の反応を見て、黒埜が頷うなずく。


    「叢子は運良く神話化から戻ってこられたが、私とイクスはあの事件で力を使いすぎた。叢子もしばらくは安定しているだろうが、私たちの分まで負担をかければいつかは潰つぶれる」


    　つまりＭ．Ｏ．Ｅ．鎮圧に手が回らないというか、人手が足りなくなったということか。


    　叢子が、しゅんと肩を落とす。


    　なんかオロオロしてると思ったら、そのことで気落ちしてたみたいだ、


    「叢子は、あれから平気なのかい？　その、体とか力の調子とか……」


    「はい……。わたしたちは結局のところ剣ですから、ちゃんとした所有者がいてくれると安定するみたいです」


    　上目遣いに目を向けられて、思わず心臓が大きく鳴った。


    　──だったらわたしはナギくんのものです。天あまの叢むら雲くもはナギくんの剣です──


    　そんなふうに言われたのは、ついこの前のことなんだから。


    　話をはぐらかすように、僕は咳せき払ばらいをした。


    「じゃあ、僕がやることって……」


    　確かめるように僕が言うと、黒埜が頷いた。


    



    「君には、新たな神器少女を部活に参加させてもらいたい」


    



    　おお、なんか初めて部活らしいことを言われたぞ。


    　いやでも、幽霊部員──そもそも部員なのか？──を引っ張りだすって、部活動に含まれるのか？


    　こ、細かいことは今はいいんだ。


    「それはわかったけど、でもどうやって参加させるんだい？　というか、そもそもどうして他の神しん器き少女は部活に出てこないの？」


    　前に会った神器少女は、確か禍か音のんさんといったかな。


    　でもその子にしたって、パソコンが壊れたとかでたまたま学校に来ていただけで、部室には一度も顔を見せなかった。というか根本的に学校にも来てないみたいだったし。


    　仕方なさそうに、イクスが膝ひざの上でなにかの原石を磨きながら肩を竦すくめる。


    「仕方がありませんわ。わたくしたち神器少女の大半は、神話の中で自分を手にした人間が悲劇的な最さい期ごを遂とげているのを見ているんですの。人間とは関わりを持ちたくないという者も少なくありませんわ」


    　言われてみれば、確かに聖剣や神剣を手に入れてハッピーエンドを迎えられた英雄というのは少ない。というか聞いた覚えがない。


    　叢そう子この天あまの叢むら雲くもにしたって持ち主のヤマトタケル皇子も安あん徳とく天皇も若くして命を落とした。


    　イクスのエクスカリバーだってアーサー王の最期は王国の崩壊という悲劇だった。


    　黒くろ埜ののネクロノミコンに至っては手にしただけで不吉な最期を……。


    　なるほど、そりゃあ人間が苦手になるのも無理はないかもしれない。


    「でも、そう考えると君たちはよく部活だけでも出てきてるね」


    　あら、とイクスが髪を振り払って微笑する。


    「わたくしたちが部活に出ている理由は話したはずですけれど？」
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    「まあ、そうだけど……」


    　叢そう子こは、過去に暴走して僕が大おお怪け我がをする原因を作ってしまった。その罪滅ぼしがしたかったらしい。


    　イクスは自分が仕えるべき王というか、騎士として守りたい誰かがいるみたいな話だった。


    　……あ、そうだ。


    「あれ？　でもその理屈だとイクスも叢子みたいに安定してるんじゃないのか？　騎士として仕えるへぶしっ」


    「きゃーっ、ななななななにを口走ってやがりますのっ！」


    　おもむろに口を塞ふさがれたけど、ほとんど平手打ちだった。


    　あ、でもなんかいいにおいするな。……めっちゃ痛いけど。


    　しかし口調が崩壊するほど慌てることなんだろうか？


    　僕の口を塞いだまま、ズイッと顔を近づけてくる。


    （山やま戸ど凪なぎ！　わたくしが心に決めた主君はわたくしだけが知っていればよいのです。余計なことを言うと断罪のエクスカリバーを叩たたき込みますわよっ）


    　そう言って、イクスが強烈に意識してるのは黒くろ埜のだった。僕の胸ぐらを摑つかみながら、チラチラと視線を送っている。


    　……って、え？　黒埜？


    　当の黒埜はというと、キョトンとした顔をしているが。


    （まさか、イクスが守りたいのって、黒埜ぶごふっ）


    「きゃーっ！　お黙りなさいと言っているでしょう！」


    　今度こそ本当に平手打ちをされた。


    　僕は椅い子すから転げ落ちたけど、イクスは僕よりもっと悶もん絶ぜつしていた。


    　痛いけど、涙ぐむほど慌てるイクスを見ると怒りづらいなあ……。


    　あれかな。黒埜が褒ほめられると駄目みたいに、作ってない自分というか素の自分を知られるのは駄目なのか？


    　ともかく、中二病は恥ずかしくないくせに、本当に自分が守りたい誰かとかを知られるのは恥ずかしいらしい。


    　その感覚はちょっと理解できないけど……あー、そうなんだ。


    　うん、でもまあ、今なら納得できるかな。


    　黒埜はあんな小さい姿をしてるけど、他の神しん器き少女を守るために人生相談部に来たんだ。


    　あと、この様子だと黒埜の方はまったく気づいてないと思う。


    　たぶん、僕が叢子から剣を受け取ったような関係とは、またちょっと違うんだろう。


    「話はわかったけど、部活に出てこない神器少女って、普段なにをしてるんだい？」


    　黒埜がどこかホッとしたような顔をする。


    「見た目とは裏腹に、君は話が早くて助かる」


    「ひと言余計だ黒くろ埜の」


    　どうしてこの娘こはこんなに僕をバカにするのか。


    　あっ、叢そう子こまで「そんなはずないのに……」みたいな目で僕を見てる！　僕はそんなにバカそうに見えるっていうのか？


    　ため息が漏もれそうだけど、僕は歯を食いしばって耐えた。


    　やがて黒埜は大きな本を抱きしめると、僕の顔を直視しないようにしながらこう呟つぶやいた。


    



    「彼女たちは、部屋に引き籠こもっている」


    



    　空気が、凍りついた。


    　叢子やイクスまで沈痛そうな顔で目を逸そらしてる。


    「神しん器き少女って、みんな引き籠りなのっ？」


    　いや、言われてみるとすごく納得しちゃったけどさ！


    「それは誤解です。ただ単に人と接するのが苦手で、自室から出てこなくなってるだけなんですから。……そういうの、わたしにだって、覚えがあります」


    　義ぎ憤ふんに駆られたように叢子は毅き然ぜんとして言う。


    「それを世間では引き籠りと呼ぶんだよ」


    　叢子は仲間を庇かばったつもりみたいだけど、引き籠りの証明をしただけだった。


    　しかし、ということは叢子の人見知りがさらに悪化したような状態なのか？


    　うーん……。となると、大変そうだな。


    「先に確かめておきたいんだけど、部員の勧誘？　をするのはいいとして、まず話を聞いてくれそうな子って誰かいるのかい？」


    　イクスが難しそうな顔をする。


    「そう、ですわね……。誰かいたかしら？　ちゃんと会話ができそうな子」


    「そこから悩むのはやめてよ！」


    　耳も傾けてくれないんじゃ、どうしようもないじゃないか！


    　頭を抱かかえてると、黒埜がおかしそうに笑った。


    「イクスを責めないでやってくれたまえ。神器少女の多くは、神器少女同士でしか言葉を交わさない。そこに人間の君が入っていくのだから、予想など立てられんよ」


    　なるほど。


    　家族と会話するのと、面識もない同級生が訪ねてきて話すのとは違う。


    　普通の人でもそうなんだから、神器少女と人間ともなればさらにデリケートな話になる。そういうことなんだろう。


    「いや、ちょっと待って。だったら僕が声をかけるよりも君たちが誘った方がいいんじゃないのかい？」


    　しかし黒くろ埜のは首を横に振った。


    「神しん器き少女の誰もが、この人生相談部というやり方に賛同しているわけではないのだ。彼女たちにしてみれば、同じ街に集まっただけでも十分に協力しているわけだよ。私たち同胞からの呼びかけでは、これ以上の効果はない」


    　神器少女はＭ．Ｏ．Ｅ．を鎮圧できるけど、同時にパンデミックを起こす原因でもある。


    　そんな彼女たちを一か所に集めておくことで、人間側はパンデミックの発生を予想、対策している。


    　部活に出てこない神器少女は人と関わりたくないって思ってるわけなんだから、そこに協力しただけでも同胞神器少女のために譲歩したことになるんだろう。


    「つまり、彼女たちに出てきてもらうためには、神器少女じゃなくて人間に関心を持ってもらわないと駄目だってことか」


    「そういうことだ」


    　胸に手を当て、戯おどけるように黒埜は続ける。


    「心してかかりたまえ。なにせこの私ですら、人間には友好的な部類なのだからね」


    　あれ？　なんだろう。


    　そう言った黒埜の顔が一瞬だけ、痛みでも堪こらえるみたいに歪ゆがんだように見えた。


    　見間違いだったんだろうか。黒埜はそれ以上、なにも言わなかった。


    　気を取り直すみたいに小さな胸を張る黒埜に、僕はこう返す。


    「そりゃあ黒埜は口は悪いけど、君が友好的じゃないとは思ってないよ？」


    　もしも黒埜が自分が嫌われてると思ってるなら、それは間違いだ。


    　黒埜が目を見開いて硬直した。


    　それから、むくれたように顔を背そむける。


    「……山やま戸どのくせに、生意気だ」


    「なんでっ？」


    　黒埜の機嫌は直らなかったけど、気を取り直すように咳せき払ばらいをしてこう言った。


    「話を元に戻そう。話が通じそうな神器少女に、一人心当たりがある。……君、先日図書室で会った神器少女を覚えているかね？」


    「図書室……？　ああ、禍か音のんさんっていったよね」


    　予知能力があるんだとか。


    　そのイタズラのおかげで……大変よいものを見せていただきましたっけ。


    　黒埜はなぜかまたムッとした顔をしたけど、小さく頷うなずく。


    「そう、その禍音だ。彼女は比較的、外の世界に関心を持っている。それに一応、君とも面識がある。まだ耳を傾けてくれる可能性が高い」


    　あれれ、初対面のときはコミュニケーションが絶望的だったような気がするんだけど……。


    　でもまあ、確かに顔も知らない子よりはだいぶマシか。


    「なるほど……。ちなみに、禍か音のんさんってなんの神しん器き少女なんだい？」


    　黒くろ埜のが、鋭く目を細めた。


    



    「──パンドラの箱──葉は此この禍音は、パンドラの箱の神器少女だ」


    



    　僕は目を見開いた。


    　──パンドラの箱──


    　その名前に、今さら説明の必要はないだろう。ギリシャ神話において世界に災わざわいを振り撒まいた元凶であり、希望の象徴でもある。


    　あるところにパンドラという美しい娘がいた。だが、彼女は愚かにも開けてはならないとされている箱を開けてしまう。


    　箱に入っていたのは疫えき病びようや飢き饉きんといった災さい厄やくで、パンドラは慌てて箱を閉じるも時すでに遅し。災厄は世界中に広がってしまうけど、箱の中にひとつだけ残るものがあった。


    　それが希望だという神話だ。


    　ある意味、世界で一番有名な名前なんじゃないだろうか。神話がどうとかいう以前に、現代でも事あるごとに引き合いに出される名前だ。


    　ああ、禍音とパンドラがどう繫つながるのかはわからないけど、確かに葉此ハコのってそのまんま箱ハコってことじゃないか。


    　そんなパンドラの箱の神器少女が、これから僕が説得すべき相手……。


    　なんかめちゃくちゃ緊張してきた！


    　僕は返事をするのに、一度深呼吸をしないといけなかった。


    「わ、わかった。がんばってみるよ」


    　僕が答えると、三人とも少しホッとした顔をした。


    　こういう顔を見ると、僕も一応頼られてるのかなと思う。うん。がんばろう。


    　それから石を磨く手を止めてイクスが言う。


    「では、山やま戸ど凪なぎには明日から取りかかってもらいますわ」


    「あれれ、待ってよ。明日からはゴールデンウイークで学校休みなんだけど」


    「……？　休みでなければ寮で説得などできないでしょう？　一日や二日でどうなるとも思いませんし」


    「えっ……」


    



    　こうして、僕のゴールデンウイークの予定は潰つぶれた。
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    「……山やま戸ど、ちょっといいか？」


    　部活の時間が終わって──今日もゴールデンウイークが潰れることが確定しただけでなにもしてないけど──いやでも目的が定まっただけ実りのある活動だったのかな？


    　ともかく、部室を出たところで、黒くろ埜のに呼び止められた。


    「どうした？」


    　時刻はもう夕方の五時を過ぎている。グラウンドはまだ体育系部活の部員が声をあげてるけど、廊下の方は歩く生徒もいなくてひっそりとしていた。


    　前も、こんな時間に黒埜から呼び止められたことを思い出した。


    　あのときの黒埜はひとりじゃ廊下も歩けないって、泣きそうな顔をしてたな。


    　また図書室に本を返すのを忘れてたとかかな？


    　でもまだ叢そう子こたちもいるから、わざわざ僕に言うようなことでもないか。


    　理由が思いつかず、首を傾かしげていると黒埜は困ったようにスカートの裾すそを握り締めた。


    　なにやら不安そうな顔はいつもの憎たらしさが影を潜ひそめていて、なんだろう、無性に庇ひ護ご欲よくを駆り立てられる。


    　頭をよしよししてあめ玉でもあげたい衝動をグッと堪こらえ、次の言葉を待った。


    　やがて、黒埜は怖おず怖ずと口を開く。


    　普段の態度を考えると、凄すさまじく珍しい反応だと思った。


    



    「君は、やはり私のことを怒っているかね？」


    



    「……はい？」


    　ちょっと、自分の耳を疑った。


    　そりゃあ日ごろからバカにされてるし、腹を立てる理由ならいくらでもあるけど、こんな改まって言われるほど怒るようなことは覚えがない。


    　もしかして僕は機嫌が悪そうに見えるのか？


    　いや、でもなんかそういう流れじゃなさそうだ。


    　むしろ黒埜の方がやらかしちゃって、罪悪感を覚えてるような感じだろう。


    　うーん、なんだろう。最近、なにかあったかな？


    　首を捻ひねっていると、黒埜は唇くちびるを嚙かんで小さくこう呟つぶやいた。


    



    「──私は人間が嫌いだ──私は、そう言った」


    



    　叢そう子こが暴走した事件のとき、黒くろ埜のは確かにそう言った。


    　その原因を作った少女──烏からす川がわ彩いろ葉はと戦っていたときのことだ。


    「ああ、言ってたね」


    「……人間の君に救いを求めておいて、私はそう言ったのだ」


    「そりゃあ、人間と戦ってたわけだしね」


    　売り言葉に買い言葉ってやつだね。


    　相づちを打つと、黒埜はこれだけ言ってもわからないのかとでも言うように、顔を真っ赤にした。


    「だからっ、君は怒っているのかと！」


    「いや、どこに怒る要素があったのさ」


    　話がかみ合わなくて首を傾かしげると、黒埜は言葉が出ないみたいに口をぱくぱくさせていた。


    「君だって人間だろう？」


    「そりゃ人間以外の何者でもないけど……って、あれ？」


    　黒埜がそう言ったときの状況を思い返す。


    　神しん霊れい化かした黒埜と彩葉が戦いを始めようとして、黒埜は彩葉にそう言った。


    　で、彩葉が僕がどうしたとか言って……。


    



    「まさかとは思うけど、それを僕に聞かれちゃったからあんなに動揺したの？」


    



    　──ナギに見られても平気かしら──


    　黒埜は人間が嫌いだと言った直後に彩葉にそう返されて、敵の前で隙すきだらけになるほど動揺した顔をしたんだ。


    　ああ、そうか。さっき人間に友好的だって話をして、そのことを思い出したんだな。


    「～～っ、悪いかっ！」


    　トマトみたいに真っ赤になって黒埜が怒鳴った。


    　いやもう、なんなのこの子。初めて友達ができた小学生ですか。純真トマト可愛かわいい。


    　そういえばイクスたちからも、神しん器き少女のなかでも一番初う心ぶだって言われてたもんなあ。


    　苦笑しながら、僕は黒埜の前にかがみ込んで視線の高さを合わせた。


    「そんなことでいちいち怒ったりするわけないだろう？」


    　むしろそこで反省するなら普段の僕に対する態度を改めてほしい。


    　こう、敬意とか礼儀とかそういうものをだね。


    　しかし黒埜の不安顔は晴れない。


    　それから、泣きそうな声でこんなことを言ってきた。


    「……なら、どうして私だけ〝黒くろ埜の〟なのかね」


    「へ……？」


    　黒埜は口が滑ったというように、慌てて両手で口を塞ふさぐ。


    　それから、観念したように続ける。


    「……叢そう子こもイクスも、禍か音のんでさえも、君は下の名前で呼んでいる。なぜ、私だけ上の名前なのか、と」


    「そういえば、なんでだっけ？」


    　自然にそう呼んでたから理由なんか考えたことがない。


    　少し悩んで、彼女たちと出会ったときのことを思い出した。


    「ああ、そうだ。みんな、ただ単に下の名前で呼んでいいよって言ってくれたから」


    　それで結構舞い上がったりもしたなあ。


    　なんせ彩いろ葉は以外の女の子に名前で呼んでいいとか言われたの初めてだったし。


    　黒埜が目を見開いた。


    「えっ、それだけなのか？」


    「うん。それだけだね」


    　外国人ならともかく、日本人は初対面の人間をいきなりファーストネームで呼べるほど馴なれ馴れしく振る舞ったりできないもんだよ。


    　そこまで考えて、さすがに僕も気づいた。


    



    「……ふむ。つまり、黒埜も名前で呼んでほしかった、と」


    



    　確かにひとりだけ名字で呼ばれると、疎外感を覚えちゃうよね。


    　僕もクラスでひとりだけ君づけで呼ばれてることに気づいたときは、ちょっとへこんだ。


    「～～っっっ？」


    　おお、耳まで真っ赤になった。


    「もう、いいっ！」


    　憤ふん慨がいした様子で……というよりもはや半泣きになって黒埜がそっぽを向く。


    　さすがにちょっと意地が悪かったかもしれない。


    「また明日な、……美み紺こん」


    　うわ、改めて名前で呼ぶとなんか恥ずかしいなこれ。


    　黒埜……いや、美紺は足を止めると、背中を向けたままボソリとこう返した。


    



    「また、明日……ナギ」


    



    　純真トマト、家に持って帰りたいと思いました。
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    草薙【──というわけで、ＧＷは部活なんですよ】


    ウタ【それは大変そうだね】


    草薙【ウタさんはＧＷはなにか予定あるんですか？】


    ウタ【ボク？　今回は特にないかな。家で本でも読んでると思うよ】


    草薙【あ、じゃあ、家にはいるんですね】


    ウタ【……なんでそんなこと聞くのかな？】


    草薙【特に意味はないです♪】


    hako【リア充はいいですねえ。惚のろ気けですかあ？　爆発四散すればいいと思うよ】


    草薙【なんでいきなりそんなやさぐれてるんですかっ？】


    笑吉【あっははは、hakoさんも引き籠こもりだからな。とうとうカウンセラー呼ばれたんだってよww】


    hako【笑しよう吉きちさんに至っては、そのカウンセラーからも匙さじ投げられたんですよねー】


    笑吉【は？　いや違うし？　カウンセラーとかじゃなく俺たちずっ友だし？】


    hako【そのずっ友と最近の会話は？】


    笑吉【「おはよう、ずっ友！」「……ウザ」orz】


    草薙【そこ、傷を抉えぐり合うのはやめてください。というかそれって本当にカウンセラーっていうんですか？】


    笑吉【いや、俺のずっ友がhakoさんのカウンセラーやるってだけ】


    hako【プライベートたれ流すなつってんだろクソ教師】


    笑吉【先にバラしたのお前だろ！】


    ウタ【まあまあ。でもあれ、カウンセラーってなんだっけ？　そんなことあったっけ？】


    草薙【え、ウタさん、hakoさんとリアルで交流あるんですか？】


    hako【ああ、他のチャットでもボチボチしゃべってますから、そっちの話と錯さく綜そうしてるんじゃないですか？　というかこんなこと人に言えるわけないじゃないですか！】


    ウタ【あ、あはは、そうだよね。ごめん】


    hako【ウタさんったら、こっちに戻ってきたと思ったらうっかりが多いですよ。気をつけてください？】


    ウタ【ごめんごめん。ちょっと仕事が忙しかったから最近少しぼーっとしてて】


    笑吉【労働なんてろくなもんじゃないぞー。人は仕事なんかやめて自室で生きるべきだ】


    草薙【ウタさんを変な道に引き込まないでください。怒りますよ】


    笑吉【草くさ薙なぎさんマジ保護者】


    ウタ【なんでボク保護されてんの？】


    草薙【いやまあ、言葉の綾あやというやつです。それより、どうすればいいと思いますかね？】


    hako【部屋の前にご飯を置いて立ち去ればいいと思うよ】


    草薙【それをやめさせたいから相談してるんだよ】


    ウタ【ボクから言えるのは、つくづく草くさ薙なぎさんは相談するとこを間違ってるってことかな？】


    草薙【他に相談できるとこないんですよっ！】


    hako【騙だまされないぞ。リア友がいるやつの言うことなんか信じないぞ】


    ウタ【前言撤回。予行練習にはちょうどいいよね、ここ】


    笑吉【俺も協力するぜ。hakoさんに真ま人間への道を歩んでもらうためにな】


    草薙【なんだろう。今までにない一体感】


    hako【んじゃ笑しよう吉きちさん、休日まで生徒に侵食されたい？】


    笑吉【箱入り娘っていうのもいいと思うんだ】


    草薙【寝返るの早いよ】


    笑吉【働きたくない。働きたくないんだ！】


    hako【明日からがんばる。明日からがんばるから！】


    草薙【これをどう社会復帰させろというのか】


    ウタ【がんばってね。今回はアドバイス思いつかないけど】


    草薙【見捨てないでウタさん！】
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    　ノートＰＣを畳んで、ちょっとため息が漏もれた。


    　前回は結構ウタさんがアドバイスしてくれたんだけど、今回はさすがに難しそうだ。結局、引き籠こもりの人の説得は無理そうってことしかわからなかった。


    「ウタさん、か……」


    　確かめるように口に出して、僕は部屋の窓に目を向ける。


    　表の通りを挟んで、そこに彩いろ葉はの家が見える。


    　彩葉の部屋は明かりがついていて、今もそこにいるのがわかった。


    　──いろは彩葉歌ウタ──


    　詮索するべきではない。


    　それはわかってるんだけど、でもこの二人は絶対無関係じゃないと思うんだ。


    　僕はゴールデンウイークに神しん器き少女の寮へ行くことになったけど、彩葉は特に予定を立ててないみたいだ。休み中にどこかで会えないかな。


    　彩葉は英雄機関という組織に所属している……らしい。


    　神器少女と共存するのではなく、神器少女を──正確には、最初の神器少女、全ての神器少女とＭ．Ｏ．Ｅ．の発生源である少女を殺して、Ｍ．Ｏ．Ｅ．を停止させようと考える機関だ。


    　彩いろ葉はが神しん器き少女と対立してから、一応僕は仲直りしたことになるんだと思う。


    　あれから、彩葉が神器少女に敵意を示すこともなければ、僕のやってることを否定する素そ振ぶりもない。


    　むしろ、昔みたいにいっしょに学校に行き来することが増えたくらいだ。


    　でも、なんだろう。


    　今の彩葉は、どこか抜け殻がらみたいで、そのまま消えてなくなりそうで、なんだか怖い。


    　ウタさんにしたって、なんだかうっかり発言みたいなのを漏もらしてたし。


    　この四連休の間にもう一度会ってきちんと話をしたいんだけど、果たしてそんな時間を作れるだろうか。


    「……って、あれ？」


    　そこまで考えて、僕は重大なことに気づいた。


    



    「そういえば、神器少女の宿舎ってどこにあるんだ？」


    



    　以前、宿舎に行こうとしたことがあったんだ。


    　叢そう子ことイクスが外出していて、美み紺こんがひとりじゃ帰れないと半泣きになっていたときだ。


    　これから説得する神器少女の禍か音のんと出会ったのもそのときなんだけど、あのときは彩葉が倒れたのを聞いて中止になっちゃったんだ。


    「叢子か美紺あたりに……はっ、携帯番号知らない！」


    　そもそもあの娘たち、携帯なんか持ってるんだろうか？


    　携帯といえば僕もスマホくらいほしいなあ。


    　うちの親がガラケーにこだわるせいで僕もガラケーを与えられている。今年に入ってからガラケーはあちこちサービスが終了し始めて、快適とは言いがたくなってるんだけどなあ！


    　……いやいやそうじゃない。


    　携帯のせいにしてもなんの解決にもならない。


    「そうだ、叢子たちの誰かが気づいて家まで迎えにきてくれれば──……誰も僕の家なんか知らないじゃないか！」


    　ちょっと膝ひざを抱かかえて蹲うずくまりたくなった。


    　あっれー？


    　神器少女と結構仲良くなったつもりなんだけど、僕らお互いがどこに住んでるかも知らないじゃないか……。


    　なんですか。僕らの付き合いってそんな薄っぺらいもんだったんですかね。そりゃ出会ってまだひと月も経たってないですけどお！


    



    　世界が滅びるまで一〇二八日──不安な黄金週間の始まりだった。
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    第二章　寄宿学生のミューゼス


    



    



    「……それで？　どうして私のところに来るのかしら？」


    



    　ゴールデンウイーク初日。


    　彩いろ葉はの家の玄関にて、幼おさな馴な染じみから冷たい眼まな差ざしが向けられる。


    　濡ぬれ羽ば色いろの美しい髪は腰を覆おおうほどに長く、絹みたいにきめ細かな白い肌。笑ってくれればさぞ綺き麗れいだろう、整った顔がん貌ぼうに嵌はまるのは大きくも冷たい瞳。……うん？　今日はあまり顔色がよくないな。


    　本日は首元の大きく開いたセーターを着ていて、真っ白な鎖骨と肩にかかるキャミソールの紐ひもが眩まぶしい。


    　烏からす川がわ彩葉──僕の片かた想おもいの女の子で、神しん器き少女の敵対者だ。


    　一週間前、彼女は機械の剣とスーツをまとって、神器少女と戦った。


    　病弱な彩葉がどうしてそんな力を持ってるのか、そもそも彼女の本当の目的はどこにあったのか、結局わからないままだけど、一週間前は彩葉の敗北に終わったんだ。


    　さんざん悩んだ結果、僕が頼ったのは彼女だった。


    



    　神器少女を敵視する彩葉だけど、その分、神器少女のことについては僕よりも詳しいみたいだった。僕の知らない情報もいっぱい持ってたし。


    「い、彩葉なら、神器少女の宿舎の場所とか知ってるんじゃないかなーとか」


    「私は一応、あなたたちの敵なのだけれど……」


    「それでも頼れるのは君だけなんだ」


    　腹に力を込めて、全力でキリッとした顔をしてみせる。


    　気持ちで負けたら駄目なんだ！


    「あまり、情けないことを言わないでくれないかしら。幼馴染に幻滅したくないわ」


    　どこまでも的確な切り返しだった。


    　あ、ヤバイ、涙ぐんできた。


    　今にも膝ひざを折りそうなくらい震ふるえる僕を冷たく見つめて、彩葉は仕方なさそうなため息を漏もらした。


    「もしも私が神器少女の宿舎を知っているなら、今ごろとっくに襲撃をかけているのではないかしら」


    　うぐぅっ、確かに……。


    　でもなあ。彩葉が本心から神器少女と敵対してるようにも見えないんだよな。


    　悩んだ末、僕は鎌をかける意味も込めてこう言ってみた。


    



    「たぶんだけど、彩いろ葉はが叢そう子こたちと戦ったのって、神しん器き少女を倒すことが目的じゃなかったんじゃないかな？」


    



    　彩葉は驚いたように目を開き、それから囁ささやくように問い返した。


    「どうして、そう思ったのかしら」


    「彩葉がその気なら、僕が叢子たちと出会う前に攻撃を仕掛けてたと思う。だって高校に上がってからひと月近くも待つ意味がないじゃないか」


    「装備の調整に手間取ったのかもしれないわ」


    「だとしても、不意打ちで攻撃することもできたはずだ。わざわざ神器少女の前で僕に警告する必要はなかった」


    　それこそ世界が滅ぶかがかかってるんだ。


    　正面から正々堂々なんて綺き麗れい事ごとを言ってる場合じゃない。


    　彩葉が本当に神器少女を倒したいなら、きっと手段なんて選ばなかったはずだ。


    　どうやら、図星だったらしい。


    　彩葉は難しそうな顔でため息を漏もらした。
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    「……本当に、妙なところで鋭いのね」


    「え？」


    「なんでもないわ」


    　首を横に振って、彩いろ葉はは言う。


    「叢そう子こたちの宿舎なら、確かに知っているわ」


    「本当に？」


    　小さく頷うなずいて、彩葉は扉の奥に引っ込んでしまう。


    　そのまま扉も閉められて、僕は慌てた。


    「って、あのー、彩葉さんっ？」


    　これはあれかな？　知ってるけど、教えるとは言ってないじゃんという、あれかな？


    　ややあって、扉の向こうから囁ささやくような声が返ってきた。


    「用意をしてくるわ。少し、待ってて」


    　どうやら、案内をしてくれるらしい。


    　場所を教えてくれるだけでもよかったんだけど、なんだかんだで困ってるとこうして世話を焼いてくれる彼女が、僕は好きなんです。
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    　準備といっても、彩葉は髪を整えて日ひ傘がさを取ってくるだけですぐに戻ってきた。


    　休日に突然訪ねたせいだろう。いつもはもっと人形みたいなワンピースを着てるんだけど、今日はセーターとホットパンツというラフな格好だった。


    　それで日傘を差してるんだからちょっとちぐはぐな格好ではあるけど、ストッキングを穿はいていない素足がどこまでも眩まぶしい。


    　僕たちが歩いているのは、いつもの通学路だ。


    　神しん器き少女の宿舎は学校からも少し離れているはずだけど、途中までは同じ道らしい。


    　予期せず二人っきりで歩くことになって、僕は内心動揺していた。


    　もともと、彩葉は僕の片かた想おもいの相手だ。


    　だけど彼女が叢子たち神器少女と敵対するようになって、僕は神器少女の方を選んだ。


    　学校や通学路じゃ普通に話せたけど、それは当たり障さわりのない会話ばかりだった。


    　彩葉の真意というものを、僕はまだ知らない。


    　彩葉はというと、そんな僕の心境なんて知る由よしもなく平然としてるけど。


    　長いまつげを揺らす、彩葉の横顔を眺めていると、不意に彼女が視線を返した。


    「……そんな顔をしなくたって、今叢子たちと剣を交まじえるつもりはないわ」


    　そういうことじゃないんだけど……。


    　返事に困ってると、彩葉は言葉を続ける。


    「というより、できないのよ」


    「できない？　なんでまた？」


    



    「前回の失敗で、組織を追われたの」


    



    「は、はあああっ？」


    　彩いろ葉はが所属してる組織っていうと、確か──英雄機関とかいったはずだ。


    　たった一度の失敗で、彩葉は切り捨てられたってこと？


    　いや、彩葉が戦わないのは嬉うれしいけど、でもそれは酷ひどいんじゃないか？


    　あんぐりと口を開いた僕をぼんやり眺めて、彩葉はボソリとこうつけ足した。


    



    「冗談、よ」


    



    　ガクウッと、肩が落ちた。


    　あれえ？　彩葉って、こういう冗談言う子だったっけ？


    　それから、どこか寂しそうに俯うつむく。


    「〈ヨシツネ〉をなくしたの。戦いたくても、もう私には力がないのよ」


    　ヨシツネというのは、確か彩葉の剣とか甲かつ冑ちゆうの名前だったはずだ。


    「そう、なんだ……。でも、それだと彩葉の方こそ平気なの？　その、叢そう子こたちの寮に行くってことは……」


    「ええ、そうね。私に恨うらみを持つ神しん器き少女もいるでしょうね」


    　そんな子と出くわしたら、どうするつもりなんだ？


    　彩葉は、どこか疲れたように微笑した。


    



    「彼女たちに殺されるなら、別にそれでもいいわ」


    



    「ばっ、バカなこと言うなよ！　いくら僕でも怒るぞ」


    　彩葉は意外そうに目を丸くして、小さく首を横に振る。


    「まあ、ナギならそう言うのでしょうね。でも、叢子たちを選んだのなら、そこで私の味方をするようなことをしてはいけないわ」


    「そんなこと──」


    「そのせいで、前は叢子を暴走させたのでしょう？」


    　言い返せなかった。


    　一週間前のあのとき、彩葉は暴発した天あまの叢むら雲くもの力に巻き込まれて死にかけた。


    　僕はそれを見捨てられなくて、叢そう子こはそんな僕の頼みを聞いてくれて、彩いろ葉はを助けようとして、結局神話化という暴走状態に陥ってしまった。


    　僕は叢子も彩葉も助けようとして、両方取りこぼすところだったんだ。


    「いいわね？　あなたは私を助けてはいけないの」


    「それでも、結局僕は君を見捨てたりはできないと思うな」


    「ナギ……」


    　僕は、自信を持って笑い返した。


    「それに、叢子たちだってきっとそうすると思うんだ」


    　あのとき、天あまの叢むら雲くもの暴走に巻き込まれた彩葉を助けると言ってくれたのは、叢子なんだから。


    「そう……だと、いいわね」


    　彩葉は、思い直すように首を横に振った。


    「いいえ、きっとそうするのだと思うわ」


    　彩葉の中で今、神しん器き少女がどういう存在なのかはわからない。


    　でも、その声はまるで仲のいい友達のことを語るみたいに聞こえた。


    　僕もそれで、なんだかホッとした気持ちになれた。


    　それ以上、彩葉が口を開くことはなかった。


    　でも、それを息苦しいとは感じなかった。


    　もともと彩葉は口数が多い娘こじゃない。


    　登下校でいっしょに歩いたって、そんなにペラペラしゃべるわけでもない。


    　こんなふうに、ただ並んで歩くだけでいいんだ。


    　彩葉は通学路から外れて、途中から学校とは反対の方向に歩き始めていた。どうやらそっちに神器少女の宿舎があるらしい。


    　こっちはちょっと高級な住宅街になってて、アパートやハンコを押したみたいな建売住宅は姿を消してしまう。


    　マンションにしてもホテルみたいな外観だし、きちんとした庭のある一軒家も多い。なかには僕の家の倍くらいの敷地がある家……というか屋敷なんかもあって、僕が歩くのは場違いな気がしてくる。


    　車庫に納まってる車なんかもメルセデスベンツとかＢＭＷとかの外国高級車だったりするけど、こんなのがＭ．Ｏ．Ｅ．を起こしたらどうするんだろうか？


    　救いを求めて隣を見ると、意外にも彩葉の表情はそんな不快そうなものじゃなかった。


    　周りの景色を見ているのかいないのか、むしろ穏やかとさえいえるほどだ。歩くたびに長い髪がしゃらしゃらと揺れてる。


    　髪の先には今日も露つゆ草くさ色いろのリボンが結ばれていて、これも躍るように揺れていた。


    　心持ち、朝よりは顔色もよくなったように見えた。


    　そんな彩いろ葉はを眺めているだけで、僕も周りのことなんかどうでもいい気持ちになった。


    　なんだろう。なにか特別なことをしてるわけでもないのに、妙な満足感というか、安心みたいなものを覚える。


    　たぶん、休日ってこういうふうに過ごすのがいいんじゃないかな。


    「……なによ」


    　視線に気づいて、彩葉がムッとした顔をする。


    「いや、休日っていいなと思って」


    「ナギ、部活に行くんじゃないの？」


    「まあそうなんだけど、部活が始まるまでは休日なわけで……」


    　今の気持ちを改めて説明できるような言葉を、僕は持ってない。


    　返事に困ってると、彩葉はどことなく懐なつかしそうな顔をして空を見上げた。


    「ゴールデンウイーク……か」


    「彩葉は、特に予定は入れてないの？」


    「……ええ。今回は、入れてないわ」


    　この四日、僕にはやることがある。


    　神しん器き少女の禍か音のんさんを部活に参加させるという役目がある。


    　だけど、気がついたときには僕はこう言っていた。


    



    「だったらさ、どこかに遊びに行かないか？　せっかく四日も休みなんだから」


    



    　禍音さんを説得するといっても、四日間まるで自由がないわけじゃない。


    　どこかに遊びに行く時間くらいは作れるはずだ。


    　彩葉はこっちがびっくりするくらい目を大きくして、それから小さなため息を漏もらした。


    「そう、ね……。ナギがそうしたいのなら、それでもいいわ」


    　お、おおおおお？


    　あれ、なんだろうこれ。自分で言っといてなんだけど、これって、つまり、デ、デデデートってことになるんじゃないか？


    　しかもオーケーしてもらえたっていうか、つまりそういうことなのか！


    　普段の彩葉のガードの固さを考えると、ちょっとあり得ない幸運だ。


    　こんなところじゃなかったら、僕は躍り出していたかもしれない！


    　ボソリと、彩葉はこうつけ足す。


    「休日中は、Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックも起きないでしょうし」


    　それは予想というより、なにかの根拠があっての言葉に聞こえた。


    　ちょっと気になる言葉ではあったけど、舞い上がってる僕がそれ以上関心を持つのは難しかった。


    　やがて、大きな建物が見えてきて、彩いろ葉はは足を止める。


    「あれが、神しん器き少女の宿舎よ。オートロックだから、叢そう子こあたりを呼び出して開けてもらいなさい」


    「あ、ありがとう。彩葉は？」


    「私を快こころよく思わない者もいると言ったでしょう？　帰るわ」


    　そう言い残して、彩葉は去っていった。


    　今日も白い日ひ傘がさを、クルクルと回して。
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    「……って、なんなのここ？」


    　彩葉が教えてくれた建物は、マンションだった。


    　普通のマンションじゃあない。


    　床は大理石のタイルで、入り口にはホテルのロビーみたいなカウンターがある。たぶん、管理人窓口みたいなのだと思う。


    　天井を見上げると、いかにも最新型ですって感じの監視カメラが左右に設置されていて、ジーッと音を立てていた。


    　こ、高級マンションってやつじゃないのか？


    　音おと姫め市にこんな建物あったのか。なんで今まで気づかなかったんだろう。神器少女の能力で隠されてたのか？


    　あまりの世界の違いに、足を踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよした。


    　あ、でも窓口で管理人さんが不審そうな目を向けてきてる。


    　僕は入り口に並ぶポストの列を見る。


    　……よかった。ちゃんと天あま野のって、名前が書いてある。


    　しかしこの建物、神器少女以外に人間も住んでるのかな？　一〇〇部屋くらいあるのに、わりと部屋が埋まってる。


    　あ、皇すめらぎって名前もある。ゲシュ先生もここに住んでるんだ。


    　てことは、教師とか神器少女の関係者も住んでるってことかな。


    　ともかく叢子に中に入れてもらおう。


    　彼女の番号を押して、呼び鈴りんを鳴らす。


    　しばらく待ってると、叢子の声が返ってきた。


    『はい、もしもし？』


    「もしもしって、電話じゃないんだから……。部活に来たよ、ナギだ」


    『ああっ、待ってたんです。ええっと、先にわたしの部屋に来てもらってもいいですか？』


    「ん？　まあいいけど」


    『じゃあ、待ってます！』


    　ガチャリと通話が切れる。


    　ロックが解除された様子は、なかった。


    「いや開けてよ！」


    　もう一度呼び出してみると、なんでもロックの解除の仕方がわからないらしかった。


    　たぶん、通話口に解錠のボタンとかあるんだろうけど、今まで一度も使う機会がなかったんだろうな。


    　仕方なく、叢そう子こが降りてきて開けてくれることになったんだけど……。


    



    「君、なにをもたもたやっているのかね？」


    



    　叢子より先に、聞き覚えのある声が聞こえた。


    「美み紺こん？　それにイクスも」


    　玄関ホールの奧から、幼い少女が歩いてきていた。その隣にはイクスの姿もあった。


    　イクスが内側から開けてくれて、ようやく僕も中に入ることができた。


    「どうしたの、二人して？」


    　肩にかかる髪を振り払い、美紺が小さな胸を張った。


    「君があまりに遅いものだからどやしにきたのだよ。淑女を待たせるのはマナー違反だと、誰かに教えてもらわなかったのかね？」


    「時間とか決めてなかったよねっ？　そもそも、僕はここの場所すら教えてもらってなかったんだけどなあっ！」


    　僕が一体どれほど困ったことか。


    　その怒りを叫ぶと、イクスがおかしそうに言った。


    「だから慌てふためいて美紺が迎えに行こうとしたところですわ」


    「～～っ」


    　偉そうな表情がひくりと固まった。


    　相変わらず、なんてわかりやすい子だろう。


    　でも気づいて迎えに来ようとしてくれたのは、素直に嬉うれしいな。


    　微ほほ笑えましく見守る僕を、美紺がキッと睨にらむ。


    「君、それでどうしてここにいるのかね」


    「ええっと……」


    　どうしよう。彩いろ葉はの名前を出すのはやめた方がいいかな？


    　彩葉も今は揉もめ事を起こしたくないみたいだったし。


    　僕はいかにもわかっていたというように胸を張った。


    「それはもちろん、ここの場所は聞いておいたからね」


    　ここで〝誰に〟と言ってないのがポイントだ。


    「ああ、皇すめらぎならそれは知ってますわね」


    　よし！　イクスが勝手に納得してくれた。


    　それから、美み紺こんに向き直る。


    「でも、ありがとうな。迎えに来ようとしてくれて」


    「……ふん」


    　美紺は不機嫌そうに顔を背そむけるけど、ほっぺたが赤くなっていた。


    「あれ？　でも僕の家の場所なんて、君たち知ってるの？」


    「禍か音のんはそういうのに詳しいらしいんですわ」


    　どういう意味だろう？


    　イクスの言葉に首を傾かしげてると、美紺がコホンと咳せき払ばらいをした。


    「禍音はパソコンを扱えるものでね。住所がわかれば地図くらい用意できるのだよ」


    「それはまた、ずいぶん現代社会に順応してる神しん器き少女だね」


    　確かにそれなら話も通じやすいような気がするな。


    　中に入ると、やっぱり広いマンションだった。


    　陽ひの光が射さし込むホールに上等そうなソファが並んでいる。規則正しく並ぶ柱には鉢植えが内蔵されていて観賞植物が飾られていた。この辺を維持するだけでも大変そうだ。


    　裏手側が駐車場になってるのが見えるけど、そっちも車が何十台も駐とめられそうだ。壁にある見取り図を見ると、どうも地下も駐車場になってるらしい。


    　なんていうか、ちゃんといい暮らしをしてるみたいだ。そのことには、ちょっと安心した。


    　叢そう子こなんてお金を見るのも初めてなんて言ってたから心配だったんだ。


    「そういえばここ、神器少女以外にもずいぶん入居者多いんだね。ゲシュ先生も住んでるみたいだし」


    　ああ、とイクスが頷うなずく。


    「ここにはわたくしたちの監視役も住んでいますもの」


    　監視役……。


    　なんで今までそれを考えなかったんだろう。


    　そうか。神器少女が一か所に集められたってことは、それを監視する人間がいるはずなんだ。


    　深刻に捉える僕に、美紺がなんでもなさそうに首を横に振った。


    「監視というよりは観察だろうね。私たちが本気でそれを拒絶すれば彼らにはなにもできないのだから。……まあ、パンデミックが起きると場所を報しらせに来る連絡員のようなものだよ」


    　実際問題、神器少女は一人ひとりが神話兵器の化身なんだ。人間の力では止めることも従わせることもできない。


    　話していると、エレベーターホールに着いていた。


    　イクスがエレベーターのボタンを押すのを見て、僕は声をあげる。


    「ちょっと待って、叢そう子こも下りてくるって……」


    「む、そうなのか？」


    　入れ違いになると面倒だ。


    　叢子が下りてくるのを待ちながら、僕は美み紺こんたちに聞いてみた。


    「そういえばさ。禍か音のんさんって、どんな神しん器き少女なんだい？」


    「パンドラの箱の神器少女だと、話したと思うが？」


    「いや、それだけじゃどんな子かわからないじゃないか。なんか好みとか特技とか、話のとっかかりになりそうなこと」


    　パソコンを使ってるってことは、それなりに人間社会の事情には通じてるんだろうか？


    　イクスは難しそうな顔をして腕を組む。


    「好みや特技ですか……。ああ、そうですわ」


    　なにか思い出したように手を叩たたいて、イクスは優雅に髪を振り払う。


    



    「──三年後に世界が滅びる──そう予言した神器少女ですわ」


    



    「──っ、それ、本当？」


    　これには、僕も息を呑のんだ。


    　──三年後、世界が滅びる──


    　僕が人生相談部に連れてこられて、最初に聞かされた真実だ。


    　でも、よく考えるとその根拠というものは聞いてなかった。


    　禍音さんの予知能力のことは聞いてるけど、そんな先のこともわかるのか。


    　美紺も頷うなずいて続きを話す。


    「禍音の予言だと、そこで重要な役割を持つのが神器少女で、三年後までに神器少女が〝あること〟をできれば滅びを回避できるという話だ」


    「なんだか曖あい昧まいだね。その〝あること〟ってなんなんだい？」


    　イクスは首を横に振る。


    「それは、禍音も詳しくは話してくれませんでしたわ」


    「なんで？　詳しくわからないと回避もできないだろう？」


    　それこそ世界が滅びるかどうかがかかってるんだ。


    　そんな運任せみたいなやり方でいいはずがない。


    「わたくしもよくは知りませんけれど、それを話すことで余計に未来を変えられなくなるとか、そんなことを言っていましたわ」


    　どういう意味なんだろう？


    　知ったら後戻りできないみたいな秘密でもあるんだろうか。


    　もしくはパンドラの箱の逸いつ話わと、なにか関係があることなのかな？


    　考え込んでいると、エレベーターが降りてきた。


    　扉が開くと、そこには本当に叢そう子この姿があった。


    「お待たせしました、ナギくん……？　あれ、なんでもうここにいるんですか？」


    「二人が迎えにきてくれて」


    　叢子が慌てたようにスカートの裾すそを握る。


    　あれ、そういえば三人とも制服だな。この娘たち、私服とか持ってないのかな？


    「そ、そうなんですか」


    　……おや？


    　なんだろう。露骨になんか困った顔をしてる。


    　イクスや美み紺こんがいるとマズイことでもあったのかな？


    　叢子は誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべる。


    「禍か音のんが待ってます。行きましょうか」
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    　禍音さんの部屋は八階だった。


    　このマンションは二〇階建てみたいだから、真ん中くらいの階になる。


    　他の部屋と比べてずいぶん分厚い扉の隣のネームプレートに〝葉は此この禍音〟の名前があった。


    　うん。なにも不審な点はない。まったくもって、普通の部屋だ。ちょいと飾り付けが多いだけで、いたって健全だ。


    　極力、扉を視界に入れないようにして僕は頷うなずいた。


    「素敵なマンションだね！」


    「そうでしょうか……？」


    「まあ、きっとそうなのだろうと思うよ」


    　叢子と美紺が反応に困るみたいな顔をしていた。


    　そりゃそうだろう。僕だって反応に困ってるからこんな意味のないことを口走ってるんだ。


    　ひとり、イクスだけが生き生きした様子で禍音さんの部屋に向かってなにかのポーズを決めていた。


    「時は来ましたわ！　わたくしたちは、これよりパンドラの箱を開封するのです！」


    　いや、まあ、ある意味そうなんだけどさ……。


    　ひとしきり乾いた笑い声を廊下に響かせて、僕らは現実に向き直った。


    



    「で、なんなのこのシェルターみたいな扉」


    



    　一体、厚さ何センチくらいあるんだろう。


    　戸枠からはみ出るほどの分厚さで、しかも扉には『開放厳禁』と書いてある。


    　進入禁止とかならまだしも、開けるなときた。


    　それでもまだ可愛かわいい部類のもので、その扉にはまずドアノブがない。


    　本来ノブがあるべき場所には電卓のようなキーパネルが嵌はめ込まれていて、絶対に触りたくない空気がたれ流され……いや、ジェットストリームみたいに放出されてる。


    　さらに扉の上では監視カメラみたいなのがジーと音を立ててる。でもレンズの下に装着されてる銃身みたいな筒はなんだろう？　なんかレーザーとか出そうな形なんですけど。


    　この部屋の住人は、一体なにと戦ってるんだろう。


    　要よう塞さいみたいな扉だった。


    　拒絶の嵐みたいな扉を眺めて、さすがの美み紺こんもため息を漏もらす。


    「……ふむ。また悪化したようだね？」


    「ひと晩でこの変へん貌ぼうなのです。これは未来からの侵略に違いありませんわ」


    　イクスの何気ない呟つぶやきを、僕は聞き逃のがさなかった。


    「ちょっと待って。今ひと晩って言った？」


    「あ」


    　イクスが慌てて口を押さえる。


    　ここで問題なのは、改造の技術とか速さじゃない。


    　禍か音のんさんが予知能力を持ってるということは、今日ここに来る僕がどんな人間でなにをするかとかも全部わかってるってことになる。つまり──


    



    「会いに来ただけでこの魔改造って、僕はどんだけ拒絶されてんの？」


    



    　僕が禍音さんに会うと決まったのは、昨日のことだ。


    　それから改造を始めたってことは、つまりそういうことだ。


    　なにが困るって、そんだけ拒絶されてんのにどう説得しろってのさ！


    　美紺が慰なぐさめるように微ほほ笑えんでくる。


    「気にするな、ナギ」


    　美紺……。君は、励ましてくれるのか？


    



    「私とて、初めは君には口を利くほどの価値も見み出いだせなかった」


    



    「口も利きたくないってどんだけ見下してるのさ！」


    「見下したわけではない。ただ無価値だっただけだ」


    「悪化したぞコノヤロウ」


    　涙ぐむ僕を見て、美み紺こんはおかしそうに笑う。


    　真っ白な髪をしゃらしゃら揺らして、なにか悩み事でも解決したかのように実にすっきりした顔で、声まであげて。


    　くそう。最近は美紺の悪態もだいぶおとなしかったのに。


    　……あれ？　そういえばなんでおとなしかったんだろう。


    　そう考えて、真っ先に思い出すのは昨日のことだ。


    　──君は、やはり私のことを怒っているかね？──


    　泣きそうな顔で、そんなことを言ってきたんだ。


    　そんなことないってわかったら、いつも通りに戻ったってことらしい。


    　おのれっ、純真トマトめ。いつまでも僕が遊ばれてるだけだと思うなよ！


    　僕は理性を総動員して優しげな微笑を取り繕つくろう。


    「初めは……ってことは、今は僕と話す価値を見つけてくれたってことだよね？」


    「ひゅいっ？」


    　はい、綺き麗れいなトマトができました。


    　美紺が真っ赤になって狼狽うろたえる。


    「お、おおお思い上がるなよ、君。わ、私は人生相談部のために君と話しているのだからな」


    　美紺よ、君が僕をあざける間に、僕は君の弱点を見抜いたんだよ。


    　勝ち誇っていると、イクスが割って入る。


    「美紺で遊ぶのはその辺にしてくださいな。今はこのアヴァロンの封印を解き、禍か音のんを救い出すことの方が先決ですわ！」


    「〝で〟とはどういうことかね？」


    　さっきとは設定が変わってることにツッコミもせず、美紺が涙目でプルプルした。


    　イクスが軽く中二病を発症してるけど、今日はまだマシな方だな。


    　僕ももう一度悪夢の扉に目を向ける。


    「というかさ、これってパンデミックが起きたらやばいんじゃないの？」


    　機械が意思を持ったようにひとりでに動き、暴走するのがＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックだ。


    　この部屋、片っ端から機械なんだけどこれでＭ．Ｏ．Ｅ．化したら出られないだろう。


    　というかＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックで、機械は素材や生産自体が見直されてるくらいなんだ。これだけの部品を手に入れるのだって相当難しいんじゃないかな？


    　叢そう子こが安心させるように微ほほ笑えんで首を横に振った。


    



    「禍か音のんは絶対に部屋から出てきませんから、大丈夫ですよ」


    



    「それ全然大丈夫違う」


    　パンデミックが起こっても出てこないって相当だなあ……。


    　そりゃあ、神しん器き少女ならＭ．Ｏ．Ｅ．に襲われるくらい、どうってことないかもしれないけど。


    　……というか、あれ？


    　だったらなんであの日は学校にいたんだろう。


    　そこまで筋金入りの引き籠こもりなら、パソコンが壊れても出てこないんじゃないかな。今じゃネット媒体だってパソコンだけじゃないんだし。


    　まあ、その辺は本人に直接[image: ]きいてみるか。


    「というか、こんなところに閉じ籠ってるのに、美み紺こんたちはどうやって会話したんだい？」


    「ああ、それなら……」


    　イクスが美紺に目を向ける。


    　まだ赤面から立ち直っていない美紺は、しぶしぶといった様子でポケットからなにかを取り出す。


    「美紺、携帯持ってたのか」


    「まあ、な」


    　しかもスマホだ。


    　いいなあ。僕だって手に入れてないのに……！


    　ともかく、画面には禍音さんから届いたらしいメールが表示されていた。


    　……いやあ、せめて着信履歴とかにしてほしかったなあ。神器少女同士身内でも電話じゃなくてメールを選ぶって、どんだけコミュニケーション嫌いなんだろう。


    　頭が痛くなってきたけど、ちょうどいいや。


    「じゃあ、ここを開けてくれるように頼んでみてよ」


    　外からじゃ駄目でも、内側からなら開けられるはずだ。


    　だけど美紺は難しそうな顔をして首を横に振った。


    「いや、すでに開けるように言ってみたのだが……」


    「駄目だって？」


    「──入ってどうぞ──だそうだ」


    　メール画面を見せてもらうけど、本当にそれだけしか書いてなかった。


    「これってつまり、この扉も開けられない程度なら会う気もないってこと？」


    「それはわからないが、中から開ける気はなさそうだね」


    　ぐう、結局自力で突破しないと駄目だってことか。


    　あ、でもその前に……。


    「美み紺こん、携帯持ってるなら、番号教えてくれよ。今回みたいに場所もわからないと困る」


    「私が君に返事をするかは怪しいと思うがね」


    　さっきの仕返しをまだ根に持ってるらしい。じとっと睨にらまれた。


    　純真トマトをからかうのは、ほどほどにしておこう。


    「わ、悪かったよ」


    　赤外線で番号を交換し合うと、美紺がなぜか「ほう」とため息を漏もらしていた。


    「どうかしたか？」


    「む？　いや、人と番号を交換したのは初めてなのでね」


    　背中を向けてるけど、結構浮かれてるみたいだ。


    　耳が赤くなってる。


    「というか、もしかして他の神しん器き少女は携帯持ってないの？」


    「ないです」


    「いつＭ．Ｏ．Ｅ．悪しき者と化すかもしれないのに、使いませんわ」


    　ああ、そういう理由か。


    　確かにＭ．Ｏ．Ｅ．と戦ってるのに、機械類を身につけるのは抵抗があるのかもしれないな。


    「ですがまあ、確かに便利なのかもしれませんわね……」


    　イクスの方は、少しは興味があるみたいだ。どことなく、羨うらやましそうに美紺の携帯を眺めている。


    　あ、違う違う。


    　話が脱線してるぞ。禍か音のんさんの部屋にどうやって入ろうかって話じゃないか。


    　僕はノブの場所にあるキーパネルに目を向ける。


    「とりあえず、この扉なんだけど……。パスワード的なものを打ち込まないと駄目なのかな。なんかヒントとかないの？」


    　生年月日とか、もしくはなんかゲーム的に謎なぞ解きがあるとか。


    　というかこれ、間違ったら爆発とかしないよね？


    　桁けた数すうもわからないのに迂う闊かつに触る勇気は、僕にはない。


    　すがるように叢そう子こを見ると、彼女は全部わかってるというように頷うなずいた。


    「わたしがやってみます」


    　……こういう顔の叢子が解決してくれた試しがないんだけど。


    



    「あ、鍵かぎ開いてます」


    



    　叢そう子こは、キーパネルをペリッとめくると、その下から出てきたドアノブを普通に捻ひねった。


    「ちょっと待って！　それ、ドアロックとかじゃないの？」


    「ひと晩でそんな工事できるわけないじゃないですか」


    　まったくもってその通りなんだけど、なんだろう。叢子に言われると……なんかだかすごくへこむ。


    「じ、じゃあ、なんでそんなのつけてるの？　というか、なにそれ？」


    　緋ひ色いろの髪を揺らして、叢子は小鳥みたいに首を傾かしげる。


    　それからポチポチとキーを押して頷うなずく。


    「電卓みたいです」


    　電卓そのものなのね！


    　ああもう、まだ部屋にも入ってないのに頭が痛くなってきた。


    「そんな……っ。ロストテクノロジーの防衛システムでは！」


    　イクスが僕と同じようにショックを受けてる。


    　なんだろう。ロストテクノロジーというよりアナログなセキュリティなんだけど、今の彼女にはすごく共感した。


    　とにかく、見かけ倒しだったらしい。


    　そうか。叢子が自信たっぷりなときは必ずなにかを失敗するけど、今回は僕たちじゃなくて禍か音のんさんの仕掛けが台無しになったんだろう。


    　イモを引くのはその場にいる者とは限らない……って、これなんのロシアンルーレット？


    「まったく……。なんだってこんな仰ぎよう々ぎようしいことしてるんだい？」


    「禍音の趣味です」


    　胸を張って自慢げに答えられ、僕はとうとう膝ひざをついた。


    　美み紺こんも呆あきれたように頷く。


    「先月までは呪じゆ文もんと魔方陣で封印らしきものを描いていたよ。よくここでイクスが目に見えないなにかと戦っていた」


    「異界からの侵略者はわたくしの目にしか映りませんもの。……恐ろしく、強大な敵でしたわ」


    　すごくやり遂とげたという顔で髪を振り払う。


    　ひとりで扉に向かって手をかざし「くっ……」とか呻うめいてるイクスが容易に想像できた。


    　禍音さん……。イクスと同じ系統の娘こなんだろうか。


    　ちなみに、その魔方陣はゲシュ先生にどやされて撤去したらしい。


    　あの先生でも、役に立つことがあるんだ。


    　まだ本人の前にもたどり着いてないのに、どっと疲れたよ。


    　叢子が扉を開けて、一歩下がって道を空けてくれる。


    「じゃあ、がんばってください、ナギくん」


    



    「がんばってって……あれ？　君たちは来ないの？」


    



    　美み紺こんが肩を竦すくめる。


    「人付き合いが得意な娘ではない。多人数で行くのは逆効果さ」


    　部屋に入るだけでこれだけ苦労したのに、あとは僕ひとりで行かないと駄目なんですか？


    　僕は涙を堪こらえて、部屋に入っていった。
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    「お邪魔しまーす」


    　呼び鈴りんは見当たらなかった。あの妙な装置類に埋もれて、発掘できなかったんだ。


    　中は薄暗かった。


    　玄関の先は廊下になってて奧の方はまるで見えないけど、結構な広さがあるのはわかった。扉の間隔とこの奥行きを考えると、学校の教室より大きいんじゃないかな？


    　入ると、まずほこりっぽい臭においが鼻につく。足元には太いパイプや謎なぞのビニールパック、壁のパーツみたいな謎の板やらが転がっていて、すこぶる不気味だ。


    　そういうものが、どこを歩けばいいんだろうってくらい散らばってる。


    　なんというか、宇宙船の中を思わせる近未来的な光景だ。壁からエイリアンとか飛び出してきても不思議じゃない。


    　これってあれかな？　入り口の警戒グッズに続く来客撃退トラップ第二弾ってやつかな？


    「いや、あれ……？」


    　よくみると、大きな板はこれ、段ボールじゃないかな……？


    　パイプとかビニールのパックもこれ、梱包材だ。


    　後ろを振り返る。


    　すでに扉は閉まってるけど、あの見せかけの警戒装置とかって今朝になって突然現れたって話だよね？


    　これ、あの妙なグッズを開封した残ざん骸がいか。


    　くそう。なんなんだこの部屋は！　これで部屋の主はどうやって出入りしてるんだ？


    　そうでしたよね。Ｍ．Ｏ．Ｅ．が起こっても出てこないんですよね！


    　そう考えるとつくづくなんであの日は図書室にいたのか気になるところだけど。


    　心の中で悪態とツッコミをひとりで交わし、僕はゴミの山を押し退のけて奧へと進む。


    　すぐに、リビングの扉に行き当たった。


    　中からはガラス越しにブルーライトの光が漏もれていて、どうやらそこに誰かがいるらしいことがわかる。


    　ゴクリと唾つばを飲み込んで、僕は扉をノックした。


    「禍か音のんさん、いるかい？　この前、学校の図書室で会った山やま戸ど凪なぎだ」


    



    　扉を開けると、果たしてそこには闇に溶け込むような黒い少女が踞うずくまっていた。


    



    　ソファの上で膝ひざを抱かかえ、手元でなにかをいじっている。


    　ゲーム……かな？


    　なんか銃撃みたいな効果音が聞こえる。


    　僕の声が聞こえてないのか、顔を上げる素そ振ぶりすらない。


    「あの、禍音さん……？」


    「……今、忙しい」


    　眉み間けんに皺しわを寄せて、ガチガチとボタンを叩たたき始める。


    　……うん。ボス戦とかなのかな。


    　ほどなくして、やられたんだろうか。


    「嗚あ呼あ……」


    　無気力な悲鳴を漏もらして、禍音さんは天を仰あおいだ。


    　それから、ようやく僕に目を向けた。


    　気けだるそうな眼まなこは美み紺こんと同じ赤色で、もつれた黒髪がソファを伝って床まで流れ落ちる。真っ白な素足を覆おおうものはなにもなく……って、あれ？　この子、ズボンとか穿はいてないの？


    　長いＴシャツを着てるだけで、下はなにも穿いてなかった。


    　思わず目のやり場に困って視線を逸そらしたよ。


    「あ、あのさ、禍音さん。今日、ここに来たのは……」


    「……疲れるから、ヤダ」


    　まだ用件も言ってないのに！


    　アグレッシブ積極的なの？


    　パッシブ消極的なの？


    　玄関の改造とかすごい労力に思えるんですけど、それでも動くのは嫌いやなのっ？


    　くそう。取り付く島もないぞ。どう説得しろっていうんだ。


    　だけどちょっと落ち着いて考えよう。


    　確かに会うなり用件を突きつけようとした僕にも問題はある。


    　深呼吸をして、僕はもう一度話しかけた。


    「とりあえず、入ってもいいかな？」


    　僕はまだ、リビングの入り口で立ってるところだ。


    　リビングの広さは十六畳くらいだろう。カウンター式のキッチンといっしょになってる形のもので、部屋の角に置かれた五十インチ以上ありそうなテレビが羨うらやましい。奧にはさらに扉が二つあるけど、あっちは手洗いとか寝室とかかな？


    　リビングの中央にはガラス張りのテーブルがあって、その前のソファに禍か音のんさんは腰を下ろしている。


    　せめてソファのそばくらいまでは近づかないとまともに話もできないと思う。


    　禍音さんが、お尻の下あたりからなにかを取り出す。携帯電話……のようだ。


    



    「侵入者。警察……」


    



    「オーケーわかった。ここで突っ立ってるから通報はやめよう！」


    　両手を上げて全面的に降伏すると、禍音さんも携帯を下ろす。


    　て、手強い。


    　まだひと言ふた言しか交わしてないのに、すでに警察を呼ばれそうになってる。


    　会話のきっかけを探して部屋を眺めると、こっちもすごい散らかりっぷりだった。女の子の部屋がこの汚さって、ちょっぴりショックだな。


    　ゲームが好きなんだろうか。ゴミの中には見覚えのあるコントローラやソフトの箱なんかもあった。……このプラズマテレビの大画面でゲームとかやってみたいなあ。
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    　空の段ボール類を眺めて、その多くに同じロゴが入ってることに気付いた。Armorzoneという有名なネット通販のお店だ。


    「ええっと、通販、好きなのかい？」


    「動かなくても、ものが手に入る。非常に、有意義」


    　……ダメだこの娘こ。


    　いろいろと手遅れな感じだぞ。


    「た、たまには……いや、なんでもない」


    　たまには外に出た方がいいんじゃないかな──そう言いかけた瞬間、鋭く睨にらまれた。


    　最後まで言ったら、なんか追い出されてた気がする。


    　とてもじゃないけど、図書室でのこととか聞ける雰囲気じゃないぞ。


    　どうすれば……そうだ！　買い物が好きなら、買ったものについて話したらいいんじゃないか？


    「禍か音のんさんは、どんなものを買うんだい？」


    「おもしろそうな、もの」


    　おお、ちゃんと返事してもらえたぞ。


    「へえ、たとえばどんなの？」


    　禍音さんは、ぼんやりと天井を見上げて、小首を傾かしげる。


    　虚うつろな瞳がなんか怖いけど、やっぱり美人だと思った。


    「胡う散さん臭くさい、警備装置？」


    　なんか疑問形で言われて、僕はちょっぴり顔が引きつったんだと思う。


    「もしかして、表のあれとか？」


    「うん」


    　ちょっと嬉うれしそうに、禍音さんは頷うなずいた。


    　くそ、ネットでなんとなく買っちゃったおもしろグッズに僕はあんなに翻ほん弄ろうされたのか？


    　頭を抱かかえてると、禍音さんは不思議な生き物でも観察するようにぼんやり僕を見ていた。


    　コホンと咳せき払ばらいをして立ち上がる。


    「そういえばさ、禍音さんはパンドラの箱の神しん器き少女だって聞いたんだけど、そうなんだよね？」


    「……うん」


    　おお。一応、聞いたことには答えてくれるんだな。そこまでコミュニケーションが壊滅してるわけじゃなさそうだぞ。


    



    「どうしてパンドラじゃなくて、禍音って名前なんだい？」


    



    「……」


    　あれ？　返事がない。


    　禍か音のんさんは再びゲーム機を取り出して、プレイを始めてしまった。


    　う、お……。


    　質問を間違えるとこうなるのか。


    　なんとかなりそうと思った直後にこれは、ちょっと泣ける。


    　さすがに膝ひざをつきそうになってると、禍音さんがぼそりと呟つぶやいた。


    「……パンドラは、私の名前、じゃない」


    　そ、そうか……。


    　神話にあるパンドラの箱に、実は名前はない。


    　パンドラはあくまで、箱を開けた女の名前なんだ。


    　そこのところ、パンドラさんでもないのにパンドラって呼ばれるのは嫌いやなのかもしれない。


    「それは、ごめんね。なら、禍音って名前にはどんな意味があるんだい？」


    　ピクッと、禍音さんが反応した。


    　ゲーム機を膝の上に降ろして、顔を向けてくれる。


    　おお、今のはいい質問だったみたいじゃないか。


    　禍音さんは、抑揚のない声でこう言った。


    



    「箱に入ってたのは、災わざわい。息をする災いだから、禍の音」


    



    　そう言って、膝を抱かかえてしまう。


    「災いは、外に出るべき、じゃない」


    　なんかただでさえ薄暗いのに、禍音さんの周りだけさらに暗く見える！


    　え、なに？　へこました？


    　僕、傷つくようなこと言った？


    　よくわからないが、なんだか僕のせいのような気がする。とにかく、励まさないと。


    「そ、そんなことないんじゃないかな？　確かに神話じゃ災いを振り撒まいたかもしれないけど、それは君じゃなくてパンドラさんが開けたからなんだし」


    「贈り物なのに開けるなとか、意味わかんないし……」


    　た、確かに！


    「そもそも、パンドラも、被害者」


    　ギリシャ神話最大の罪人みたいに言われてるけど、パンドラ自身も箱を開けるように仕向けられただけで、僕は同情すべきだと思う。


    「そ、その辺はあれだよ。結局、ゼウスが悪いんじゃないかな？」


    　その辺の計略は、人に火の使い方を教えてしまったプロメテウスへの、ゼウスの嫌いやがらせだったんだ。


    　なんだけど、禍か音のんさんはガクッと肩を落とした。


    



    「びっくり箱が世界を破滅させるとか、主神でも思わない」


    



    　うわぁい！　この娘こ自分のことびっくり箱って言っちゃったよ！


    　そりゃあパンドラの箱って、今でいうびっくり箱に近いかもしれないけど。神さまが悪ふざけで本気出した結果なのかもしれないけど！


    　というか誰のせいにしても結局へこんじゃうじゃないか。


    　いやもう、絶句した。


    　ネガティブってレベルじゃないぞこれ……。


    　この子をどうやってこの部屋から出せっての？


    　と、とりあえず、名前の話題は駄目だ。他の話をしよう。


    「あのさ、今、僕が君のためにできることって、なにかないかな？」


    　ないって、即答されそうな気がするけど、僕はそう[image: ]きいてみた。


    　禍音さんは、小さく首を傾ける。


    　長い黒髪がしゃらりと胸元に流れていって、その仕草はなんだか妙に彩いろ葉はと重なって見えた。


    　なんだろう。顔はそんなに似てないんだけど、仕草とか雰囲気かな？　前もそんなふうに思ったことがある。


    「知りたい、ことがある」


    　おお！　初めて禍音さんが自分から関心を示してくれたぞ。


    「僕に答えられるようなことなら、なんでも聞いて」


    　ただ、僕は神しん器き少女の疑問というものを舐なめていた。


    



    「希望って、なに？」


    



    　あまりといえばあまりの疑問に、僕は硬直した。


    　答えられなかった。


    　答えられるはずがない。


    　希望とはなんなのか？


    　それを語るのが、この少女の神話なんだ。


    「私は、その答えが知りたい」


    　でも、僕はその問いかけを、わからないですませるわけにはいかないんだ。


    　だって僕はきっと、この問いかけに答えるためにここに来たんだから。


    　ただ、意気込みだけで答えが導き出せるはずもない。


    



    　僕はいろいろ話しかけてはみたものの、禍か音のんさんが納得できる答え、前向きになれるきっかけを作ることはできなかった。


    　最後には、その場をすごすごと退散するしかなかった。
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    「──というわけで、ごめん。ちょっと話せる感じじゃなくなっちゃって……」


    　禍音さんの部屋の前で、僕は美み紺こんたちにそう打ち明けた。


    　希望の答えもそうなんだけど、名前の話で禍音さんを落ち込ませてしまった。


    　人を傷つけたときって、どうしようもなく嫌いやな気持ちになりますね。


    　希望って、なんなんだろう……。


    　凄すさまじく切実な問いかけだ。


    「そんなに落ち込まないでください、ナギくん」


    　叢そう子こが慌てたように背中を撫なでてくれる。


    　華きや奢しやで柔らかく、温かい手に励まされた気持ちになれた。


    「とりあえず、まだ時間はある。君、少し外の空気でも吸ってきたまえ」


    　あれ、なんか美紺まで優しくなってる。


    「わ、わたくしが、闇の根幹を斬り払えば……」


    　ちょっと挙動不審になったイクスが胸からエクスカリバーを抜こうとしてる。


    　闇の根幹って僕の心かなんか？


    　それ、僕も死んじゃうからやめようね。


    　なんにせよ、神しん器き少女たちの慌てぶりから、今の僕が相当へこんでるように見えるのがわかった。


    「はは、は……。僕は、そんなに落ち込んでるように見える？」


    「はい」


    　そう言って、叢子が手鏡を取り出す。


    　そこに映った顔を見て、僕は悲鳴を上げそうになった。


    　ゾンビみたいな顔色の、僕の顔だ。


    　死んだ魚みたいな目つきは、あれだ。禍音さんと同じにおいがぷんぷんする。


    　あ、危ない……。いつの間にか、禍音さんのネガティブワールドに引き込まれてたみたいだ。


    　というか、鬱うつって人に移るの？


    　僕は両手でパンと自分の顔を叩たたいて頭を振る。


    「お、恐ろしい……。これが、人間に非友好的な神しん器き少女の力」


    「いえ、普通に禍か音のんがダメな子なだけですけど」


    　仲間にダメな子とか言っちゃダメだから！


    　うーん、しかしなにか作戦を考えないと、禍音さんを説得するのは無理な気がする。


    「みんな、禍音さんが興味持ちそうなことって、なにか知らないかな？」


    「さあ、なにせ部屋の外にいること自体が稀な娘ですもの……」


    　イクスが首を横に振るけど、叢そう子こがなにか思い出したようにポンと手を叩たたく。


    「美み紺こんは、わたしたちよりは禍音と話すんじゃありませんか？」


    　そう言われて、美紺は困ったような顔をする。


    「私とて、せいぜいメールで会話をする程度のものだよ。……いや、待てよ？」


    　美紺がなにか思いついたような顔をする。


    「私が日本のサブカルチャーにはまり込んでいるように、禍音はインターネットというものにのめり込んでいるようだった。そちらからアクセスしてみるのはどうだろうか？」


    　なるほど。


    　面と向かってしゃべるのは苦手でも、直接顔を合わせなくていいメールやチャットなら話せるということは考えられる。


    　初めて会ったときだって、彼女はパソコンいじってたんだし！


    「ありがとう、美紺。それ、いけるかもしれない」


    「そ、そうか？」


    　美紺がなんだか嬉うれしそうな顔をした。恥ずかしがりでも、褒ほめられるのはまんざらじゃないみたいだ。


    　自分のノートＰＣを持ってくればよかったな。


    　いや、とりあえず携帯からでもやれるか。


    「美紺、禍音さんのアドレスを教えてくれないか」


    「ああ。……これだ」


    　さっそく、さっきの謝罪もかねて挨あい拶さつの文面を打ち込む。


    　送信！


    　叢子がじっと画面を覗のぞき込んでくる。


    「お返事、来ませんね」


    「いや、早い人は早いけど、そんなすぐに返事が来るものでも……」


    　美紺は首を傾かしげる。


    「禍音の返事は、十秒以内には来るのだが……」


    「へ？」


    　不思議そうな顔をして、美紺が携帯を操作する。


    　送信すると、何秒もしないうちに携帯が震ふるえた。


    「ほら」


    　なんか二十行くらいの長文がびっしり並んでる！


    　噓うそだろ……。これ、今打ち込んだのか？　送信時間とか考えたら本気で一秒くらいしかかかってないだろ。


    　美み紺こんが文面を確かめて、納得したような声を漏もらす。


    「君のメールは迷惑メールフィルタというものに引っかかったようだ」


    　そういえばそういう設定してる人もいるよね。


    「な、なら、それを解除してもらえるように頼んでくれないか？」


    　美紺が頷うなずいて携帯を操作する。


    　送信ボタンを押すと、またすぐに返事が来た。


    「嫌いやだと書いてある」


    　くそう！　メールじゃガードが固すぎる。


    「なら、あとはチャットとかかな……。ちょっと、家からノートＰＣ取ってくるよ」


    　美紺から僕が使ってるチャットに入ってもらうように頼めばなんとか……。


    「あ……」


    　立ち上がると、叢そう子こがなにか言いたそうな顔をしていた。


    　そういえば、なにか話があるみたいに言ってたな。他の神しん器き少女には聞かれたくないことなんだろうか？


    　ええっと……そうだな。


    「あ、そうだ。叢子、なにか見せてくれるって言ってたよね？」


    「言いましたっけ？　そんなこと」


    　そこは空気読んで話合わせようよ！


    　首を傾かしげながらも、叢子がポンと手を叩たたいた。


    「そうだナギくん。わたしの部屋にもパソコンがあります。それは使えませんか？」


    「へ……？　叢子、パソコンなんて触さわれるの？」


    　なんというか、ちょっと意外だった。


    　叢子は文明慣れしてないと思ってたよ。


    　ぷくっと、叢子が頰ほおを膨ふくらませた。


    「ナギくん。なんだかバカにしてる顔してます」


    「そ、そんなことないからね！」


    　でも、叢子の怒った顔は地味に可愛かわいくって、もうちょっと怒らせてみたくなった。
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    　数分後、僕は叢そう子この部屋に来ていた。


    　お、女の子の部屋か……。


    　彩いろ葉はの部屋なら入ったことあるけど、あれは小学生のころだからなあ。


    　改めて考えると緊張するなぁ。


    　扉を開けると、桃色の絨じゆう毯たんがのびていた。


    　意外としっかりしてる。


    　廊下を真まっ直すぐ進むと、すぐにリビングに行き着く。どうやら、間取りは禍か音のんさんの部屋と同じみたいだな。


    　リビングの扉を開くと、そこには……無数の段ボールが散乱していた。


    　ここは、似ないでほしかったなあ……。


    「はひゅうっ？」


    　僕の視線に気づいて、叢子が跳び上がる。


    「ち、ちょっと待っていてください。今片付けますから！」


    「別にいいじゃん……あ、いや、待ってるね」


    　叢子が涙ぐむのを見て、僕は回れ右した。


    　そしてスッテーンと景気のいい音が響く。


    　チラリと振り返ると、段ボールで滑ったんだろう。叢子が倒れていた。


    「……手伝おうか？」


    「……はい。お願いします」


    　ひとまず、叢子にはこれをまとめる紐ひもを取ってきてもらって、僕は同じ大きさの段ボールを重ねていく。


    　なんで神しん器き少女の部屋はこんな段ボールが散乱してるんだ？　引っ越してきたばかりだったりするんだろうか。


    　段ボールをまとめていて、妙にどれも規格が揃そろってることに気づいた。


    　……よく見たら、これもArmorzoneのやつじゃん。


    「ナギくん、これで大丈夫ですか？」


    　叢子がビニール紐を持ってきてくれて、僕はさくさく段ボールを縛っていく。


    　昔から家でも段ボールを片付けるのは僕の仕事だったから、すぐに片付いた。


    「ナギくん、手際いいですね」


    「そうかな？　まあ、中学のころは僕もいろいろここのお店にはお世話になったから」


    　本をはじめとしてArmorzoneには普通のお店じゃ手に入らないものがたくさん並んでるから、小遣いの大半はここに費やしていた気がする。コンビニ払いにせよ、代引きにせよ、手数料が結構バカにならないのが欠点なんだけどね。


    　話しながら、叢子も見よう見真ま似ねで段ボールをまとめてくれた。


    　なんだか、こういう共同作業って文化祭の準備みたいで案外楽しいかもしれない。高校の文化祭は中学とは規模が違うから楽しみだなあ。


    　段ボールは見た目ほど多くはなかった。三つほど束を作ったら大体片付いていた。


    　残りの梱包材やら剝はがしたガムテープやらは、ゴミ袋にまとめておく。


    「というか、叢そう子こもネットで買い物とかするんだね」


    「はい。人と話さなくてもお買い物ができるって、禍か音のんが教えてくれました！」


    「その動機は間違ってるからやめなさい」


    　なんてこった……。


    　叢子まで道を誤り始めてるじゃないか。


    　そういえば、叢子たちは無制限で使えるクレジットカードなんか持ってるんだよなあ。あれなら手数料もかからないっていうし、ネットとか買い物し放題じゃないか。


    　そういうところ、ちゃんと常識を教えとかないと収拾つかなくなるんじゃないか。すでに禍音さんが道を誤ってるわけだし。


    　ともあれ、リビングはだいぶ綺き麗れいになっていた。


    「それで、話ってなんなんだい？」


    　僕が[image: ]きくと、叢子はどこか緊張した顔をした。


    「……こっちです」
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    　そう言って、叢そう子こはさらに奧の部屋に入っていく。あっちは寝室とかかな？


    　……って、寝室っ？


    　あの、僕もこれで健全でKENZENな男子高校生なんですけど。


    　叢子はもう本当に押せば倒れるんじゃないかってくらい無防備だし、自分は僕のものだとか平気で言っちゃうし！


    　それで二人っきりで寝室に来てくださいとか、KENZENな劣情にゴーサインを出してるようなもんなんですけど！


    「どうしました？」


    　入るのを躊ちゆう躇ちよする僕に、叢子は不思議そうな顔をする。


    「い、いや、なんでもない、なんでもないんだ。……少し、時間をくれないか？」


    　神しん器き少女といっても、叢子は可愛かわいい女の子だ。


    　そこで寝室に入れてもらうとなると、なんというか、あらぬことをいろいろ妄想してしまうのは仕方がない。


    　だが妄想ならば裁かれない。


    　そう、妄想にとどめておくんだ！


    　そうだ、夢ゆめ羽はのことを考えよう。


    　これから向かうのは彩いろ葉はみたいな女子高生の部屋じゃなくて、妹の部屋と同じでなんでもないただの部屋だ。


    　妹に劣情を抱くか？　あり得ません。


    　可愛くとも、それは愛あい玩がん動物とかそっち系の可愛いだ。愛玩動物に欲情するほど僕はマニアックじゃあない。


    　オーケー。僕は冷静だ。最高にクールってやつだ。


    　大きく深呼吸をしてから、叢子のあとに続く。


    「ごめん、もう大丈夫だ。行こう」


    　叢子は意味がわからないというように首を傾かしげるが、寝室の中に招いてくれた。
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    「へえ……」


    　叢子の寝室に入って、思わずそんな声が漏もれた。


    　広さは六畳くらいかな。


    　床にはふっかふかの絨じゆう毯たんが敷いてあって、ベッドやタンスなんかが並んでる。本の手合いはあまり見当たらないけど、真っ白な勉強机がいかにも女の子といった感じだった。


    　枕元には大きなウサギのぬいぐるみが置いてあって、シーツも綺き麗れいに整えられている。


    　お、よく見たら窓にはバラの鉢植えが置いてある。いつもは部室に置いてあるもので、前に僕が買ってあげたものだ。


    　休みだから持ち帰ってたんだな。


    　なんというか、思ったよりずっと普通に女の子の部屋だ。


    　禍か音のんさんの部屋の惨状を見た直後だからか、それだけで癒いやされる気がした。


    「あの、なんでしょうか……」


    　ついジロジロと部屋を眺めていると、叢そう子こが恥ずかしそうな声を漏もらす。


    　でも批難されてるというより、なにか感想でも待ってるようにも見えた。


    「ええっと、素敵な部屋だね？　前までお金も知らなかったくらいだから、もっと殺風景なのを想像してた」


    　言ってから殺風景はなかったと思ったけど、叢子はホッとしたように破顔した。


    



    「よかったです。この前までは本当にお布ふ団とんしか置いてなかったものですから」


    



    　殺風景なんてレベルじゃなかった！


    　うお……。


    　しかし、それをよくぞほんの半月かそこらでこんなに可愛かわいくしたもんだ。


    　やればできない子じゃないんだよな。うんうん。


    「叢子も、やっぱり可愛いものは好きなんだね」


    　彩いろ葉はもあれで結構可愛いもの好きなんだよな。この前もらった絆ばん創そう膏こうも猫柄だったし。


    　叢子はさらに嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめ、枕元のぬいぐるみを抱き抱かかえる。


    「特にこの子は画像を見てひと目惚ぼれしたんです」


    「ははは、名前とかつけてるの？」


    「はい！　イナバというんです」


    　まあ、ウサギといったらその名前だよね。


    　古事記に登場する名前で、稲いな羽ばっていう島に渡ろうとして鰐わにを騙だまして毛をむしられてしまうウサギだ。


    　叢子はにへらと幸せそうな顔でぬいぐるみの頭を撫なでる。


    



    『ボクはそんな縁起の悪い名前はやめた方がいいと言ったんだけどね』


    



    　そんな声が聞こえて、僕は心外に思った。


    「なにを言ってるんだよ。因いな幡ばの白しろ兎うさぎは自じ業ごう自じ得とくで酷ひどい目に遭ったみたいに言われてるけど、本当は他の神さまたちを島に渡すためにやったんだよ。なのにその神さまたちはウサギに海水を浴びせて日光浴をさせて酷い怪け我がをさせるんだ」


    『え、そうなの？　神さまって酷ひどいやつらだね』


    「そうそう。で、それを助けたのが国作りの神さまの大おお国くに主ぬしの神かみで、ウサギは彼の婚こん姻いんにも一役買って兎うさぎ神かみになったんだ」


    『へえ、ボクはそんな話は初めて聞いたよ』


    「因いな幡ばの白兎の逸いつ話わは、古事記じゃ天あまの叢むら雲くもが登場する八や岐またの大蛇おろち退治のすぐあとに繫つながる話なんだから……。一応、叢そう子こも覚えておいた方がいいんじゃないか？」


    　ふふん。ちょっと得意げに語ると、叢子が不思議そうに首を傾かしげた。


    



    「その話なら、わたしも知ってますけど？」


    



    「え……？　だって今……」


    　叢子はプルプルと首を横に振る。


    「今のはわたしじゃないですよ？」


    　はれ？　でもこの部屋には僕と叢子しかいないわけで──いや、まさか！


    　僕はぬいぐるみを注視した。


    「今、そのぬいぐるみ……しゃべったの？」


    　キョトンとして、叢子が瞬まばたきをした。


    　それから病気でも気遣うような顔をする。


    「しっかりしてください、ナギくん。ぬいぐるみがしゃべるわけないじゃないですか」


    　いや、まあ、常識的に考えればそうなんだけど……。


    　叢子からまるでポンコツを見るような目で見られると傷つく。


    「だ、だったら今の『声』は誰の声？」


    「……そう。それなんです」


    　叢子はぬいぐるみをベッドに戻すと、机の引き出しを開ける。


    　そこから、板状のなにかを取り出す。なんだろう。


    「ナギくんに見てほしいのは〝彼女〟のことなんです」


    　そう言って差し出されたのは──


    



    「これっ、彩いろ葉はの剣じゃないか！」


    



    　半なかばから折れてしまったそれは、忘れようもない。先日、叢子たちを襲った彩葉の剣だった。


    　柄つかに嵌はまったレンズ状のランプがチカチカと光る。


    



    『やあ、一応、初めましてかな？　ボクは〈ヨシツネ〉──彩葉のパートナーさ』


    



    　活発そうな女の子の声で、折れた剣はそう語った。


    　あの、ぬいぐるみなんかよりもっとしゃべるとおかしいものがしゃべってるんですが、それは……？


    　僕は、叢そう子この顔を見た。


    　ちょっとうまく笑えた自信がない。


    　叢子も沈痛そうな表情で頷うなずいた。


    「彩いろ葉はさんとの事件のあと、校庭で拾ったんです」


    　俯うつむいて、剣の柄つかを撫なでる。


    「な、なんでそんなもの拾ってくるのさ！　み、美み紺こんたちはなんて言ってるの？」


    『そんなものとは失礼しちゃうね』


    　なにか剣が文句を言ってるけどそれどころじゃない。


    　叢子は首を横に振る。


    「美紺たちには、まだ話してないんです」


    　確かに美紺に話したらすぐに壊せとか言いそうな気がする。


    　だから、まず僕に相談してくれたんだろう。


    「ど、どうするの？」


    「ど、どうしたらいいと思いますか？」


    　叢子は小動物みたいにプルプル震ふるえていた。


    　くそうっ！　なにも考えずに拾ってきたのか！


    　とはいっても、叢子の気持ちもわからないでもない。


    　無機物とはいえ、会話が成立する相手を捨てたり壊したりするというのは、なんとも後味の悪いものだ。


    　恐る恐る、折れた剣に目を向ける。


    「これ、暴れ出したりしないの？」


    　仮にも日本神話最強の神剣天あまの叢むら雲くもに傷をつけた剣だ。


    　憤ふん慨がいしたように、剣のランプがチカチカと明滅する。


    『ボクは無差別破壊兵器じゃないんだ。彩葉の命令もなく、なにかを壊したりはしないよ』


    「で、でも君は神しん器き少女を倒すための武器じゃないのか？」


    　なんだか剣に向かって真剣にしゃべる自分が、滑こつ稽けいな気がしてきた。


    『言ったろう。ボクは彩葉が望まない限り、なにも壊さない。そもそも、ボクだってＭ．Ｏ．Ｅ．なんだから、いたずらに同胞に剣を向けるはずもないだろう？』


    　剣って、こいつ自身も剣のわけだから変な言い回しだけど。


    　いや、ちょっと待てよ？


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．？　君は、パンデミックに冒おかされた機械なのか？」


    『そうだよ。いろいろ調整はされてるけどね』


    　以前見たＭ．Ｏ．Ｅ．は、暴走の末、竜のような怪物に変へん貌ぼうした。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．に意思があるなら、その望む形に変化できても不思議はない。


    「じゃあ、なんで仲間の神しん器き少女と戦うんだ？　神器少女だってＭ．Ｏ．Ｅ．なんだろう？」


    『それを言うなら、どうして神器少女は同胞のＭ．Ｏ．Ｅ．に剣を向けるんだい？』


    　そう言われると、なにも言い返せない。


    　いやでも、あれ……？


    「ちょっと待って、君はなんでこんなふうにしゃべれるんだ？　もしかして、他のＭ．Ｏ．Ｅ．もしゃべったりできるのか？」


    　もしそうなら、三年後に世界が滅びるって話もなんとかできるんじゃないか？


    　言葉が通じるなら、対話と交渉が可能なわけなんだから。


    　剣は、否定するように冷たく光る。


    『ボクたち〈英雄〉シリーズはちょっと特別なんだ。言ってみれば、準神器少女みたいなものかな？　普通のＭ．Ｏ．Ｅ．はそこまで明確な自我は持ってないよ』


    　むう、そうなのか……。


    　肩を落とすと、叢そう子こが剣を撫なでながら言う。


    「わたしも初めは驚いたんですけど、話してみると彼女、とてもいい人で……」


    　剣をいい人ってなんかいろいろおかしいけど……。


    「ん？　彼女って、性別あるの？」


    『少なくとも、ボクは自分を女だと認識してるね』


    　それからからかうように剣が明滅する。


    『ボクが男だと、彩いろ葉はは戦闘中、ずっと男に抱きしめられてたことになっちゃうんだよ？　あっちの外骨格も〝ボク〟なんだから』


    「おい、言葉に気をつけろ。へし折るぞ駄剣」


    　マジ切れしちゃったよ。


    　機械とはいえ、彩葉が知らない男に抱きしめられるなんて考えただけでも死にそうだ。


    『あは？　お前、今なんつった？　表出ろよ白黒つけてやる』


    　あ、向こうも切れちゃってた。


    「もう、二人ともケンカしないでください」


    　シュンと、剣が申し訳なさそうに青く光る。


    『ごめん、叢子。君を困らせるつもりはないんだ』


    「いや、僕もごめん。ついノリで言っちゃっただけで、君を侮ぶ辱じよくするつもりはないんだ」


    　むっと叢子が頰ほおを膨ふくらませるのを見て、僕と剣は素直に謝った。


    　確かに駄剣は言い過ぎだった。


    　でも、なんだろうな。この剣……いや〈ヨシツネ〉とは初めて話した気がしない。


    　だからつい、馴なれ馴れしくなっちゃったところはあると思う。


    「ところで、君たちが特別って、どういうことなんだい？　というか、他にも君みたいな剣が存在するのか？」


    『英雄はシリーズだからね。他にもいくつか存在するみたいだよ。ボクらがなんで特別なのかは、よくわからない』


    　つまり、彩いろ葉は以外にも神しん器き少女と戦う力を持った人間がいるってことか。


    〈ヨシツネ〉は続ける。


    『ただ、Ｍ．Ｏ．Ｅ．は人との関わりが深いほど重度になるらしいんだ。その最たる存在が神話兵器なんだろう？　ボクも神話ほどじゃないけど、人とは関わりが深いってことだよ』


    　なるほど。神話っていうのは、古くから王政の正統さや世の中の不条理を説明する教科書みたいなものだったんだ。だから長く語り継がれてきた。


    「というか、僕らにそんなこと話しちゃっていいの？」


    『さあ？　彩葉はダメとは言わなかったし、叢そう子こには拾ってもらった恩もあるし、別にいいんじゃないかな？』


    　意外とアバウトな剣だな。


    　でもまあ、そういうことなら聞けるだけのことは聞いておくか。


    「じゃあさ、君も神話ほど古くはないけど聖剣みたいなものなの？」


    　神話の時代のあとも、名剣は存在した。


    　日本刀なら正まさ宗むねだったり備び前ぜん長おさ船ふねだったり兼かね定さだだったりと、知れた銘がいっぱいある。


    　たとえば〈ヨシツネ〉の名の由来なんだろう、源みなもとの義よし経つねは薄うす緑みどりという名刀を持っていたそうだ。


    　ちなみにこの薄緑はおもしろいことに、古くは膝ひざ丸まるや蜘く蛛も切きり、吼ほえ丸まるなんて呼ばれていた時代もあるんだそうな。


    〈ヨシツネ〉がピコピコと困ったように光った。


    『そういうのじゃ、ないんだよね……』


    「え、違うの？」


    『名剣じゃあ、どうしたって神器少女聖剣神剣には敵かなわないだろう？』


    　まあ、確かに……。


    「じゃあ、君の正体はなんなんだい？」


    



    『舟……かな？』


    



    「船？　海を渡る、あの？」


    『そう。ボクは暗くて冷たい海を渡る舟だったんだ』


    　これは叢そう子こも初めて聞いたらしい。


    「お船だったんですか。すごいです」


    　興味深そうに身を乗り出していた。


    「船なら海水にも負けないです。尊敬します」


    　……そんなに水が怖いのかよ。


    　叢子は海に沈んでいたせいか、水恐怖症だ。以前、プールに誘ってみたら凄すさまじい拒絶反応を起こしていた。


    　キラキラとした目を向けられ、〈ヨシツネ〉も困ったように明滅する。


    　それから、懐なつかしそうに続きを話す。


    『とはいっても、航海の途中でボクは故障してしまったんだ。でもボクを作ってくれた人たちは諦あきらめないでくれた。諦めないで、何度も励ましてくれて、最後まで帰ってこいって声をかけ続けてくれたんだ。……まあ、声といっても信号だけどね』


    　冷たい海で故障した船……か。


    　なんだろうな。真っ先に思い浮かぶのは太平洋に沈んだ豪華客船のタイタニック号だけど。


    　でも他にも人と関わりの深い、というか知名度の高い船はたくさんある。コナン・ドイルも題材に使ったメアリー・セレスト号とか、第二次世界大戦で名将山やま口ぐち多た聞もんが運命を共にした空母飛ひ龍りゆうとか。


    　確かに船が沈みそうになったら、救助や誘導でたくさんの人が呼びかけるだろう。


    　共感するように、叢子が剣の柄つかを撫なでた。


    「素敵な思い出ですね。それから、どうなったんですか？」


    『その人たちが諦めないでくれたおかげで、ボクは故郷まで帰ることができた。最後は、たくさんの人が迎えてくれて……何千、何万、もしかしたら何億って数だったのかもしれない。ボクが役目を終えるのを、みんなが見送ってくれたんだよ』


    　苦笑するように、チカリとランプが光る。


    『だから、ボクは人間に感謝している。人間が大好きだ。たぶん、愛してるんだと思う。Ｍ．Ｏ．Ｅ．に感染して、自分が武器になったと知ったときは少しショックだったけど、でも人間を守るためのものなんだって聞いて嬉うれしかった』


    　ただ、と〈ヨシツネ〉は悲しげにランプの光を弱々しく光らせる。


    『ボクはあんなに愛してもらって、救ってもらったのに、ボクは人を救うことはできない。ボクは彩いろ葉はを守ることはできても、救うことはできないんだ』


    　この剣は、ただ彩葉を守りたいだけなんだ。


    「ねえ、〈ヨシツネ〉……。彩葉は、どうして神しん器き少女と戦うんだい？」


    『……変えたいから』


    「変える？　なにを？」


    



    『未来を変えるために──彩いろ葉はは、そう言っていた』


    



    　僕は叢そう子こと顔を見合わせた。


    「それって、三年後に世界が滅ぶのを変えたいってこと？」


    『さあ？　それ以上のことは話してくれなかったからわからない』


    　彩葉は、最初の神しん器き少女を破壊することで未来を変えようとしている。


    　でも、どうしてその結論に至ったのかは、僕はまだ知らない。


    　三年前、僕が死にかけたこともきっかけの一つかもしれない。だけど、それだけじゃない気がする。


    『ねえ、ボクからも聞かせてよ』


    「ああ、うん。なんだい？」


    『彩葉は今、どうしてる？』


    　まあ、そこだよな。


    「どうと言われてもな。学校じゃあ、普段通りかな。なんだか、ぼーっとしがちにも見えるけど。……君がいなくなって、少し途方に暮れてるのかもしれない」


    『そう。無茶はしてない？』


    「少なくとも、神器少女に戦いを挑んだりはしてないよ」


    　どこか安心したように、〈ヨシツネ〉のランプが光る。


    『そう……。なら、ボクは戻らない方がいいかもしれない』


    「どうして？」


    『ボクがいると、彩葉は戦うと思う。ボクがいないことで戦いを忘れられるなら、その方がいいんじゃないかな』


    「でも、それなら君はどうするんだ？」


    　途方に暮れたように、〈ヨシツネ〉がゆっくりと光る。


    『どうしたらいいかな……。そろそろ、叢子に匿かくまってもらうのも限界だと思うし。別に君たちの手で、壊してくれてもかまわないんだけど』


    　うぅ……。


    　叢子が匿ってしまった理由が理解できてしまった。


    〈ヨシツネ〉は自分のことなんてなにも考えてない。


    　ただ、彩葉や叢子、周りの誰かの役に立ちたいって思っていて、迷惑になるくらいなら自分という存在を失ったっていいんだ。


    　僕は、〈ヨシツネ〉に触れる。


    「ねえ、君の故障……というか、その……直るのか？　折れた剣の部分とか」


    『ボクもＭ．Ｏ．Ｅ．だからね。破損自体はもう、大体修復できてるよ。ただ、あんまり大きくなると叢そう子この迷惑になるからね』


    　つまり、ここでなければいけない理由はない。


    　僕は〈ヨシツネ〉を手に取った。


    



    「なら、僕のところに来るか？」


    



    「『へ……？』」


    　叢子と〈ヨシツネ〉が啞あ然ぜんとする。


    　今の〈ヨシツネ〉は、なんとか通学鞄かばんに納まる程度の大きさだ。


    　今日は鞄も持ってきてるし、このまま持って……いや、連れて帰ることもできる。


    『いいの……？』


    「他の神しん器き少女に見つかりたくないんだろう？　僕の家は彩いろ葉はの家のお向かいだし、彩葉の近くにいることもできる」


    　危険といえば、せいぜい夢ゆめ羽はに見つかったときくらいのものだ。


    　でも未いまだに兄を中二病呼ばわりするあの妹だ。〈ヨシツネ〉を見られても、しゃべりさえしなければただの中二グッズだとしか思わないだろう。


    〈ヨシツネ〉のランプが少し嬉うれしそうに光った。


    『ありがとう。なら、お世話になるよ』


    「こちらこそ」


    　なんでこんなことを提案したのか、自分でもよくわからない。


    　でも、〈ヨシツネ〉と話していたら、助けてやりたいなって、そう思ったんだ。


    



    　世界が滅びるまで一〇二七日──僕は一風変わった寄宿学生を受け入れることになった。

  


  
    



    



    第三章　希望観測のシュレディンガー


    



    



    hako【それで草くさ薙なぎさん、この前言ってたカウンセリング、どんな感じですか？】


    草薙【カウンセリングなんて大それたもんじゃないですから……って、珍しいですね。hakoさんがそういうこと聞いてくるの】


    hako【私だって同胞の進しん捗ちよくくらい気になりますよ？】


    草薙【同胞って僕のことじゃないですよね？】


    ウタ【でも、ボクも少し気になるかな？　うまくいきそう？】


    草薙【ウタさんまで！　まだ初日ですし、顔合わせくらいしかできてませんよ】


    hako【あはは、すごい悪態つかれたわけですね。わかります】


    草薙【いや、悪態ってほど酷ひどくも……】


    hako【というか私が悪態ついちゃって、軽く死にたい】


    草薙【ちょっとぉっ？】


    hako【引き籠こもりの喪も女じよに悪態つかれるとか、普通キレますよね？　なのにカウンセラーさん終始笑顔で優しくて、心が痛い。生まれてきてごめんなさい】


    ウタ【それ、本人に言えばいいんじゃないかな？】


    hako【あは♪　この私が人の目を見てそんなこと言えるとでも？】


    草薙【そんなところに自信持つのはやめてください】


    hako【一年ぶりくらいに鏡見たらキモい女が映ってて「うおっ？」とか悲鳴上げた私に死角はありませんから】


    草薙【どうしよう。この人、レベルが高すぎるよ】


    



    　──笑しよう吉きちさんがログインしました──


    



    笑吉【働きたくないでござる】


    草薙【うわまた面倒くさいのが来た！】


    笑吉【やめて！　こっちの世界でまでその言葉は聞きたくない！】


    草薙【え、あ、ごめんなさい。こっちの世界でもって……いや、なんでもないです】


    笑吉【話を元に戻すけどさ、別にhakoさんはそんな酷い外見してないから安心しろよ】


    草薙【まさかの笑吉さんからのフォロー】


    hako【鏡はあれ以来、家に置かないことにしてるから心配ない】


    草薙【それすらも届かないっ？】


    ウタ【まあ、みんな落ち着こうよ。でもhakoさん、人と仲良くしたいとは思ってるわけだよね？】


    hako【え？】


    ウタ【え？】


    hako【いや、私なんかが他ひ人と様さまと仲良くできるとか、そんなこと考えるほど思い上がってないっていうか】


    ウタ【草くさ薙なぎさん、トスです】


    草薙【こっちに振るのやめてください！】


    ウタ【だってボクじゃ歯が立たないんだもん】


    笑吉【というかhakoさん、自分のこと嫌いなん？】


    hako【なんていうか、ペットに対しても劣等感抱くような感覚ってわかります？】


    笑吉【手て強ごわい（確信）】


    hako【とまあ、草薙さんが挑む相手っていうのは大体こんな存在なんですよ】


    草薙【重いよ！　というかそれで綺き麗れいにまとめたつもりですか？】


    hako【まあ、なんていうか、なまじ正解がわかっちゃうと、それ以外のことを言っちゃいけないような、でもその正解を言うのって本当に私が答えたことになるのかとか、そういうことを考えちゃうんですよ】


    草薙【え、え？　正解？　正解って、なんの正解ですか？　会話の正解？】


    hako【あはは、まあ、一種のたとえですよ。とにかく、そういうこと考えだしたらなに言ったらいいか、どうしたらいいかわかんなくなっちゃうみたいな？　こんなふうにテキストで語るぶんには平気なんですけどねえ】


    笑吉【だから、外に出るのも怖くなったと？】


    hako【ええ。でも、それじゃ駄目だっていうのも、たぶんわかってるんですよ。頭じゃ】


    草薙【なら、僕はどうしたらいいんですかね……】


    hako【ええと、つまり草薙さんのお相手だって、間違いなく草薙さんが帰ったあとで後悔してるんです。そりゃもう、死にたくなるくらい。これだけは絶対だって断言できます！】


    草薙【なんでそんな僕の説得相手の気持ちになりきれるんですかっ？】


    hako【だから、なんだ？　自分勝手で悪いけど、草薙さん、お願い。諦あきらめないで】


    草薙【大丈夫ですよ、僕は別に諦めるような目には遭ってませんから】


    hako【草薙さんマジイケメン】


    ウタ【hakoさんもだよ。がんばれ】


    hako【ウタさんマジ天使。結婚しよ？】


    ウタ【部屋から出てから言いなさい】
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    「お兄ちゃん、それ……なに？」


    



    　翌日。ゴールデンウイーク二日目。


    　僕が連れ帰った〈ヨシツネ〉は、さっそく妹に見つかっていた。


    　今日、禍か音のんさんのところに行くのに〈ヨシツネ〉を連れていくかどうか揉もめているところ、夢ゆめ羽はが部屋に入ってきたのだ。


    　本日も猫の耳みたいな形に結んだ黄色いリボン。遊びに行くところなのか、手には小さな手鞄かばんを提げている。


    　それはともかく、部屋に入るときはノックくらいしてください！


    　自室だから油断してた。健全な男子高校生が自分の部屋にどれほどの秘密を抱かかえてると思ってるんだ。


    「なんか変な話し声がすると思ったら……」


    「ちょっと待つんだ夢羽。その哀れむような目はなんだ？」


    「お兄ちゃんがなににのめり込んでも、それは確かにお兄ちゃんの自由だと思うよ？　でも日常生活に支障を来きたすようなことには手を出さないって信じてたのに……」


    　よよよと夢羽が泣き崩れた。


    「危ないクスリに手を出したわけじゃないから──って、あ！」


    　さすがに慌てて駆け寄ると、夢羽はスルリと僕の腕を躱かわして鞄へと飛びついていた。


    「えへへ。これって……剣？　さっきしゃべってたよね。どこで買ったの？」


    　う、お……。


    　普段、僕のやることに興味なんか示さないのに、今回は声を聞いたせいか関心を示してしまったらしい。


    　僕は人差し指を立ててしゃべるなよ、と〈ヨシツネ〉に合図を送る。


    　たぶん、彼女ならこれでわかってくれるだろう。


    　そうしている間も、妹はしげしげと折れた剣を眺めていた。


    「お、おい。手荒に扱うな。壊れやすいんだよ」


    「ちゃんと大事に触ってるでしょ？」


    　そう言いながら、この妹は素振りを始めた。


    　お願いだからやめてください。僕の胃がストレスに貫通される！


    「音が鳴るわけじゃないんだ？　でも質感よくできてるね……。なんか本物みたい」


    　そりゃ本物の剣なんだから質感もリアルだと思うよ！


    　どうしよう。〈ヨシツネ〉が黙ってても、すごく怪しまれてる。


    「ゆ、夢羽、それな……」


    　僕は意を決して口を開いた。


    「ガングムのビームサーベルなんだ！」


    「へ……？」


    　それはとあるロボットアニメのタイトルだった。


    　ガングムの定番武器であるあの剣を振り回したいと思ったのは、僕だけじゃないと思う。


    「ネットで見つけたんだよ。ただしゃべるだけじゃなくて、ゲームみたいなシナリオがあって大人でも遊べそうなおもちゃなんだよ」


    　夢ゆめ羽はが辟へき易えきとした様子で〈ヨシツネ〉を下ろす。


    「お兄ちゃん、ホントよくそんなわけわかんないおもちゃ見つけてくるよね」


    「べ、別にいいだろ？　誰かに迷惑かけてるわけじゃないんだから」


    「お父さんお母さんが嘆なげいてるけど……？」


    　嘆かれてたんだ……。


    　父さん、母さん、ダメな息子でごめんなさい。……くっ、hakoさんが抱く劣等感ってこういったものなのか？


    　肩を落としてると、夢羽はどこか恥ずかしそうに笑った。


    「今度、あたしにも遊ばせてね」


    「え、お前、こういうの興味あるの？」


    「そりゃあ、お兄ちゃんがあれだけ夢中になってたら、少しは興味持つよ」
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    　どうやら、僕が思ってたほど夢ゆめ羽はは僕の趣味を否定してたわけじゃないらしい。


    　そりゃあ、なんてったって夢羽は現役中学二年生なんだ。


    　口ではどれだけ否定しようとも、興味は隠しきれないよな。


    　……今度、その辺の使ってない蒐しゆう集しゆう物ぶつを譲ってやろうかな。


    　ひとまず、大事にならずにすんだみたいだ。


    　ホッと胸をなで下ろすと、夢羽が思い出したような声をあげた。


    「まあ、それはそれとして」


    　ビームサーベル〈ヨシツネ〉を鞄かばんに戻しつつ、甘えるようにこう言った。


    



    「友達の家まで送って？」


    



    「なんでさ！」


    「お兄ちゃんがまた変なおもちゃ買ったって、お母さんに言うよ？」


    「くそうっ！」


    　これが狙ねらいだったらしい。


    　せっかく〈ヨシツネ〉から離れてくれたんだ。この要求には逆らえなかった。


    「……ったく、わかったよ」


    　どのみち、もう部活──で、いいんだろうか──に出ないといけない時間だ。


    　鞄を取って、僕はふと[image: ]きいてみた。


    「ところでさ、夢羽。希望って、なんだと思う？」


    　夢羽は、ポカンとしてこう言った。


    「また中二病？」


    　まったく……。こいつに聞いたのが間違いだった。


    　余計な荷物を一つ抱かかえて、僕は神しん器き少女の宿舎に向かった。


    



    　あとになって思う。


    　このとき夢羽を送らなければ、あるいは〈ヨシツネ〉が見つからなかったら、僕はこのあと厄やつ介かいなできごとに遭わなかったのかもしれない。
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    　面倒なことに、夢羽の友達の家は神器少女のマンションからずいぶん離れていた。


    　まあ、近かったら近いであんな高級住宅地に住むセレブを友達に持つ妹になんだか劣等感を抱きそうなものではあるけど。


    　ちなみに、昨日は叢そう子このパソコンを借りてはみたものの、結局禍か音のんさんに接触することはできなかった。せめてネット上でのハンドルネームくらいわかればなあ。


    　……初日は、惨敗だったことになる。


    　夢ゆめ羽はを降ろしてから、僕は自転車でひいこら引き返していた。


    　ようやく学校に行く途中の音おと姫め城跡公園まで戻ってこられた。ここから坂を下って、途中で学校とは反対の方向に曲がれば叢そう子こたちのマンションが見えてくる。


    『しかし、ビームサーベルかあ……』


    〈ヨシツネ〉が複雑そうな声を漏もらす。


    「ご、ごめんね。とっさにそれくらいしか思いつかなくて……」


    『うん。わかるけど、遊ばれるときって、ボクはもの真ま似ねしないと駄目なのかな？』


    「そこはがんばってくれ居い候そうろう」


    『君、彩いろ葉はには絶対そんなこと言わないでしょ？』


    　そんな当然のことを聞かれても困る。


    　カゴの中の〈ヨシツネ〉と、そんなことを話しながら自転車を飛ばしていたときだった。


    



    「あれ？　ヤマダじゃん？」


    



    　聞き覚えのある声に自転車を止めると、赤い髪を左右で束ねた少女がそこにいた。


    「アカネ？」


    　転校生はニカッと笑う。


    「なになに？　暗い顔して、彩葉とケンカでもした？」


    「そ、そういうのじゃないから」


    　ずけずけと言う人だなあ。


    「あとヤマダじゃないから。山やま戸どだから僕は」


    「知ってるからそう呼んでるんじゃん？」


    「紛らわしいあだ名つけるのやめてください」


    　真ま面じ目めに否定すると、アカネは愉快そうに笑う。


    　うん。ムキになって否定しちゃダメな子なんだね。


    　僕は根負けして肩を竦すくめる。


    「まあ、部活がいまいちうまくいかなくてね」


    「へえ、部活ってなにやってんの？」


    「悩み……相談室みたいなの？」


    　アカネが噴き出した。


    「あはは、なにそれ。意味わかんないし」


    　ですよねー。


    　でもアカネみたいに活発な女子は、僕にはない思考パターン持ってそうだな。


    「あのさ、アカネ。ちょっと聞きたいんだけどさ」


    「なあに？」


    「希望って、なんだと思う？」


    



    「キモっ！　なにそれ、哲学ぶってんの？」


    



    　ホントにザクザク言うやつだなあっ！


    「いや、そう聞かれて答えられなかったんだよ」


    　真ま面じ目めに困ってるんだと察してくれたらしい。


    　アカネは腕を組んで首を捻ひねる。


    「希望ねえ。やっぱりやりたいこととか目標じゃないの？」


    　まあ、普通はそれでいいんだよね。


    　それから、真面目な声こわ音ねでもうひと言続ける。


    



    「強しいていうなら、自分の望む未来を摑つかむ意志ってことじゃないかな」


    



    　そう言って、苦笑する。


    「彩いろ葉はが前にそう言ってたわ。意味はよくわかんないけど、なんか格好よくない？」


    　おお、確かに格好いい。


    「望む未来を摑むか。……あっ！」


    「どしたの？」


    　なんか、繫つながった気がする。


    　禍か音のんさんは、予知能力を持った神しん器き少女だ。


    　未来に対して失望してるから、外への関心を失ったんじゃないか？　世界が滅びるなんて未来を視みちゃってるんだから。


    　ということは、未来は変えられるみたいな、そういう根拠を示してやることができればいいんじゃないかな。


    「ありがとう！　なんかわかった気がするよ」


    「はいはい。……そういやあんた、どこ行くの？　学校はそっちじゃないでしょ？」


    　僕が向かってる神器少女の宿舎は、確かにここからだと学校の反対側にあることになる。


    「人生相談って言ったろう？　あっちのマンションに住んでる、引き籠こもりの女の子の相談に乗らないといけないんだ」


    　それまでの陽気な表情が噓うそみたいに、アカネが鋭く目を細めた。


    「……それってさ、あそこの高級マンションのこと？」


    「え、うん。それだけど……」


    「やめときな！」


    　大声を出されて、僕はビクッとした。


    「や、やめとくって、なにを……？」


    「あー、いや、その……あそこには、ちょっと危ないやつらが住んでるんだ。あんただって怪け我がしたくないだろ？」


    　僕は、ピンときてしまった。


    　そして、迂う闊かつにもこう言ってしまったんだ。


    



    「アカネ……神しん器き少女のこと、知ってるのか？」


    



    　ぐいっと、胸ぐらを摑つかまれた。


    　僕を見据えるアカネの表情に、笑顔は残ってなかった。


    「なんで、その名前知ってんの？」


    　その声には、ゾッとするほどの敵意が込められていた。


    　神器少女への敵意、彩いろ葉はとの関係。彩葉が関わるなと忠告したこと。


    　ああ、そういうことだったんだ。


    　なんで気づかなかったんだろう。〈ヨシツネ〉だって、自分以外にも英雄がいるって言ってたのに……。


    「アカネ……。もしかして君、英雄機関ってとこの人？」


    「……彩葉から聞いたわけ？」


    「彩葉が戦ってるのを、見たことがあるよ」


    　情けない話だけど、僕は震ふるえていた。


    　僕を摑んだアカネの右腕は、奇妙なほど硬くて冷たいんだ。


    　たぶんだけど、生身の腕じゃない。


    「それ知っててアイツらの住処すみかに行くってことは、あんたはそっち側の人間ってことでいいのね？」


    　そう言われて、ようやく僕も気づいた。


    　彩葉は神器少女のことを知り尽くしていた。


    　人生相談部のことだって、そこに僕がいることだって。


    　なら、彩葉が所属してる組織だってそういうことを摑んでいるんだ。


    　世界を救うために神器少女を排除しようって人たちからすれば、僕はどう見えるだろう？


    　考えるまでもない。人間を捨てた裏切り者だ。


    　僕は精一杯の笑みを浮かべ返した。


    「アカネは、こっち側じゃないのかい──っ？」


    　壁に叩たたきつけられた。


    　息が詰まる。


    　自転車がゴロンと転がって、鞄かばんが放り出された。


    『ナギ……』


    〈ヨシツネ〉の柄つかが見えたけど、僕は首を横に振った。


    　神しん器き少女の名前を出しただけでこの騒ぎだ。


    　この上さらに僕が〈ヨシツネ〉を預かってるなんてことになったら、余計に収拾がつかないことになりそうだ。たぶん、〈ヨシツネ〉は連れていかれる。


    〈ヨシツネ〉だって誰にでも使われたいわけじゃないんだ。


    　返すのなら、彩いろ葉はにじゃないと意味がないんだ。


    　ほとんど襟えり締じめみたいな状態だったけど、僕はなんとか声を絞り出した。


    「酷ひどいこと、するな。なんで、そんなに、神器少女を、嫌いやがる、んだ……？」


    　アカネがハッと笑う。


    　さっきみたいな快活な笑みじゃなくて、獲物を見つけた虎みたいな笑みだった。


    「触ったらわかるわよね？　この手、義手なの」


    　ゴリッと、義手にさらに力が込められた。


    



    「神器少女にやられてんのよ。恨うらんでなにが悪いわけ？」


    



    　息ができなくて、気が遠くなっていく。


    　ああ、そうか。


    　この子も、僕と同じように怪け我がをして、でも僕なんかよりずっと酷い傷を負ったんだ。


    　僕は、僕を刺した叢そう子こを受け入れた。


    　でもそれをアカネに求めるのは間違いなんだろう。


    　とうとう、目の前が真っ白になってきたときだった。


    



    「山やま戸ど凪なぎに、なにをしていますの！」


    



    　黄金の光が、目の前を斬り裂さいた。


    「げほっ──げっ、げほげほっ」


    　急に呼吸が戻って、咳せき込んだ。


    　締められてたせいか、倒れたくなるほど喉のどが痛む。


    「イ、クス……？」


    　アカネとの間に割って入ったのは、イクスだった。


    　神しん霊れい化かはしていないものの、手には黄金の剣──エクスカリバーが握られていた。


    「遅いと思って様子を見に来れば、これは何事ですの？」


    　真まっ直すぐに剣を構えるイクスを見て、アカネが凶悪な笑みを浮かべる。


    「あっは、あんた、エクスカリバーよね？　ちょうどいいわ。ここで──」


    　右手から、ガチャンと異様な機械音がした。


    



    「──ここで、なにをするつもりかね？」


    



    　アカネの体が、黒い靄もやに包まれた。


    　続いて耳を覆おおいたくなるような呻うめき声がここそこから上がる。


    　これにはアカネも堪たまらず膝ひざをつく。


    「美み紺こんまで……」


    　その手に古い魔導書──ネクロノミコンを開いて、美紺が立っていた。


    　二人とも、助けに来てくれたのか？


    　ホッとして、マズイことを思い出した。


    　しまった。鞄かばんから〈ヨシツネ〉が見えてるじゃないか！


    　鞄を拾い上げようとして、だけど酸欠ですぐには動けなくて、僕は地べたでもがくことしかできない。


    　手を伸ばすと、別の手が鞄を拾い上げてしまった。


    「ナギくん、大丈夫ですか？」


    　叢そう子こだった！


    　さり気なく、ぐいぐいと〈ヨシツネ〉を鞄に押し戻して蓋ふたを閉める。


    　偉いぞ叢子！　こんなにきちんと空気を読めたのは初めてじゃないか？


    「三人、か……」


    　ネクロノミコンの怨おん霊りように纏まとわりつかれたアカネが、呻き声を漏もらす。


    　彩いろ葉はは一人で神しん器き少女三人を圧倒したけど、いろいろ準備をしていたように見える。アカネがどれくらいの力を持ってるのかは知らないけど、いきなり三対一で戦うほど無謀じゃないみたいだった。


    　僕もなんとかしゃべれる程度には落ち着いていた。


    「アカネ。Ｍ．Ｏ．Ｅ．は、ただの災害じゃないといけないんだ。警報も鳴ってないのにここで揉もめるのは、お互いに困るんじゃないかな？」


    「……お互いっていうんなら、あんたはアタシ人間側じゃないわけね？」


    　アカネは鋭く僕と神しん器き少女たちを睨にらんだけど、舌打ちを漏もらして引き下がってくれた。


    「裏切り者……」


    　最後にひと言、そう呟つぶやいて。
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    　アカネの背中が見えなくなって、僕はへたり込んだ。


    　──裏切り者──


    　そう思われるんだとは薄々わかってたけど、面と向かって言われると……うん。なかなかキツイもんだね、これ。


    「し、しっかりしてください、ナギくん」


    　叢そう子こが慌てて駆け寄ってきて、僕はなんとか苦笑を返した。


    「いや、ホッとして気が抜けただけだから……」


    「そうは見えませんけど……」


    　今日はなんだかずいぶん空気を読むじゃないか。


    　僕はそれよりと話を逸そらす。


    「鞄かばん、拾ってくれてありがとう」


    「はい」


    　鞄を受け取ると、イクスと美み紺こんもそれぞれの神器を消して駆け寄ってきた。


    「山やま戸ど凪なぎ、なにがありましたの？」


    「まあ、なんていうか……」


    　どう説明したらいいんだろうか。


    　ひとまず、アカネがクラスの転校生で、神器少女を敵視する英雄機関の人間らしいとだけ話した。


    「烏からす川がわ彩いろ葉はの仲間ということかね？」


    「そういうことに、なるのかな……」


    　露骨に嫌いやそうな顔をしたのは、美紺だ。


    「ならば、もう少し痛めつけておくべきだったな」


    「じ、十分痛い思いはさせてるし、いいじゃないか」


    「ふん……。私は彼女が叢子になにをしたのか、忘れてはいないよ」


    　寂しがり屋のぶん、美紺は神器少女への仲間意識が強い。そういえば前も彩葉のことで一番怒ってたのは、彼女だった。


    　彼女が彩葉のことを許せるようになるまでは、時間がかかりそうだな……。


    　キュッと唇くちびるを結んで、美紺が俯うつむく。


    （それに、剣を向けられたのは君ではないか……）


    「へ？」


    「う、うるさい。私はなにも言ってない！」


    　なんだか今、美み紺こんらしからぬ言葉が聞こえたような気がしたんだけど……。


    　そんな美紺の隣で、イクスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめていた。


    「烏からす川がわ彩いろ葉はは人には剣を向けない主義に見えましたわ。あの娘、本当に同志なんですの？」


    「まあ、人間だって足並みが揃そろってるわけじゃないというか、本当の意味で揃ってるところを探す方が難しいくらいだからね」


    　納得いかないように、イクスは髪のひと房に指を絡めた。


    「気に入りませんわ。確かに烏川彩葉は、最強の聖剣たるこのわたくしに土をつけた唯一の宿敵。我わが真なるエクスカリバーにて討ち滅ぼすべき深しん淵えんの魔王ですわ！」


    　どうしよう。彩葉が魔王にされちゃってる。


    「ですが、烏川彩葉には我が宿敵たる品格と美学がありましたわ。それを、今の娘は同胞である山やま戸ど凪なぎにまで剣を向けた。あの娘には美学が足りない！　我が宿敵たりうる器ではありませんわ」


    　ああ、そこなんだ。怒るポイント……。


    　でも、イクスはそれほど彩葉個人には腹を立ててないみたいだな。


    　むしろ一度負けてるからライバル視してるみたいな感じだろうか。


    「でも、助かったよ。ありがとう、イクス」


    「ひうぅっ？」


    　イクスは慌てたような悲鳴を漏もらしたけど、すぐにツンと胸を張った。


    「騎士として当然のことをしたまでです。心ゆくまで崇あがめることを許しますわ！」


    　あ、ダメだこの子。


    　美紺とは逆で、褒ほめると有頂天になる。


    　ため息を漏らしてると、叢そう子こが困ったように俯うつむいていた。


    「でも、あの人はすごくわたしたちを恨うらんでいるみたいでした。わたしたちは、あの人になにをしたんでしょうか……」


    　叢子は、過去に人を傷つけたことがある。


    　そのせいだろうか。アカネが抱かかえる闇を、敏感に感じ取ったみたいだった。


    　話すべきか迷ったけど、僕は正直に打ち明けることにした。


    「アカネの腕は、義手だった。神しん器き少女にやられたんだって、言ってた。……そういうことって、あると思うかい？」


    　叢子だけでなく、美紺も露骨に表情を曇らせた。


    「わたくしたち神器少女は、神器少女となったときに誰でも一度は暴走していますわ」


    「え……？　そうなの？」


    「突然、人と自我を与えられて、みな安定するまで時間が必要なんですの」


    「ということは、イクスも？」


    　[image: ]きき返すと、イクスはなんでもなさそうに頷うなずいた。


    「わたくしの場合は、人里離れた湖の底に沈んでいましたから、さして大事にはなりませんでしたけれど……」


    　叢そう子このときは僕も見たから知ってる。


    　美み紺こんがどういう状況だったのかはわからないけど、魔導書なんだから人の手にあったのは確かだろう。ということは街中で暴走したのかもしれない。


    「その最初の暴走に巻き込まれて、重傷を負ったということは考えられると思いますわ」


    　叢子が、シュンと肩を落とした。


    「狙ねらわれても、文句は言えないですよね」


    「そんなわけあるかよ」


    　即答した。


    「確かに怪け我がをさせられたんなら、恨うらむなっていうのは無理かもしれない。でも、だからってやり返していい理由にはならないだろ？」


    「で、でも……わたしたちが悪くないってわけじゃないと思います」


    　それはきっと、そうなんだろう。


    　アカネみたいに傷つけられた人がいて、神しん器き少女が人と共存するためには彼女たちとも歩み寄らなければならない。


    　そこにはなにかしらの償つぐないが必要なんだろう。


    　でも、だからこそ僕ははっきりと首を横に振った。


    「それと復ふく讐しゆうしていいかは、別の話だ。それってつまり、なんで人を殺しちゃいけないのかって聞いてるようなもんだよ？」


    「なんでダメなんですか？」


    「ノォオッ！」


    　そこから説明が必要なんですか。


    　さすがに頭を抱かかえちゃうよ。


    「ええっと、つまりね……」


    　でも、これが正しいって答えは、僕も持ってない。


    　だから小さな子供から「なんで？」と聞かれて大人は困るんだろうな。


    　うーん……。そうだな、だったらこういうのはどうだろう？


    「君たちは今、僕を助けに来てくれたよね。でも、人を殺していいってことは、僕を殺そうとした誰かを止めた君たちの方がおかしいってことになっちゃうんだ」


    「そんなのおかしいです！」


    「そうだろう？　でも、復ふく讐しゆうしていいってことは、そういうことなんだよ。だから、叢そう子こたちが自分たちが傷つけられてもいいって思うのは、間違いだ。償つぐないって、そういうふうにやるもんじゃないんだよ」


    　偉そうに言ってはみたものの、だったらどう償えばいいかなんて僕にはわからない。


    　きっと、それはこれから僕たちが向き合わなきゃいけない問題なんだろう。


    　でも前提を間違えてはいけない。


    　僕は何度でも答えられる。


    　神しん器き少女だって、救われていいんだ。


    　守られていいんだ。


    　僕は力じゃ彼女たちの役には立たないかもしれないけど、なんていうか〝心〟みたいなものなら守れるんじゃないかと思う。


    　僕は自転車を起こして立ち上がった。


    「とにかく、禍か音のんさんのところに行こう？　いつまでも立ち話してるわけにもいかないよ」


    　僕が今やらなきゃいけないことは、禍音さんを部屋から出すことなんだから。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「おはよう、禍音さん」


    　幸いというか、部屋の鍵かぎはかかっていなかった。


    　今日も部屋は薄暗くて、空気も籠こもってる。


    　禍音さんはというと、昨日と同じソファで同じようにゲーム機をいじっている。


    　ちらりとだけ視線を返してくれただけ、初日よりは前進してるんだと信じたい。


    　昨日のチャットを思い出して、なんとなく鏡を探してみるけど見当たらなかった。


    　このままリビングの入り口に突っ立って話しても、昨日の繰り返しだろう。まずはちゃんと顔を見て話せる距離まで近づく必要がある。


    　そして、僕はこのために秘策を用意してきた！


    「禍音さん、ちょっといいかな？」


    「……」


    　僕がなにを提案するかも予知してるんだろうか。


    　ちょっと嫌いやそうに眉まゆをひそめたけど、拒絶はされなかった。


    　僕は鞄かばんの中からビニール紐ひもとハサミを取り出した。


    「この部屋のゴミを、片付けてもいいかな？」


    　そう。まずはゴミだらけの部屋をどうにかしないと駄目だと思う。


    　男とか女とかいう以前に、人が生活する環境じゃないよこれ！


    　禍音さんはなにかを見定めるように僕を見つめて、やがて小さく頷うなずいた。


    「……好きに、すれば？」


    　よし、第一歩は成功だ。


    「ありがとう。それじゃあ、玄関からかな……」


    　ネット通販に頼ってるおかげだろう。量こそ多いものの、段ボールやゴミの種類は似たものばかりだ。


    　こういうのは、種類ごとに分けてやると案外簡単になる。


    　発泡スチロールは大きな袋に放り込んでから中で折ったり砕いたりして小さくする。これだけでかなり量が少なくなるんだ。それ以外の梱包材──プチプチみたいなやつだ──なんかはハサミで穴を空けて潰つぶしてしまう。


    　段ボールの手合いは、昨日と同じようにビニール紐ひもでまとめる。


    　そう。まず部屋の掃除から始めようと思ったのは、昨日叢そう子この部屋を片付けたからだ。


    　あのとき、妙な連帯感を感じたというか、なんか気がついたらいっしょに作業をしていた。あの効果をもう一度発揮できれば──


    　と、思ったんだけど禍か音のんさんは黙々とゲーム機をいじってる。


    　あ、でもときどきこっちをチラ見してるから、気にはかけてくれてるみたいだ。


    　段ボール類が片付いて、あとは袋に放り込んだ発泡スチロールやらを砕くだけになったころだった。


    「……これも」


    　禍音さんが、両手に梱包材の山を抱かかえてやってきた！


    　距離も一メートル以内にまで縮められた。


    　これだけ近くで顔を見たのは図書室で出会って以来かな。


    　長い前髪の隙すき間まから気けだるそうな赤い瞳が覗のぞいている。ぶかぶかのＴシャツから覗く真っ白な太ももが、薄暗い室内でどこまでも眩まぶしかった。


    「あ、ありがとう」


    「ん」


    　僕がそう言うと、禍音さんは小さく頷うなずいて抱えた梱包材をどさどさと落とす。


    　……そして、またソファへ戻っていく。


    　あ、あれれ？　手伝ってくれるわけじゃないのっ？


    　くっ……。なんかまだ他にもゴミがあるから持ってきただけらしい。


    　ま、まあいい。焦あせる必要はない。


    　今は、一度でもソファから立ち上がってくれただけでも前進だと考えよう。


    　歯を食いしばって発泡スチロールを砕いて、しばらくしたころだった。


    　ぱき、ぱき……と、なにかが割れる音がしていた。


    



    　顔を上げると、すぐ隣で禍か音のんさんがゴミ袋の中の発泡スチロールを潰つぶしていた。


    



    　やばい。ちょっとじわっときた。


    　あれだ。猫の気を引こうとあれこれしてもまったく振り返ってもらえなくて、諦あきらめかけたころにすり寄ってきてもらえたみたいな、ああいう気分だ。


    　声を上げると逃げられそうで、でも頭くらい撫なでてみたいような、そういう感じだ！


    　僕は鞄かばんの中からカッターナイフを取り出して、持ち手を差し出した。


    「カッター使った方が楽だよ？」


    「……ん」


    　禍音さんは小さく頷うなずいてカッターナイフを受け取る。


    「手を切らないように、気をつけてね」


    「ん」


    　そうして黙々とゴミをまとめていると、昼を過ぎるころにはだいたい全部片付いていた。


    　まとめてもなお、廊下が埋まるほどの量だ。


    　あとはこれを一階にあるゴミ捨て場まで運べばお終しまいだね。


    　その辺を始めようとすると、コトンとなにかが床に置かれた。


    　カップラーメンだった。


    「……どうぞ」


    　ちょっと、可愛かわいいかもしれない。


    「ありがとう。いただくよ」


    　返事を待たずに、禍音さんは電子ポットから自分の分のカップラーメンにお湯を注ぐ。


    　あれって照れてるのかな？


    　この子、実は美み紺こんと似てるかもしれない。図書室でもそれなりに仲良さそうだったし。


    　僕もポットからお湯を注いで──


    　……くっ、お湯が足りないぞこれ。


    　線まであと少しなのに、お湯がなくなってしまった。麺の上の方が、上の方が浸からない！


    　僕が苦悩してると、禍音さんがぺろっと舌を出していた。


    　……もしかして、またやられた？


    　でもまあ、ご馳ち走そうしてもらった身だ。


    　揺らしてたら、上の方も浸るんじゃないかな？　蓋ふたを押さえてカップを揺らしながら、僕もソファに座る。


    　背の低いリビングテーブルの上には、カップラーメン形のタイマーが置いてあった。


    　なかなかいい趣味してるな……と、あれ？　なんかこれ、見覚えあるな。


    「あっ、これ、この前の抽選のやつだろう？　応募券集めて送るやつ」


    「そう」


    「いいな。これ、僕も応募したけど外れたんだよ」


    　羨うらやましくて声を上げて、ハッとした。


    



    　いつの間にか、僕は禍か音のんさんの隣に座っていたんだ。


    



    　少しずつではあるけれど、少しずつ、禍音さんも距離を許してくれていた。
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    「というか、禍音さん、いつもなに食べてるの？」


    「これ」


    「カップラーメンばっか食べてるの？」


    「胃に入れば、どれも同じ」


    　花の女子高生がなんて嘆なげかわしいことを言うんだ。


    「自炊しろとまでは言わないけど、もう少し別のものも食べたらどう？」


    「これが、いい」


    　外には出ないという、頑かたくなな決意が滲にじみ出ていた。


    　……明日は、ファーストフードでも買ってきてあげようかな。小遣いも入ったことだし。


    　そんなことを話してると、カップラーメンを完食していた。


    　禍音さんは、ずずっと汁まで飲み干す。


    　うお、この子、汁まで飲む派なのか。


    　ちなみに僕は半分くらいしか飲まない。ラーメン屋なら全部飲むんだけど、カップラーメンはなんとなくそこまでする気になれない。


    　禍音さんは僕の飲み残しの汁を見て、嘆息する。


    「女々しい」


    「な、なんだとおっ」


    　なんてことを言うんだこの娘は。


    「というか君が男らしすぎるんだよ。なんだよその男前な飲みっぷりは」


    「カロリー摂取」


    「……せめて美お味いしいからとか言ってほしいもんだけど」


    　なんというか、花のない子だなあ。せっかく美人なのに……。


    「禍音さんは、なんか好きなこととかないの？」


    「ない」


    　そこで即答するのはやめてください。心が折れてしまいます。


    「で、でも、ゲームは楽しいんじゃないか？」


    　四六時中ゲーム機をいじってるくらいなんだから。


    　だけど禍か音のんさんは首を横に振る。


    「こうしていると、人が話しかけてこない」


    　どこまで引き籠こもりなんだよこの子！


    　ダメだこれ。叢そう子こみたいな人見知りとかいうレベルじゃない。


    　叢子はまだ歩み寄ろうとする意思があった。話したいけど、どうしたらいいかわからなかったんだ。


    　禍音さんは完全に拒絶している。まったく歩み寄る気がないんだ。


    　なるほど、確かに叢子や美み紺こんたちは友好的だったんだな……。


    「いやもう、そんなんでどうしてこの前は学校に来る気になったんだい？」


    　図書室であった日のことだ。


    　禍音さんが、珍しくピクンと肩を揺らした。


    　おお？　こういう反応は初めてじゃないか？


    　それから、なんだかすごく言いにくそうに口を開いた。


    



    「……あの日起こったことを、なかったことにするわけにはいかなかった」


    



    　それはいつもの気けだるそうな声じゃなくて、どこか決意めいたというか、感情のこもった声だった。


    「それって、どういうこと……？　あの日、なにがあったの？」


    　問いかけても、今度は答えてもらえなかった。


    　禍音さんは学校でなにかをしていたのか？


    　でもパソコンをいじってただけのような気がするし。……あ、逆にあの日どうしてもパソコンが必要だったとか？


    　……ダメだ。


    　あの日のこととなると、彩いろ葉はの着替えを覗のぞいたことしか思い出せない。


    　あれは大変よい思い出で……──って、あれ？


    　よく考えたら、僕は禍音さんのあのイタズラがなかったら、彩葉といっしょに帰ることもなかったんじゃないか？


    　いやでも、それが禍音さんにとってなにか意味があるようにも思えないなあ。


    　そりゃあ彩葉に告白しそうな流れになったりもしたけど、結局できなかったわけだし。


    　うーん……。ダメだ。わからない。


    「で、でもさ。必要だと思ったときには学校にも来てくれるってことだよね？」


    「二度はない」


    　ぐうぅっ……。


    　とんでもなく頑かたくなな意志を感じる。


    　おかしいな。パンドラの箱の神話って誰か死んだわけでもないし、そこまで人間を拒絶するような要素なんてあったかな？


    　……いや、待てよ？　神話が関係あるとは限らないじゃないか。


    　だって禍か音のんさんだって、神しん器き少女になって三年間生きてきたんだ。


    　その間に、なにかあったということもあるんじゃないか？


    「ええっと、もしかして禍音さん、人間から嫌いやなことをされたことがあったりする？」


    　アカネみたいに神器少女を恨うらむ人間がいるんだ。


    　謂いわれのない因縁で傷つけられたということだってあるだろう。


    　今ですら、ようやく人と神器少女が仲良くできるかを試しているような段階なんだから。


    　禍音さんは首を横に振った。


    「別に」


    「じ、じゃあ、なんでそんなに人と関わりたくないの？」


    　うっ、ちょっと踏み込み過ぎただろうか？


    　禍音さんから、露骨に嫌そうなオーラが感じられた。


    　禍音さんは、それに答える代わりに一つの質問を投げかけてきた。


    



    「パンドラの箱に、最後に残ったのが、なにかは知ってる？」


    



    　パンドラの箱には災さい厄やくが詰まっていた。


    　それを開けたパンドラは慌てて蓋ふたを閉め、最後のひとつだけは箱に残すことができたんだ。


    「希望っていうのが、一般的だよね？」


    　ただ、この話には奇妙な矛む盾じゆんが残る。


    　どうして、救いである希望が災厄といっしょに閉じ込められていたのか。


    　最後に残ったのが希望だというなら、それは世に出なかったことになるのではないか。


    　だから、この希望説の他にもうひとつの説が存在する。


    



    「パンドラの箱に、希望なんて入ってなかった。最後に残ったのは〝予知〟という災厄」


    



    　未来がわからないから、人は希望を抱くことができる。希望を抱けるから、人は生きていけるんだと。


    　パンドラは、一番恐ろしい災わざわいだけは封じ込めることができたという説だ。


    　ああ、そうか……。


    　だから、禍か音のんさんの力は予知能力なんだ。


    「私には、これから起こることが視みえる」


    「……うん。それは、聞いたよ」


    「私は、未来を変えられるか、試した」


    　心臓が、大きく鳴った。


    　そうだよ。未来を予知できるっていうんなら、まず禍音さんがそれを変えられるのか試していないわけがない。


    「ど、どうなったの？」


    「予知と違うことを、わざとやってみた。でも、結果は変わらない。予知から外れても、予知と同じようなことが起こる」


    　それから、虚うつろな瞳を僕に向ける。


    「シュレディンガーの猫」


    　その名前は、僕も知ってる。


    　量子力学とか確率とかの定理だ。


    　粒子の動きというものは観測によって影響を受ける。だから観測するまではどんな可能性だって成立するというのを皮肉ったパラドックス……だったはずだ。


    「未来は、観測することで確定する。私が観測した時点で、未来は確定している。なにをしても、変わらない。私が関わっても、関わらなくても、なにも変わらない。変わらな、かった」


    　正直に言おう。


    　僕は、禍音さんを説得するという役目を、軽く考えていた。


    



    　──希望って、なに？──


    



    　それが彼女にとってどれほど切実な問いかけだったのか、まるで気づいていなかった。


    　彼女が抱かかえる絶望なんて、考えもしなかったんだ。


    「何度も、何度も、……何度も試した」


    　そして、変えられなかった。


    　だから、諦あきらめてしまったんだ。


    　その禍音さんに戦ってくれなんて、どの面つら下げて言えばいいんだろう。


    　言えるわけがない。


    「……ごめん」


    　僕の口からついて出たのは、そんな言葉だった。


    　ここで僕がそう言うことも、彼女は知っていたんだろうか。


    　僕を見上げる禍か音のんさんは、どこか意外そうな顔をしているように見えた。胸元で、キュッと手を握って。


    「そう……」


    　それは、なにに対する納得だったんだろう。


    　禍音さんは、膝ひざを抱かかえてボソリとこう呟つぶやいた。


    



    「部活に、出てもいい」


    



    「え……？」


    　僕は、禍音さんの問いかけになにも答えていない。そもそも、まだ部活のことを頼んですらいない。


    　なのに、どうして……。


    　禍音さんは、ぼんやりとリビングを眺めていた。


    　それから、気けだるそうに首を傾けて僕を見る。


    「ただし、ひとつだけ、条件がある」


    「なんだい？」


    



    「烏からす川がわ彩いろ葉はを、Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部に入部させて」


    



    　それはあまりに予想外の言葉で、僕は耳を疑った。


    「彩葉を……？　どうして」


    　禍音さんはもう一度あの言葉を繰り返す。


    「希望って、一体なに？」


    　僕はその問いに答えられない。


    　彼女がこれまでどれだけ絶望してきたのか。


    　そう考えたら、答えられるわけがない。


    　だから、僕は無様に質問に質問を返すことしかできなかった。


    「それと彩葉を人生相談部に入れることが、どう関係があるんだ？」


    　禍音さんは、幽かすかな期待を込めるように、こう言った。


    



    「彩葉が、私のパンドラだから……」
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    　彩葉と禍音さんがどういう関係なのか。


    　それはどれだけ問いかけても答えてはもらえなかった。


    　僕は、ゴミをまとめてトボトボとゴミ捨て場と部屋を行き来していた。


    「〈ヨシツネ〉……。彩いろ葉はと禍か音のんさんがどういう関係なのか、知らないか？」


    　鞄かばんの中から、困ったような声が返ってくる。


    『わからない。少なくとも、ボクの前で二人が接触したことも、彩葉が彼女の名前を口にしたこともない』


    「そう、か……」


    　なら、どういうことなんだろう。


    　……でも、少し思うところはある。


    　なぜかはわからないけど、禍音さんを見て彩葉の姿が重なるというか、似てると思ったことが何度もある。


    「彩葉を、人生相談部に、か……」


    　僕自身は、たぶんそれを望んでいる。


    　いや、望んでいた、というべきかな。


    　あの事件のあとも、ボクは彼女を人生相談部に誘った。


    　でも〈ヨシツネ〉を失った今の彩葉は、普通の女の子に戻ってる。


    　このまま神しん器き少女ともＭ．Ｏ．Ｅ．とも関わらないでいてくれれば、もう戦わないでいてくれるかもしれない。


    　そこで、迷ってしまう。


    　彩葉に人生相談部に入ってくれと言ったら、せっかく普通の女の子らしく過ごしているのにまた戦い始めてしまうんじゃないだろうか。


    　それに、他の神器少女たちのこともある。


    　叢そう子こは受け入れてくれるかもしれないけど、美み紺こんやイクスはどうだろうか。


    　アカネとひと騒動あった直後というのが、致命的にまずい。


    「〈ヨシツネ〉、君はどう思う？　その、彩葉を誘うこと」


    　彼女は鞄の中に入っていたのだ。


    　言葉こそ発しなかったものの、禍音さんとの会話は聞こえていたはずだ。


    『……ボクとしては、それは反対かな。きっと彩葉の立場は悪くなる。あらゆる意味でね。英雄機関からも、神器少女からも、歓迎されることはない。……だから、君だって迷ってるんじゃないの？』


    　実に、その通りだった。


    『逆に[image: ]きこう。君は、彩葉にどうしてほしいんだい？』


    「僕は……」


    　どうなんだろう。


    　人生相談部に彩いろ葉はがいるところを見たいんだろうか？


    　……いや、それはたぶん、初めからわかってる。


    「僕は、彩葉に人生相談部に来てほしい。ちゃんと神しん器き少女のことを知ってほしい」


    　叢そう子こはまた彩葉と友達になりたいと言ってくれた。


    　イクスだって、なんだかんだで衝突はするだろうけど、仲良くやれそうな気がする。


    　美み紺こんだって、本のこととか共通の話題を見つければ、案外和解できるんじゃないかと思う。


    〈ヨシツネ〉は逡しゆん巡じゆんするみたいに、しばらくなにも言わなかった。


    　やがて、こう言った。


    『彩葉は恐らく、君よりも神器少女という存在を理解していると思う。……でなければ、ボクの性能で彼女たちに勝てるはずはなかったんだよ』


    　結構、厳しいこと言うな。


    　でも間違いじゃない。〈ヨシツネ〉の言うことは事実だ。


    　彩葉は僕よりも神器少女について詳しい。


    　叢子たちを三人抜きしたときも、神器少女の弱点を知り尽くしてるみたいだった。僕が知らない事実も、いろいろ知っていたし。


    「きっと、君の言う通りなんだと思う。でもさ、なんか変な気分なんだ」


    『変って？』


    　胸の中が、もやもやする。


    　彩葉の行動が、僕の知ってる彩葉となにか食い違ってるような、あるいは彩葉がここにいないことの方が間違っているみたいな……。


    「うまく、説明できないな……」


    　不意に思い浮かんだ違和感は、いつだったか美紺と部室で話していたときのことだ。


    　そこに美紺じゃなくて彩葉がいたような、奇妙な錯覚を覚えた。


    　彩葉だって本好きなんだし、ただの既き視し感かんだっていわれたらそれまでの話だ。だけど、あのときのことが今も妙に心に引っかかってる。


    『君がなにを感じているのか、それはＭ．Ｏ．Ｅ．のボクにはわからないことなんだと思う。だからこそ、こうも思うよ。その説明できない気持ちってやつの正体を、確かめてみたらいいんじゃないかな』


    「難しいことを言うな」


    　説明もできないものの正体を、どう確かめろというのか。


    　僕は苦笑した。


    「なんでだろうね。君とは、やっぱり昨日今日、初めて話した気がしないよ」


    『あながち間違いではないかもしれないね。ボクの話すことのほとんどは、彩葉の受け売りだから』


    　それから〈ヨシツネ〉はこう言った。


    『君が言う違和感ってやつは、きっと彩いろ葉はが〝直感〟と呼んでたものなんじゃないかな』


    「直感……」


    『彩葉なら、きっとその直感に従う』


    　不意に、僕は〈ヨシツネ〉が誰に似ているのかわかった気がした。


    　そうだ。〈ヨシツネ〉の口調は、ウタさんそのものなんだ。


    　だから最初から妙に親しみを覚えた。彩葉の側そばにいた〈ヨシツネ〉とウタさんのこの共通点は、きっと偶然ではないんだろう。


    　懐なつかしさを込めて、僕は言う。


    「意外に、君は親身に答えてくれるんだね？」


    〈ヨシツネ〉が笑ったような気がした。


    『君は彩葉を助けてくれって、神しん器き少女に懇こん願がんしてくれた。君がそうしてくれなかったら、彩葉はあのまま死んでいただろう。君はきっと、彩葉にとって有益な存在だ』


    「だから、助けてくれるって？」


    〈ヨシツネ〉はまたしばらく黙り込む。


    　僕は抱かかえて下りた段ボールを、ゴミ捨て場の分類に従って片付けていく。


    　手持ちのゴミを片付け終わったころに、ようやく〈ヨシツネ〉がこう言った。


    



    『もしかしたら、君なら彩葉を救ってくれるんじゃないかって、そう思ってる』


    



    　──ボクは彩葉を守ることはできても、救うことはできない──


    　そう言った〈ヨシツネ〉を、僕は忘れていない。


    　それに答える代わりに、ポンと鞄かばんを叩たたいた。


    　ポケットから携帯電話を取り出す。


    　数少ない電話帳メモリーの中に、目当ての名前はすぐに見つけることができた。


    



    　通話ボタンを押すと、一〇回近くコールが鳴ってから、『ひゃいっ』と声が聞こえた。
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    「な、なんなのかね、話というのは……」


    　電話に出たときに聞こえた『ひゃいっ』については追及しないであげよう。


    　携帯で話すのは初めてなのか、通話中の美み紺こんはかみかみだった。


    　そう、僕が呼び出したのは黒くろ埜の美紺だった。


    　ちなみに、ここはファミリーレストラン『びっくりモンキー』だ。


    　店に入ってまず感じるのは、木の店だということだろう。


    　店内もかなりフランクな内装で、車のナンバープレートやタイヤなんかまで飾られてる。照明にしてもなにかのカゴだったり、すごいものになるとブリキのバケツがカバーに使われてたりする。


    　入りやすい店を選んだつもりなんだけど、美み紺こんはせわしなく店内をキョロキョロと見回していた。


    　呼び出したはいいんだけど、どう切り出そう。


    　間違っても美紺が喜ぶ話じゃないし……。


    　悩んでると、美紺が興味深げに呟つぶやいた。


    「こういうところに来たのは、初めてだ」


    　そういえば、神しん器き少女は興味のないことにはいろいろと疎うといんだよな。


    　もの知りだと思っていた美紺も、その例には漏もれないようだ。


    「ここは基本的にハンバーグ屋だよ。食後にデザートとかも頼めるけど」


    　話していると、すぐに店員さんがメニューを持って来てくれた。窓枠みたいな形をした木製のプレートが立てかけられて、美紺の前には別に小さなメニューが差し出される。


    　……ってこれ、お子様メニューじゃないか！


    「あの、この子は……」


    　一応、高校生なんですけど！


    　そう言おうとしたんだけど、当人を前にそれを言うと逆効果な気もして、結局なにも言えなかった。


    　美紺はしげしげと子供用メニューを見つめ、その中の一つを示した。


    「私はこれがいい」


    　ライスに国旗の爪楊枝が刺さってるお子様ランチの一つだ。


    　教えるべきかもしれないけど、なんだか目をキラキラさせる美紺を見てたらもうそれでいいんじゃないかという気がしてきた。


    　周りから見るとあれかな。ゴールデンウイークだけど親が出かけてて、妹をご飯に連れてきたお兄ちゃんとかかな。夢ゆめ羽はは自分でご飯作って食べちゃうから、今さらいっしょに外食とかまずないんだけど。


    　注文を終えると、美紺はまだホクホクした様子でキョロキョロしていた。


    「実にごちゃごちゃした店内だね」


    「そういう飾り付けなんだよ」


    　美紺はまんざらでもなさそうに頷うなずく。


    「ここの雰囲気はステイツを思い出すな」


    「ああ、確かにアメリカを意識した作りではあるかな。アーカムにもこういうお店ってあるの？」


    　美み紺こんは首を横に振る。


    「あそこはステイツでもかなり独特だったからな。市外の話だ」


    　そういうもんか。


    　やがて料理が運ばれてきて、会話も中断した。


    　美紺は、いきなりデザートのゼリーから手をつけていた。


    　意外とこの娘、子供っぽいところがあるなあ。いや、見た目からして子供なんだけど。見た目通りの振る舞いをされると、なんだかすごく和なごむ。


    　メインのハンバーグもお気に召めしたらしく「おお」とか言いながら食べていた。


    　うん。悪態つかないとホント可愛かわいいなこの娘。


    　美紺はさらにメリーガーランドというパフェを追加して、ようやく落ち着いたようだった。


    　口元をナプキンで拭ぬぐって、真ま面じ目めな顔をする。


    「それで、話というのは禍か音のんのことかね？」


    「まあ、そうといえばそう」


    「……？　曖あい昧まいなもの言いだね。では先ほどのアカネという娘のことか？」


    　どっちも関係のあることではある。さすがにいい勘してるなあ。


    　美紺がスプーンでチェリーを掬すくうのを眺めながら、僕は禍音さんとの経過を話していく。


    「ひとまず、まともに顔を見て話をしてくれる程度にはなったよ」


    「ほう……？　思ったよりも早く打ち解けたものだね」


    「まだ打ち解けたってほどじゃないと思うけど……」


    　美紺は首を横に振る。


    「話は聞くと言ったものの、禍音は自分からは動かない。話も聞き流すだけだったはずだ」


    「まあ、最初の拒絶っぷりはなかなか凄すごかったね」


    「そうだろう。そこで自分からなにかをしたのは大きな進歩だ。ただゴミを集めるというそれだけでもね」


    　生クリームを口に運びながら、美紺は褒ほめるようにそう言ってくれた。……ほっぺに生クリームついてるけどね！


    　……やっぱり、この美紺に彩いろ葉はのことを切り出すのは、かなりキツイ。


    　アカネのときに助けてもらった恩だってあるし、そのことで美紺が彩葉を嫌ってることはわかったんだから。


    　せっかくこんなふうに話してくれるようになったのに、彼女はたぶん、嫌いやな気持ちになるだろう。


    　それでも、話さないわけにはいかないんだよな。


    　僕は大きく深呼吸をしてから、こう切り出した。


    「美み紺こん、相談したいことがあるんだ」


    「聞こう」


    



    「彩いろ葉はを人生相談部に入部させたいと言ったら、君は怒るか？」


    



    　スプーンを握る手が、ピタリと止まった。


    「君は、自分がなにを言っているのか、理解はしているかね？」


    「ああ」


    　僕が頷うなずくと、美紺は俯うつむいてしまった。


    「禍か音のんのことと、関係があるのかね」


    　……ふむ。


    　この反応を見ると、禍音さんと彩葉のことは、美紺たちも知らないみたいだ。


    　ここで禍音さんのせいにしてしまうのは、きっと楽で賢いやり方なんだろう。


    　でも、誠実じゃあないと思う。


    「無関係じゃない。でも、それとは別のことだと考えてほしい」


    　僕の顔を見上げた美紺は、どこか裏切られたような顔をしていた。


    　そう、だよな。
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    　神しん器き少女を裏切らないと言っておいて、敵である彩いろ葉はを引き入れたいというのは裏切りに等しいだろう。


    　──裏切り者──


    　アカネから言われた言葉は、今でも胸に深く突き刺さってる。


    　そんなつもりがなくたって、人は裏切られたって思うんだ。


    　あんな顔を美み紺こんにされると思うと、逃げ出したくなる。


    　胸の奥から〝ごめん〟っていう言葉が込み上げてくる。


    　でも今それを口にするのは、僕が楽になるための行為でしかない。


    　それこそ、美紺への裏切りなんだと思う。


    　だから、僕はギュッと拳を握って美紺の言葉を待った。


    「……叢そう子こやイクスは、なんと言っている？」


    「叢子たちには、まだ話してない」


    　美紺が驚いたように目を大きくした。


    「なぜ、よりによって私に話した？」


    「たぶん、君が一番彩葉に対して怒ってると思うから、君のいないところで決めたくない」


    「……私が、怒ると言ったら？」


    　僕は真ま面じ目めに頷うなずく。


    「別の方法を考える」


    　禍音さんは別の方法で説得する。


    　彩葉とは、人生相談部とは違う場所で話す。


    　それが神器少女といっしょに生きると、彼女たちを受け入れると言った僕なりの答えだ。


    　美紺は小さなため息を漏もらした。


    



    「私はね。君の嫌いやがることをするのが大好きなのだ」


    



    「それを面と向かって言って、僕にどんな反応を期待してるのっ？」


    「そういう反応だ」


    　堪こらえきれなくなったように、美紺が小さな肩を揺らす。


    　それから、仕方なさそうに微笑する。


    



    「だがね、苦しんでいる君を見たいわけではないのだよ」


    



    　どきっと、心臓が大きく鳴った。


    　なんていうか、ちゃんと慕したってもらってたんだ。僕は。


    　美み紺こんは言う。


    「君が望むのなら、私は烏からす川がわ彩いろ葉はという人間を受け入れてみよう」


    「い、いいのか？」


    「努力はする」


    「……ありがとう」


    　心から、そう感謝した。


    　美紺はまたトマトみたいに赤くなって、顔を背そむける。


    「だが、理由は聞かせたまえ。気まぐれや思いつきで言い出したわけではあるまい？」


    「ああ、それなんだけど──」


    　禍か音のんさんから、自分が部活に参加する代わりに彩葉を入部させてほしいと言われたことを話した。


    「──彩葉は禍音さんのパンドラ──禍音さんは、そう言ったんだ」


    　僕が話し終えるまで、美紺は一度も口を開かなかった。


    「美紺は、どういうことだと思う？」


    　溶けてしまったパフェを、美紺はスプーンでかき混ぜる。


    　それから、上目遣いに赤い瞳を向ける。


    　それはなにかを思い付いたというより、疑問を打ち明ける決意のように見えた。


    「……私の考えが正しければ、烏川のあの異様な強さも説明がつくかもしれない」


    「というと？」


    　美紺は、カップに視線を落としてこう言った。


    



    「烏川彩葉は神しん器き少女なのではないだろうか──私は、そう疑っている」


    



    「なっ──」


    　僕は、思わず立ち上がった。


    「あり得ない。彩葉は幼おさな馴な染じみだ。僕は子供のころから知ってる」


    「君のその記憶が改かい竄ざんされていない保証はない。私たちのような存在が平然と学校に通っているのだ。国などの記録も当てにはならない」


    　そう言って、美紺は自分の胸に手を当てる。


    「烏川がいかに優れていようと、私たちが三人がかりで敗北するなど、尋常なことではないのだよ」


    　かつて彩葉は、美紺たち神器少女三人を一度に相手にして圧倒した。


    　最後には叢そう子この暴走によって倒れてしまったわけだけど、それがなかったらどうなっていたかわからない。


    　確かに、神しん器き少女かなにかでなければ考えられない強さだった。


    　それでも僕は首を横に振る。


    「だとしても、彩いろ葉はが神器少女ならどうして同じ神器少女の美み紺こんたちに剣を向けるんだよ」


    「昼間、人間である君を絞め殺そうとした娘も人間だったはずだろう？」


    「それは……」


    「ならば神器少女が神器少女を憎まないという保証もないのではないかね？」


    　どうしようもないくらい、正論だった。


    　答えられないでいると、美紺は畳みかけるように言った。


    



    「たとえば、過去に、烏からす川がわ彩葉の態度や人格が豹ひよう変へんしたことがあるのではないかね？」


    



    「──ッ」


    　思わず、コップを引っ繰り返してしまった。


    　幸い中身はほとんど空だったけど、それくらい露骨に狼狽うろたえてしまった。


    　だって、ある意味それが僕が彩葉を好きになってしまった理由なんだから。


    　昔の彩葉は、今の叢そう子こみたいに気の弱い子だった。


    　それがある日突然、今みたいに冷たい態度をとるようになって、僕は気になってしかたなくなった。


    　忘れもしない。僕が草くさ薙なぎの剣の博覧会で大おお怪け我がをしてからだ。


    　彩葉は一度も見舞いに来てくれなくて、それで学校で会ったら別人みたいに態度が変わってたんだ。


    　それから今まで彩葉が僕の後ろをついてきてたのが、僕が彩葉について回るようになった。


    　そんな僕の顔を見て、美紺が赤い双そう眸ぼうをキュッと細める。


    「やはり、な」


    　脱力して、僕は椅い子すにへたり込んだ。


    　彩葉が人間か神器少女かどうかは、たぶんそこまで重要なことじゃない。


    　彩葉がどんな娘こだったとしても、僕の気持ちは変わらない。彼女が神器少女と敵対しても、その気持ちは前と同じままだったんだから。


    　そもそも、僕は神器少女を受け入れると誓ったんだから。


    　僕がショックを受けてるのは、僕が知らない間に彩葉が別人になってたかもしれないってことだ。


    　そんなことも気づかなくて、好きだなんて言えるか。


    「そんなバカなことが、あるっていうのか……？」


    「疑うには、十分な根拠だ」


    　ざっくりと切られてなにも言い返せない僕に、美み紺こんは肩を竦すくめた。


    



    「──と、思っていたのだがね」


    



    「え……？」


    「君の話を聞いて、他の可能性に気づいた。烏からす川がわ彩いろ葉はが予知能力のような力を持っているとしたら、私たちが一いつ蹴しゆうされたことも説明できる」


    「予知能力……？」


    　確かに禍か音のんさんには予知能力があるけど、どうしてそれを彩葉が持ってるってところまで話が飛躍するんだろう？


    　首を傾かしげていると、美紺は赤い双そう眸ぼうを細めてこう言った。


    



    「烏川彩葉は、君が叢そう子こにしたことと同じことを禍音にしたのではないか？」


    



    　僕が叢子にしたこと……？


    「それって、まさかあの──」


    「そう。神しん器き少女の核だ。君が叢子から天あまの叢むら雲くもを受け取ったように、烏川彩葉が禍音からパンドラの箱を受け取っていたとしたら、そこにどんな繫つながりができていたとしてもおかしくない」


    　彩葉は、神器少女の暴走を止める手段を知っていた。過去にも、その暴走に直面したことがあったと考えるのが自然だ。


    　僕は三年前の事件──叢子が最初に起こした暴走がそうかと思った。


    　でも、あのとき初めて神器少女と直面したのに、そんなことを知ってるのはおかしい。


    　神器少女は、神器少女となったときに一度は暴走すると聞いた。


    　だったら禍音さんだって、過去に暴走していることになる。


    　そのとき、彩葉が関わっていない保証は、どこにもないんだ。


    　でも、その場合、どうして禍音さんは神器少女の敵である彩葉に自分の核を明け渡したんだろう？


    　未来が視みえる禍音さんに、彩葉が敵になるとわからなかったなんてこともないだろうに。


    　僕の考えを見透かしたように、美紺は肩を竦めた。


    「まあ、あくまで仮定の話だ。それに予知ができるなら、あのとき叢子の暴走に巻き込まれるような間抜けな最さい期ごはなかったはずだ」


    「あれは僕を庇かばったからで……」


    「それを見越して行動できるのが、予知というものだろう？」


    　むう。難しいもんだな。


    「どちらにしろ、禍か音のんが関心を抱いているというなら、烏からす川がわに誘いをかける価値はあるだろう。叢そう子こやイクスには、私から話しておいてやる」


    「……悪い、美み紺こん」


    　美紺はふんと鼻を鳴らしてスプーンを突き出す。


    「そう思うのなら、このメリーガーランドとやらをもう一つ用意したまえ」


    「君はどれだけ食べるつもりだ」


    　一体この小さな体のどこにそんなに甘いものが入るんだろうか。


    　というかそんなにポンポンパフェなんか頼まれたら、僕の財さい布ふが死んでしまう。まだ月初めなのに！


    「だが、……まあ、最初に話してくれたのは、嬉うれしく思っている」


    　美紺はカップの底に残ったクリームを、すごい勢いでかき混ぜながらそう呟つぶやく。


    　もごもご言うトマト可愛かわいい。


    「僕も、君が受け入れてみると言ってくれて嬉しかったよ。ありがとう」


    「……君、またからかってやいまいか？」


    「そんなことないから！」


    　キッと睨にらまれた。信用ないなあ。


    　とんでもないと首を横に振りつつ、二杯目のパフェを食べる美紺はからかいたくなるくらい可愛かった。


    



    　世界が滅びるまで一〇二六日──希望ってものについて考えたある日のことだった。

  


  
    



    



    第四章　未来少女のパンドラ


    



    



    　ゴールデンウイーク三日目。


    　早朝。僕は彩いろ葉はの家の前にいた。


    　神しん器き少女側は受け入れてくれた。


    　次は、彩葉が受け入れてくれるかだ。


    「……なんの用？」


    　玄関を少しだけ開いて、彩葉は億おつ劫くうそうな顔を見せる。


    　僕はこっそりと深呼吸をする。


    　──烏からす川がわ彩葉を、Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部に入部させて──


    　その言葉に彩葉がどう答えるかは、本当に僕の行動にかかってくるんだろう。


    　よし、と心の中でひとつ呟つぶやいて、僕は口を開く。


    



    「休み中に、遊びに行こうって言ったろう？」


    



    　彩葉が目を丸くした。


    　あのときは、特に狙ねらいがあったわけではない。


    　本当に遊びに付き合ってくれると思ったわけでもなかった。


    　それでも、彩葉は頷うなずいてくれた。


    　それを利用するのは卑ひ怯きようなことなのかもしれない。


    　だけど僕はそれを利用してでも、もう一度彩葉と向き合いたい。


    　──過去に、烏川彩葉の態度や人格が豹ひよう変へんしたことがあるのではないか──


    　そう言われて、僕は違うと否定できなかった。


    　一瞬でも、彩葉のことを疑ってしまったんだ。


    　神器少女の敵だとしても、僕は彩葉のことが知りたい。


    　それは時間が過ぎれば過ぎたぶんだけ難しくなって、意味もなくなっていくんだろう。


    　だから〝今〟なんだと思うんだ。


    　それがきっと、直感というものなんだと思う。


    　右手に提げた鞄かばんを意識する。


    　今日もそこには〈ヨシツネ〉がいる。


    　彼女も、今の彩葉の様子を側そばで確かめたいと言ったからだ。


    　彩葉が小さく唇くちびるを嚙かんだように見えた。


    「……ナギ」


    　ただひと言、名前を呼んだ。


    「うん」


    　言葉の続きは、すぐには返ってこなかった。


    　少し俯うつむいて、手をキュッと握って彩いろ葉はは黙り込んでしまう。


    　美み紺こんは、もしかしたら彩葉にも予知能力みたいな力があるんじゃないかと言った。


    　だとすると今、彩葉にはどんな未来が視みえていて、どう葛かつ藤とうしてるんだろうか。


    　未来なんか見えてないのだとしたら、どんなことで悩んでるんだろうか。


    　僕はそれを想像することはできても、わかってあげることができない。


    　それでもただひとつ、確かなことがある。


    　僕はやっぱり、彩葉を手放したくないということだ。


    　やがて、観念したように彩葉は頷うなずいた。


    「……わかったわよ」


    「ありがとう」


    　日ひ傘がさを手に取って、彩葉が出てくる。


    　その格好を見て、僕はちょっと面食らった。


    　休みの予定はないと言っていたけど、出かけるつもりだったんだろうか。


    　彩葉は、学校の制服を着ていた。


    　まるで、これから僕がなにを言うか知っていたみたいに……。


    　彩葉はツイッと僕を見据える。


    「それで、どこに行くつもり？」


    　僕はいつもの通学路に目を向けた。


    



    「学校とか、どうかな？」


    



    　どう考えても遊びに行く場所じゃないけど、僕はそう言った。


    　休み中も、部活動があるところはある。補習なんて場合もあるだろう。


    　制服さえ着ていれば、普通に校内に入れるだろう。


    　かく言う僕も、今日は……というか休み中はずっと制服を着ていた。一応、禍か音のんさんの説得も部活だからね。


    　僕の提案に、彩葉は特に驚いた顔はしなかった。


    「そう……」


    　ただひと言、懐なつかしそうに、寂しそうに、そう呟つぶやいて。
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    　休日に学校に来るのって、思ったよりも変な気分だな。


    　普段なら授業をしているはずの時間に、グラウンドじゃ運動部の部員が声を張り上げていて、吹奏楽部の演奏なんかが聞こえてくる。


    　なんだか授業をサボってウロウロしてるような錯覚を抱いた。


    　彩いろ葉ははというと、特に口を開くこともなくただ隣をいっしょに歩いてくれていた。


    　窓から射さし込む陽ひの光が、廊下に窓枠の模様を作っていた。誰もいない廊下は、奇妙なほど広く、長く見える。


    　そこを彩葉と二人で歩いてるとなんだか背徳じみた楽しさが込み上げてきて、落ち着かない気持ちだ。


    　僕の目的地は、一応部室だった。


    　そこでなにがあるってわけじゃないけど、今の神しん器き少女が過ごしている空間というのを見てほしい気がして。


    　でもその前に、職員室に行かなきゃいけなかった。


    　美み紺こんに聞いてみたら、部室の鍵かぎはゲシュ先生が管理しているらしい。僕はあのおっさん教師が顧問らしいことをしているのを初めて聞いた。


    　気は進まないけど、あの先生に頼まないと仕方がない。


    　ノックをして、職員室を開けると意外に結構な数の先生がいた。ああ、そうか。休み中も部活に出る生徒はいる。その顧問の先生が出てこないわけにはいかないんだ。


    　その中からゲシュ先生を捜すのは、実に簡単だった。


    　ひとりだけ、全てを投げ出したような空気を発している先生を捜せばいいんだから。


    「お、山やま戸どか？　こんなとこでなにしてる？」


    　もくもくと紫煙を吐きながら、ゲシュ先生は面倒くさそうに顔を向けてくる。


    「ちょっと部室に用があるんですけど、鍵使わせてもらえますか？」


    「部室？　なんでまた。葉は此このの方はどうなってるんだ？」


    　不思議そうな顔をされる。


    　今部室に行っても、神器少女はひとりもいないんだから当然だろう。


    「まあ、禍か音のんさんの頼みというか……」


    　ゲシュ先生は職員室の入り口に目を向ける。


    　そこには、彩葉がポツンと立っていた。


    「ふむ……」


    　悩むように腕を組んで、ゲシュ先生は大きく息を吸う。煙草たばこの先が、チリチリと赤く燃えていた。


    　それから、彩葉に向かって手招きをする。


    　彩葉は露骨に嫌いやそうな顔をするが、やがて先生のところまで来る。


    「烏からす川がわ。お前、怪我はもういいのか？」


    　なんだか、引っかかるもの言いだった。


    　教師なら彩いろ葉はが怪け我がで学校を休んだことを知ってるのは、なにもおかしなことじゃないんだけど……。


    　なんていうか、怪我の理由を知ってるみたいな口ぶりだ。


    　彩葉は髪を振り払い、平然とした顔で頷うなずく。


    



    「ええ。先生の奥さんの手当てのおかげで」


    



    　彩葉の切り返しに、ゲシュ先生の顔が青ざめる。


    　え、噓うそ、なに？　この人、結婚してんの？　左手に指輪は……ないみたいだけど。


    　先生はまるで殺されるかのように首を横に振る。


    「バ、バカ、あいつはそういうのじゃねえから！」


    「ではご兄弟ですか？　とても綺き麗れいな方でしたが」


    　ゲシュ先生はガシガシと頭を搔かきむしる。


    「あー、あー、もういい。わかった。俺が悪かった」


    　なんだか知らないけど、触れられたくない話題らしい。


    　恨うらめしそうに、先生が彩葉を睨にらんでいた。


    　それから、引き出しを開けて一本の鍵かぎを取り出す。


    「入るのはかまわんが、神器少女あいつらと問題になることはするなよ？」


    　彩葉は肩を竦すくめる。


    「私は、呼ばれただけですが」


    　怪け訝げんそうな顔で、先生が僕を見る。


    「まあ、はい。部室を見てもらいたくて……」


    　先生は悩むように瞑めい目もくして、それから鍵を手渡してくれた。


    「まあいい。お前がいいと思うんなら、やってみろ」


    　普段のだらけた態度が噓のように、真ま面じ目めな顔でそう言われた。
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    　廊下に戻って、僕は彩葉に聞いてみた。


    「彩葉、さっきのやりとりは、どういう意味だ？」


    「さっきのって、どれのこと？」


    　確かにいろいろ引っかかるやりとりだった。どこにピントを絞ればいいのやら。


    「その、彩葉が怪我したこと、ゲシュ先生って理由知ってるの？」


    「あのとき、私を医者まで連れていったのがあの先生だから」


    　なんでもなさそうにそう言われて、僕は目玉が飛び出すかと思った。


    「へ……っ？　じゃあ、あのときゲシュ先生もいたの？」


    「そのようね」


    「いや、でも待って。あの先生、人生相談部の顧問だよね？」


    「それを私に確かめられても困るわ」


    　一週間ちょっと前。叢そう子この暴走に巻き込まれた彩いろ葉はは、ひとりでは立てないほどボロボロだったんだ。


    　それを、ゲシュ先生が助けたってことらしい。


    　神しん器き少女の悩みを解決するための先生が、それをやっちゃっていいのかな？


    「いや、ちょっと待って？　それじゃあの先生、僕が右う往おう左さ往おうしてたの全部見てたの？」


    「それは顧問なのだから、そうではないの？」


    　うおぉぉお……ッ。


    　陰で笑われてたのかと思うと、腸はらわたが煮えくりかえりそうだ。


    「別に嘲あざ笑わらっていたわけではないと思うけれど……」


    　ボソリと、彩葉がそうフォローしていた。


    「というか、あの先生って結婚してるの？」


    「違うと思うわ。せいぜい友達以上、恋人未満程度の関係でしょう」


    　どうやら、その恋人未満の彼女に、彩葉は手当てをしてもらったらしい。結構な美人だったんだとか。


    　三十過ぎてなに中学生みたいなことをやっているのかと、彩葉も呆あきれたようなため息を漏もらす。


    　でも、僕にしてみれば他ひ人と事ごとじゃない。


    　僕が三み十そ路じを過ぎたとき、そうなってない保証はないんだ！


    「でも、それ知ってて茶化す彩葉も容赦ないよね」


    「あの先生の話をはぐらかすときは、これがいいのよ」


    　その言葉で、僕は足を止めてしまった。


    「彩葉……。ゲシュ先生のこと、前から知ってるの？」


    「……三年前に、会ったことがあるわね」


    　きっと、それ以外にもあるんだろうなと思った。


    「三年前って、あの草くさ薙なぎの剣の博覧会の……？」


    　彩葉は小さく頷うなずいて、振り返った。


    「あのころ、皇すめらぎは自衛官だったわ」


    　意外な答えに、僕は目を見開いた。


    　でも、納得できた気もした。


    　あの先生、見た目によらず体格がいいんだ。スポーツ選手かなんかみたいに。


    　それにそのとき神しん器き少女と関わっていたんなら、今ここにいるのもわかる。たぶん、先生たちには神器少女の監視みたいな役割もあるはずなんだから。


    「彩いろ葉はは、そのときも先生に救助されたってこと？」


    「ナギもでしょう？」


    　そうか。


    　僕はそのとき重傷だったし、まるで覚えてな、い、けど……？


    



    「あれ？　ちょっと待って。僕を救助してくれたのって……えっ、ゲシュ先生なの？」


    



    　彩葉が初めてびっくりした顔をした。


    「知らなかったの？」


    　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！


    　頭の中には、それしか浮かばなかった。


    　僕のっ、僕のヒーローがっ！　あのおっさん教師だとぉっ？


    　柱に向かって頭を叩たたきつける。


    　うおぉぉ……なんてこった。


    　三年前、死にかけた僕を自分の命の危険も顧かえりみずに助けてくれた誰かがいた。


    　名乗りもしなかったその人みたいに、困った人を助けられる人間になりたいっていうのが僕の人生目標だ。


    　憧れだ。まさに理想だったんだ。


    　その正体が、よりによってあの先生だったなんて。


    　酷ひどいよ。あんまりだよ、こんなの……。夢が壊れちゃうよ。


    　打ちひしがれる僕を見て、彩葉がさすがに戸惑った声を漏もらす。


    「ご、ごめんなさい。もう、知ってると思って……」


    　三年前の話をしていたからだろうか。


    　珍しく表情を崩した彼女は、あのころの彩葉と同じ顔をしていた。
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    　ややあって、僕らはＭ．Ｏ．Ｅ．人生相談部の部室にたどり着いていた。


    　鍵かぎを開けると、いつも通りの部室が広がっていた。


    　折りたたみ式のテーブルには叢そう子この如じよ雨う露ろが残っていて、美み紺こんが座る椅い子すも窓際の定位置にある。イクスの椅子の下に、なにかの原石らしい石が転がっていた。


    　僕はその石を拾ってテーブルの上に載せる。


    「僕らは、いつもここで部活をしてるんだ」


    　そう話すと、どうしてだろうか。


    　彩いろ葉はが泣きだしそうな顔をしているように見えた。


    　フラリと足を踏み出すと、ツイッとテーブルを撫なでていく。


    　壁の戸棚に触れて、その中の雑多な宝石を眺めて。


    　最後に窓際の椅子に近づくと、半分だけカーテンを閉めて陽ひ射ざしを遮さえぎる。


    　なんでだろう。


    　僕はそんな彩葉の後ろ姿を初めて見る気がしなかった。


    　それどころか──


    



    　──ナギくん──


    



    　そう言って、いつもとはまるで違う柔らかい笑顔を浮かべる彩葉を見たような気がした。


    　僕は、普段美紺が座っている椅子から目を離せなくなった。


    「ねえ、彩葉……」


    「……なにかしら」


    



    「彩葉は、ここに初めて来たんだよね？」


    



    　振り返った彩葉は、目を見開いていた。


    　それから、静かに首を横に振る。


    「初めてよ。……私はね」


    　僕はいつもの自分の椅子を引き寄せて、腰かけた。


    「話してくれないか？　彩葉のこと」


    　彩葉を人生相談部に誘う。


    　それは確かに、今の目的のひとつだ。


    　でも、その前に僕は彩葉のことを知らなきゃいけないと思う。


    　いや、知りたいんだ。


    「彩葉が神しん器き少女と戦うことを選んだのは、三年前に僕が殺されかかったから。そうなんだろう？」


    　彩葉は答えなかった。


    　だけど僕は続ける。


    「たぶん、僕と彩いろ葉はの立場が逆だったら、彩葉と同じことを選んでたと思う。だから、僕にはそれを否定することなんかできない」


    「……いいえ。違うわ」


    　初めて、彩葉が否定した。


    　答えられないことには、沈黙しかしなかったのに。


    「ナギは、両方助けようとするのよ。神しん器き少女も、私のことも」


    　確かに、僕はそうやって叢そう子こを暴走させた。


    「それは僕が彩葉とも神器少女とも関わってたからだ」


    「違うわ。あなたは関わっていなくても、そうするの。そう、したのよ……」


    「それって、三年前のこと……？」


    　そこで叢子と出会ったこと。彩葉もいたこと。断片的には思い出したけど、僕はその全部を思い出したわけじゃない。


    　彩葉は、また答えなくなった。


    「教えてくれ、彩葉。僕はそこでなにをしたんだ？」


    「もう、過ぎたことよ」


    「過ぎてない。だって、彩葉はまだそこから動いてないだろう？」


    　胸を押さえて、彩葉が後あと退ずさった。


    　図星だったんだろう。揺らいだんだと、わかった。


    「僕のせいで神器少女を許せないっていうんなら、それは間違いだ。彩葉が恨うらむべき相手は、僕のはずだ」


    「……違う」


    「違わない。僕は彩葉にそんな復ふく讐しゆうみたいなことはしてほしくない」


    「あなたには関係ないでしょう！」


    「関係あるから言ってるんだ！」


    　怒鳴られようと、睨にらまれようと、憎まれようとも、ここで彩葉を離すわけにはいかない。


    　断固として僕が言い返すと、彩葉がギリッと歯を食いしばった。


    「どうしてっ、あなたは、いつもそんなに私にかまうの！」


    



    「──そんなの、君が好きだからに決まってるじゃないか！」


    



    　気がついたら、僕はそう言ってしまっていた。


    　慌てて口を押さえるけど、今さら手遅れだ。


    　今ごろになって心臓がどきどきしてきて、顔が熱くなった。


    　とても彩いろ葉はの顔を直視できなくて、顔を背そむけた。


    　へなへなと、彩葉がへたり込む。


    「どうして、よ……」


    　どうしてなんて言われても、そんなの答えられない。


    　理由を挙げたとしても、それは結局あとからつけたものでしかない。


    　どうして好きになったかなんて、答えなんてないと思う。


    　ぽろっと、彩葉の目から涙が溢こぼれた。


    　間違っても歓喜の涙ではなかった。


    　僕の気持ちは彩葉を傷つけるものだったんだろうか。


    　途端に後悔と罪悪感がこみ上げてくる。　


    　でも、なんでだろう。


    　彩葉の表情は傷ついたというより、揺らいじゃいけないものが揺らいだみたいに見えた。


    　顔を覆おおって、彩葉は嘆なげいた。


    「私、……に、……じゃない」


    「え……？」


    



    「私、嫌われるように、がんばったじゃない！」
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    　──嫌われるように──


    　そう、まるで嫌われたいみたいに、彩いろ葉はは冷たくなった。


    　三年前、僕が退院したときにはそうなってたんだ。


    　どういう、ことなんだ？


    　堪こらえきれなくなったように、彩葉は駆け出す。


    「待って、彩葉！」


    　部室を飛び出そうとして、彩葉の足が止まった。


    　そこには、彼女を止めるように小さな影が佇たたずんでいた。


    



    「禍か音のんさん……？」


    



    　そこにいたのは、梃て子こでも部屋から出ようとしなかった神しん器き少女──禍音さんだった。


    　今日はちゃんと制服を着ている。


    　いつかの図書室のときみたいに学校に出るなんて、二度はないと言い切ったのはほんの昨日の出来事だったはずだ。


    　彩葉がキュッと目を細める。


    「……聞いていたの？」


    「うん」


    　カッと彩葉の顔が赤くなって、手を振り上げる。


    「彩葉！」


    　僕が叫ぶと、彩葉は振り上げたままの手を握り、腕を下ろす。


    「どいて」


    「ダメ」


    　それから、禍音さんはペコリと頭を下げる。


    「葉は此この禍音。……初めまして？」


    　名乗ってから、首を傾かしげる。


    「それとも、久しぶり？」


    　彩葉が目を細める。


    「初めまして、で合っているわ」


    「そう」


    　どこうとしない禍音さんを押し退のけ、彩葉は部室を出ようとする。


    　それを、禍音さんは両手を広げて止める。


    「……っ、いい加減にして」


    　禍か音のんさんは首を横に振る。


    



    「彩いろ葉は、人生相談部に、戻って」


    



    　戻る？


    　入るじゃなくて、戻る？


    　どういう意味だ。彩葉は過去に人生相談部にいたことがあるのか？


    　彩葉が唇くちびるを嚙かんだ。


    「やめなさい、禍音」


    「やめない。彩葉がいないと困る」


    「どうしてよ」


    　切実な声こわ音ねで、禍音はこう告げた。


    



    「未来はまだ、変わってない」


    



    　ヒュッと、彩葉が息を呑のんだ。


    　ちょっと待って……。未来って、どういうことだ？


    　禍音さんが視みえるっていうのは聞いたけど、彩葉も本当にそうなのか？　美み紺こんの言ってたことは、正しかったのか？


    　彩葉が後あと退ずさった。


    「そんな……でも、私は、ちゃんと……」


    「彩葉なら、わかるはず」


    　愕がく然ぜんとした顔で、彩葉は僕を見た。


    　まるで僕がとんでもない過ちを犯すみたいに。


    　あるいは、とんでもない目に遭うみたいに。


    　禍音さんは、言葉を続ける。


    「未来を変えたいなら、不用意に変化を起こしてはいけない。私はそう、言ったはず」


    　初対面だと言っておきながら、二人はやはり古くからの知り合いのように語る。


    　僕の前だから、そういうふうに振る舞ってるんだろうか？


    　でも、それなら彩葉はもっとうまく振る舞えたんじゃないかな。


    　彩葉は、疲れたようにテーブルに寄りかかった。


    「……わかったわよ。人生相談部に入る。それで、いいのでしょう？」


    「うん」


    　フラフラと、彩葉は部室を出ていく。


    　今度は、禍か音のんさんも止めなかった。


    「彩いろ葉は」


    「──今は、ひとりに、して」


    　そう言って去っていく彩葉を、僕は止めることができなかった。


    　彩葉の背中が見えなくなって、僕はようやく禍音さんに目を向けた。


    「どうして、ここに来たんだい？」


    　告白を立ち聞きされたことは、ちょっと恥ずかしい。


    　でも、なにをしても予知は変わらないと言った彼女が、どうして彩葉に怒られるのを承知でここに来たんだろうか。


    　禍音さんは首を横に振った。


    「わからない」


    　自分のことのはずなのに、途方にくれたようにそう言った。


    「こうなることは、視みえなかったの？」


    「ううん。知ってた」


    　僕はちょっと面食らった。


    「知ってたのに、どうして？」


    　禍音さんが来ても来なくても、彼女が視た予知は変わらない。


    　なら、嫌いやな気持ちになるのがわかってて、なぜここに来たんだろう。


    「ただ……」


    　キュッと胸を押さえた。


    「視えたら、こうしないといけない気がした」


    　もしかしたら、禍音さんは自分が思ってるほど、この世界に絶望してはいないのかもしれない。


    　それはとても大切で、嬉うれしい事実だった。


    「それはね、たぶんこういうことなんじゃないかな」


    　僕は自分の頭を指で示す。


    「禍音さんがそうは考えなくても、禍音さん自身はそうしたいって思ったんだよ」


    　わからないというように首を傾かしげる禍音さんに、僕は自分の胸をトンと叩たたいた。


    「ハートってものは、頭じゃなくて胸にあるもんなんだからさ」


    　心ってものは、理屈じゃないと思う。


    　僕はそれで彩葉を傷つけたのかもしれないけど、でもこの心ってものを殺しちゃいけないと思う。


    　ああ、そうか。なんだかわかった気がする。


    　彩葉はずっと、その心ってものを殺してきたんだ。


    　でも、この心ってものは雑草並みにしぶといんだ。


    　踏んでも捨てても、消えてなくなったりはしない。


    　傷ついても、歪ゆがんでも、それは胸の奥にあるものなんだ。


    　何度も失敗して、諦あきらめてしまった禍か音のんさんの心は、傷ついてすり減ってしまったのかもしれない。


    　禍音さんは、それでもまたこうして心ってものに従って動いてくれた。


    　彩いろ葉はは、今もそれを殺そうとしてる。


    　何度も何度も、殺してきたんだ。


    　だから、僕は彩葉を放っておけなくなったんだ。


    「……そう」


    　禍音さんは、ただひと言そう呟つぶやいた。


    



    　とうとつなＭ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴り響いたのは、そのときだった。
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    「待って、禍音さん！」


    　突然、禍音さんが走り始めて僕は慌てて追いかけた。


    　校庭では、部活動の生徒たちが避難の列を作っている。それに見つからないように、僕たちは校門を潜くぐる。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報……。


    　でも、前のパンデミックから一週間くらいしか経たってないぞ？


    　禍音さんが首を横に振った。


    「パンデミックじゃない」


    　そう言って、僕の鞄かばんに目を向ける。


    　……もしかしなくても、〈ヨシツネ〉のこと、バレてる？


    〈ヨシツネ〉も空気からそれを感じたらしい。


    『たぶん、ボクと同じ〈英雄〉シリーズ──昨日の日ひ向むかい茜あかねだね』


    　確かに、アカネがあのまま引き下がるとは思ってなかった。


    「神しん器き少女が襲われてるってこと？」


    　禍音さんは首を横に振った。


    「狙ねらわれたのは、神器少女じゃない」


    「じゃあ、誰が……」


    　その答えは、すぐに目の前に現れていた。


    



    「彩いろ葉は！」


    



    　道路の真ん中で、彩葉が立ち尽くしていた。


    　その前の地面が、焼け焦こげて大きく抉えぐられていた。


    　この辺りは住宅街だけど、幸いというか住人の姿はない。休日だから出かけてたり、すぐに避難したりしたんだろう。


    　駆け寄ろうとする僕を、禍か音のんさんの腕が止めた。


    「ああん？　……また、ヤマダじゃん」


    　聞き覚えのある声に顔を上げると、民家の塀へいにひとりの少女が腰をかけていた。


    「アカネ……」


    　今日のアカネは、彩葉と同じようなスーツに身を包んでいた。


    　強化外骨格というやつだろう。


    　こちらは翼みたいなものはなくて、背中に増ぞう槽そうみたいなタンクを二本負ってる。頭にもヘルメットじゃなくてソナーみたいな部品がついていて、彩葉の〈ヨシツネ〉とはまたコンセプトが違うんだろうと感じた。


    　二の腕から先は、義手ではなくて機械が繫つながれていた。


    　機械だ──戦車の砲台みたいな大きな筒だ。


    　小声で、〈ヨシツネ〉が囁ささやきかける。


    『第二世代型英雄〈クー・フーリン〉──荷電粒子砲搭載型の外骨格だよ。あんなものを街中で使うなんて、正気とは思えないね』


    「知ってるの？」


    『うん。彼女、ずいぶん彩葉をライバル視してたから』


    　まさか、それで彩葉を攻撃したっていうのか？　威い嚇かくだとしてもやりすぎだろう。


    　アカネはカラカラと笑う。


    「というかさ、なんで彩葉、そいつらといっしょにいるわけ？」


    「……彼らは関係ないわ」


    　アカネは首を横に振る。


    「そっちの女は神しん器き少女でしょ？　データにあったわ。神器少女を前にして、なんで彩葉はなんにもしないわけ？」


    　英雄機関──彩葉に〈ヨシツネ〉を与えた、神器少女を狩るための組織だという話だ。


    　戦うことをやめてしまった彩葉は、その組織から罰を与えられるんだろうか？


    　キュッと手を握り締める彩葉を見て、アカネはひらりと彼女の後ろに降り立つ。


    　そのまま巨大な砲塔を構える。まるで彩葉を庇かばうように。


    



    「ごめん、彩いろ葉は。ちょっと意地悪だったわ」


    



    　それは、間違っても敵対者の言葉ではなかった。


    　まるで大切な友人に接するように、アカネは彩葉に言う。


    「彩葉が負けるなんてあり得ない。なんか弱み握られたんでしょ？」


    「ち、違う！　私は──」


    「アタシがこいつら全部片付けてやるよ！」


    　そう言って、腕の大筒を僕に……正確には、僕の後ろの禍か音のんに向ける。


    「そらそら、逃げないと死んじゃうよヤマダ！　あんた、そんな化け物のために死ねるの？」


    　逃げるわけ、ないだろうが！


    　僕が両手を広げて禍音を庇かばったときだった。


    



    　パンッと、アカネの頰ほおを叩たたく手があった。


    



    「え……？　彩葉、なんで……」


    　叩いたのは、彩葉だった。


    　アカネを止めるように、その正面に回り込んで。


    　彩葉自身も驚いたような顔をして、アカネの頰を打った手を押さえる。


    「……やめなさいと、言っているの」


    　キュッと唇くちびるを嚙かみ、彩葉はアカネを睨にらむ。


    「この子は…………じゃない」


    　彩葉がなんと呟つぶやいたのか、僕にはわからなかった。


    　聞こえなかったんじゃない。それを彩葉が口にしたことが、信じられなかったんだ。


    



    「化け物じゃ、ないわ。この子たちは……」


    



    　なんとなく、わかった気がした。


    　彩葉の本心が、一体どこにあるのか。


    　──人じゃ、ないわ──


    　かつて神しん器き少女と対たい峙じしたとき、彩葉は彼女たちに対してそう言った。人ではなく、ものであるように言ったんだ。


    　でも、決して〝化け物〟だとかそういうふうには言わなかった。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．に感染した機械がどんな怪物に変へん貌ぼうするかだって、彼女は知っていたはずなのに。


    　神器少女を傷つけたいなら、もっと残酷で汚い言葉があったはずなのに。


    　さっきの彩いろ葉はの言葉を真ま似ねるなら、彼女なりに精一杯〝がんばって〟神しん器き少女を傷つけようとしても、そこまでなんだ。


    　彩葉は神器少女を否定していない。


    　憎むことができていない。


    　どれだけ歯を食いしばって神器少女を傷つけても、自分以外の誰かが彼女たちを傷つけたら許せないんだ。


    　それってさ、結局彩葉もこっち側だってことなんじゃないかな。


    　愕がく然ぜんとして、アカネが腕を下ろす。


    　巨大な戦車みたいな砲塔が、アスファルトに亀き裂れつを入れた。


    「なんか、弱み、握られたんだよね？」


    「……知っているでしょう？　彼女たちは、そんなふうにさかしくはない」


    　気まずそうに俯うつむいて、彩葉はそう言った。


    　はは、とアカネが乾いた笑い声を漏もらした。


    「……彩葉も、裏切るの？」


    「ええ。裏切ることにしたわ」


    　アカネが歯を食いしばる音が、僕のところまで聞こえてきた。


    



    「裏切り者！」


    



    　そう吼ほえて、アカネが腕を振り上げる。


    　砲塔の腕で道路を抉えぐりながら。


    　自身の身の丈より大きな砲身は、軽く触れるだけで人ひとりくらい押し潰つぶすだろう。


    「そんなこと──」


    『──させない！』


    　僕が飛び出すのと同時に、ひとりでに鞄かばんが持ち上がった。


    　それは一度僕の頭より高く上がってから、さらに加速して前へと飛び出していく。


    　そして、アカネの腕が彩葉に届くよりも速く、砲身へと衝突する。


    　真上から振り下ろした鞄は、目が眩くらむような火花を散らしてアカネの砲身を弾いていた。


    　よろめいて、アカネは大砲の腕を下ろす。


    「どう、して……」


    　そんな声を漏らしたのは、アカネじゃなかった。


    「どういうこと──〈ヨシツネ〉」


    　彩葉だ。


    



    　アカネの一撃を止めたのは、鞄かばんから飛び出した〈ヨシツネ〉だった。


    



    　その柄つかを握ってるのは、僕の手だ。


    　折れた刀身は、完全な形を取り戻していた。


    『いい反応だったよ、ナギ。ボクだけじゃ間に合わなかった』


    「そ、それはどうも……」


    〈ヨシツネ〉は褒ほめてくれたけど、僕は喜ぶ気分じゃなかった。


    　アカネはすでにいつでも動けるように身構えている。


    　反面、僕の方は鋼鉄の塊かたまりに剣を叩たたきつけたもんだから、手が痺しびれてなんの感覚もない。


    　アカネの砲身〈クー・フーリン〉を弾いたのだって〈ヨシツネ〉の力なんだろう。僕は添え物みたいなもんだ。そのくせ、〈ヨシツネ〉には刃は毀こぼれひとつないんだから大したもんだ。


    「……なんで、あんたがそれ持ってんのよ」


    「どうしてナギが〈ヨシツネ〉を持っているの？」


    　アカネが凄すごみを利かせて、彩いろ葉はも睨にらんでくる。


    「ち、ちょっと、説明が難しい、かな？」


    　乾いた笑い声を漏もらしていると、〈ヨシツネ〉のランプが光った。


    『ナギを責めないであげて。ボクが頼んだんだ』


    「……なぜ？」


    『ボクがそれを最善だと思ったから』


    　さすがに、付き合いが長いんだなと感じられる言葉だった。


    　たぶん、彩葉は自分を救いたいなんて言われたら拒絶するんだろう。


    　批難がましく睨む彩葉に、〈ヨシツネ〉は明るい声で続ける。


    『ボクは彩葉の剣だ。彩葉が必要とするなら、いつでもボクは君の敵を葬ほうむろう。だけどね』


    



    『ボクは君の〝心〟ってものも守ってあげたいんだ』


    



    　そう言った〈ヨシツネ〉は、僕を見ていたように感じた。


    「──ふざけんな！」


    　アカネが怒声をあげる。


    「兵器がなに勝手なこと言ってやがる！　アタシを裏切るんなら、みんな敵だ！」


    　アカネがもう一度砲塔の腕で地面を薙なぎ払う。


    〈ヨシツネ〉はそれを真まっ直すぐ迎え撃ち、痺れた手にもう一度衝撃が伝わる。


    　手から離れるかと思ったけど、剣はまだ僕の手に残ってくれていた。たぶん、〈ヨシツネ〉自身が手に張りついたというか、踏み止とどまってくれたんだろう。


    『気をつけてナギ。荷電粒子砲が来るよ』


    　ハッとして前を見ると、アカネは大きく後ろに跳んで大砲を構え直していた。


    　その砲口は、僕の腕がスッポリ入りそうなほど大きく、深い。


    　当然のことだけど、僕は〈ヨシツネ〉を握っていても剣の振るい方なんて知らない。


    「貸しなさい、ナギ──」


    　彩いろ葉はが手を伸ばすけど、ちょっと間に合わない。


    　アカネの大砲が荷電粒子の光を放出したときだった。


    



    　その光が、パシュンと消えた。


    



    「え……？」


    　アカネのすぐ目の前を、小さな球体が漂っていた。


    　水晶みたいに透けていて、そこに魔方陣みたいな精せい緻ちな紋章が刻まれている。


    



    『──厄さい災やくの機はたを織おり、絶望の檻おりを紡つむぐ。我は禍わざわいの娘なり──』


    



    　禍か音のんの、そんな声が響いた。

  


  [image: ]


  
    　ハッとして振り返ると、禍か音のんが自分の胸に腕を突き入れていた。


    「はぅ……」


    　ため息のような吐息を漏もらして、小さな小箱が引き抜かれる。


    　同時に、毒のような紫の光が集つどい禍音の体を包み込んでいく。


    　それは、紫のローブだった。


    　魔法使いか、そうでなければ神官みたいなローブだ。頭には魔女みたいな帽子をかぶっていて、周囲に宝石みたいな球体が浮かんでいた。


    



    「我は神々の悪意。破滅の揺り籠かご──神しん器き少女パンドラの箱──」


    



    　禍音が、神しん霊れい化かしていた。


    　なにをしても、未来は変わらない。


    　そう嘆なげいた少女が、自分から動いたんだ。


    　その深紅の瞳は相変わらず気けだるそうで、しかし確かな怒りの色が滲にじんでいた。


    「──彩いろ葉はを、虐いじめるな」


    　浮遊する宝石が、アカネ目がけて殺到する。


    　さっき、荷電粒子砲を相そう殺さいした球体だ。


    　神話に語られるパンドラの箱は、あくまで災さい厄やくの入れ物だ。禍音が操あやつるそれが宝石の形をしているのはまだわかるけど、今の消滅みたいな力はなんなんだ？


    　アカネもその正体は知らないらしい。


    　警戒するように横に飛んで、また砲口を向ける。


    「彩葉、今のうちに隠れて」


    　僕らは道路のど真ん中にいるんだ。しかもアカネと禍音の間に立ってることになる。


    　人の家だけど、塀へいの陰に彩葉を押し込んで、僕は道路の様子をうかがった。


    「消し飛ばせ──〈クー・フーリン〉！」


    　再び、破壊の光が放たれる。


    　でも禍音は落ち着いた仕草で宝石を操る。


    「無駄」


    　禍音の周囲に浮かぶ球体が、光の渦に飛び込んでいく。


    「閉じろ」


    　パシュンと音がして、高熱の光が消失した。


    「──っ？」


    　これにはアカネも目を見開く。


    　砲撃を消滅させた球体は、そのままアカネを取り囲むように地面へと着弾する。


    　禍か音のんが手首を返して、指を空に向けて突き出す。


    「──開け」


    　アカネを取り囲む宝石が、鮮烈に輝き始める。


    「くっ──」


    　アカネは咄とつ嗟さに飛び退のくけど、とうてい逃のがれられる範囲じゃなかった。


    　天を射い貫ぬくような、光の柱が立った。


    「なんだ、あれ……？」


    「……〈クー・フーリン〉の荷電粒子砲よ」


    　彩いろ葉はがそう教えてくれたけど、これ、アカネが使ったときよりずっと強力なんじゃないか？


    　それから、禍音が「閉じろ」とか「開け」とか言ってたことを思い出した。


    　もしかして、禍音は相手の攻撃をどこかに──それこそパンドラの箱の中に閉じ込めて、一気に放つことができるのか？


    　直撃は避けたものの、アカネの外骨格は一発でボロボロになっていた。


    「こなくそっ！　〈クー・フーリン〉──パイルバンカー」


    　それでも、アカネは身を[image: ]よじって砲身の腕を掲げる。


    　粒子砲が、杭くいのような形に変へん貌ぼうした。


    「直接攻撃なら──」


    「無駄なの」


    　空から急降下するアカネに、禍音はそっと手を伸ばした。


    　避よけないつもりか？


    「危な──」


    　僕が叫んだときには、アカネの鉄てつ杭くいが禍音を直撃していた。


    「……っ、なん、なのよ、これ」


    　禍音を押し潰つぶすはずの鉄杭は、半なかばから消失していた。


    「パンドラの箱に、封じられないものは、ない」


    　世界を覆おおうほどの災さい厄やくを解き放ったということは、それだけの災厄を内包できるということなんだ。


    　禍音が、アカネの顔に触れた。


    



    「未来、捨ててみる？」


    



    「ひっ──」


    　アカネが青ざめる。


    　圧倒的だった。


    　かすり傷ひとつ受けることなく、禍か音のんはアカネを無力化していた。


    　アカネだって、この前戦っていた彩いろ葉はと比べてもそう劣ってるようには見えないのに。


    　ふと、美み紺こんの言っていたことを思い出した。


    　──烏からす川がわ彩葉が予知能力のような力を持っているとしたら、私たちが一いつ蹴しゆうされたことも説明できる──


    　禍音の力はその予知能力だ。アカネの動きも全部視みえていたんだろう。


    　戦いに使うと、ここまで一方的になるのか……。


    　そんな禍音を、ふわりと止める手があった。


    「十分よ。もうやめなさい、禍音」


    　いつの間にか僕の後ろから抜け出していたらしい。


    　彩葉が、禍音を後ろから抱きしめていた。


    「……うん」


    　禍音は存外におとなしく、アカネを解放した。


    　消えたはずの腕は、義手の形に戻っていた。


    「アカネ。今日は帰りなさい。こんなところで、無意味に死にたくはないでしょう？」


    「……っ、くそ！」


    　悪態をついて、アカネは跳び上がった。


    　外骨格のエンジンも壊れたらしく、飛行してもヨロヨロと落ちていく。


    　アカネの姿が見えなくなってから、僕は彩葉と禍音に振り返った。


    「いいのかい？　あれで」


    　彩葉は小さく頷うなずいた。


    「アカネは、友達だと思っていた人間から見捨てられて、腕をなくしたの」


    　だから〝裏切り〟という行為に過敏に反応してたのか。


    「いずれ、自分で間違いに気づくわ。あれで彼女は強い子だから」


    　そういうふうに認めてくれる彩葉だから、アカネも懐なついてたのかな。


    　でも、僕が気になるのは彩葉とアカネの関係じゃない。


    　禍音を抱きしめたままの彩葉に、僕は改めて問いかける。


    「君たちは、どういう関係なんだ？」


    　英雄のアカネをほとんど秒殺するほどの力を持っていながら、禍音は今まで一度も戦おうとはしなかった。


    　それが、彩葉のためなら神しん霊れい化かまでした。


    　彩葉にしても、禍音を化け物呼ばわりされてアカネを叩たたくほど怒った。


    　これは絆きずなと呼べるくらい、強い繫つながりなんじゃないか？


    



    「それは、私たちも興味があるな」


    



    　振り返ると、いつの間にか美み紺こんたちがやってきていた。


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴ったから来てみれば、まさか君が戦っているとはな。禍か音のん、君が神しん霊れい化かした姿は、私も初めて見たよ」


    　それから、僕と〈ヨシツネ〉に目を向ける。


    「君たちも、ずいぶんおかしな取り合わせのようだね」


    　どうしよう。


    　なんだかとてもややこしい状況になってしまった。


    　イクスも胡う散さん臭くさそうに睨にらんできてるし、叢そう子こは蒼そう白はくになってオロオロしてる。


    「ち、違うんです！　わたしが、ナギくんに頼んで〈ヨシツネ〉さんを預かってもらってたんです！」


    　耐えきれなくなって、叢子がそう言ってしまった。


    　仕方なさそうに、〈ヨシツネ〉が答える。


    『そう彼らを怒らないでくれないかな。ボクが自我を持ってると知って、壊せなくなっただけなんだ。だから、ボクはそのお返しをしただけだよ』


    「……しゃべるのか」


    『君だってしゃべってるだろう？』


    　美紺は忌いま忌ましそうにため息を漏もらす。


    「まあ、そちらはあとでゆっくり聞かせてもらおう。……それよりも、禍音。私は、烏からす川がわ彩いろ葉はを受け入れると答えた。君も、説明を聞かせてほしい」


    　禍音は、困ったように視線を彷徨さまよわせた。


    　いつものように自分の殻からに閉じ籠こもったわけではない。


    「私は……」


    　言いかける禍音の口を塞ふさいで、彩葉が首を横に振る。


    「私たちは、今日が初対面よ」


    「……話す気は、ないと？」


    　しかし、彩葉は首を横に振った。


    「事実よ。私と禍音が過去に接触したことはない。気が済むまで記録を調べればいいわ。神しん器き少女の中には、過去を明かすような力を持った者だっているでしょう？」


    　それが精一杯のヒントだというような声だった。


    　美紺も、ふむと腕を組む。


    「禍音。君も、それは同意見なのかね？」


    「事実では、ある」


    　どう見ても、この二人には繫つながりがある。


    　なのにお互い、初対面だと主張している。


    　これはどういうことなんだろう？


    「〈ヨシツネ〉。やっぱり君も知らないの？」


    『前にも言ったけど、そういう過去は記録にないね』


    　ん……？


    　今、なにかが引っかかったな。


    　過去……過去には、ない。


    



    「過去にはないってことは……未来ならある、とか？　はは……」


    



    　そんなわけないかって笑うと、彩いろ葉はが目を見開いた。


    　禍か音のんが無表情にパチパチと手を叩たたく。


    「へ……？　正解、なの？」


    　コクンと、禍音が頷うなずいた。


    　え、あれ？　これってどういうことだ？


    　これで彩葉が予知能力を持ってるのは確実ってことなんだろうけど、未来と現在が同じように感じられるくらい、二人は未来が明確に視みえちゃってるってこと？


    　だから普通に会話が成り立つとか……。


    　いやでも変だぞ。だったら彩葉が予知能力を持ってるのってなんでだ？　禍音と会ってないとそんな力は手に入らなかったんじゃないのか？


    　自分で言っといてなんだけど、意味わからないぞ。


    　矛む盾じゆんしてる。


    　あれだ。パラドックス状態だ。


    　いや……待てよ。パラドックス……？


    　──シュレディンガーの猫──


    　禍音が引き合いに出したパラドックスだ。


    　未来を知る者が多いほど、未来は変えられなくなる。


    　彩葉と禍音は、未来のなにかを変えようとしてる……？


    　そして、思い出した。


    　──私、嫌われるように、がんばったじゃない──


    　あの彩葉が取り乱した原因は、僕が好きだって言ったこと。


    　あ、ダメだ。


    　なんかヤバイことに気づいてしまった。


    「もしかして、さ……」


    　でも、ここで気づいちゃったら、確かめずにはいられなかった。


    「ダメ。言わないで──」


    　彩いろ葉はの慌てぶりから、僕の考えが正しいんだって確信してしまった。


    



    「僕は、死ぬことになってたり、する？」


    



    　彩葉が、顔を覆おおった。


    　ああ……。そういう、ことだったんだ。


    　たぶん、僕が彩葉を好きになったことが原因で、そういうことが起こるんだろう。


    　だから彩葉はああも頑かたくなに僕を拒絶して……。


    「……ごめん、彩葉」


    「……どうして、あなたが謝るのよ」


    　僕は禍か音のんに目を向けた。


    「禍音」


    　僕が声をかけると、禍音は虚うつろな瞳を返した。


    「教えてくれ。彩葉はなにを視みたんだ？」


    　禍音が首を横に振る。


    「……警告。一度知ってしまった未来は、変えられない」


    　僕がそれを知るということは、余計に未来を変えられなくなるということらしい。


    「それでも、僕は知りたい。彩葉ひとりに、そんなものを背負わせておきたくない。だって、僕自身の命のことじゃないか」


    　そう言って、禍音に向かって手を伸ばす。


    「それにさ。まずは君と同じものを見ないと、希望なんて探せないんじゃないか？」


    　禍音はゆっくりと、ここにいる全員の顔を見た。


    　気がつくと、叢そう子こたちも禍音に注目していた。


    「どうしても、知りたいの？」


    　僕は頷うなずいた。


    　叢子も、イクスも、美み紺こんも同じだった。


    　諦あきらめたように、あるいは一歩を踏み出すように、禍音は言った。


    



    「彩葉。ごめんなさい」


    



    「やめなさい禍音！」


    　彩いろ葉はが叫ぶけど、禍か音のんを止めるには遅すぎた。


    



    「これはいずれ訪れる未来であり、すでに過ぎ去った過去──」


    



    　両手でパンドラの箱を掲げると、その蓋ふたがゆっくりと開いていった。


    　そこからあふれた光は、僕たちだけじゃなくて街そのものを覆おおうように広がっていった。


    「神話化するつもりか！」


    　美み紺こんが悲鳴のような声をあげるけど、もう遅かった。


    「だ、め……」


    　突然、彩葉がカクンと膝ひざを折った。


    「彩葉？」


    　それを支えようと駆け寄ると、彩葉の体がビクンと震ふるえた。


    　僕は見た。


    　彩葉の体から、禍音と同じようにもうひとつの箱が抜け出すのを。


    



    「パンドラの箱が──二つ？」


    



    　愕がく然ぜんとした声をもらしたのは誰だったんだろう。


    　美紺あたりだろうか。それとも僕自身なのかな。


    　そう。どういうわけか、そこに二つのパンドラの箱があったんだ。


    



    　そして、僕らは見た。


    　かつて存在したはずの、未来少女の夢を──

  


  
    



    



    第五章　恋愛相談のパラドックス


    



    



    「──神しん器き少女は恋をするか？」


    



    　とうとつにそう告げたのは、皇すめらぎ先生でした。


    「あの、言ってることがよくわからないんですが」


    　辟へき易えきとした様子で、ナギくんが首を傾かしげる。丁てい寧ねいな言葉遣いとは裏腹に、視線がすごく冷たいです。


    　わたしは、ナギくんの裾すそを引っ張りました。


    （ナギくん、先生に失礼ですよ……）


    （君は先生の言ってること意味わかんの？）


    （それは……まるでわからないですけど）


    　ちょっと変な先生だと思ったのは、事実です。


    「おーいお前ら。聞こえてるから。先生の繊せん細さいな心が傷ついてるから！」


    　なんだか酷ひどいことを言ってしまった気がして、わたしは取り繕つくろうように言った。


    「大丈夫です。先生が変でも、わたしたちの気持ちは変わりませんから！」


    　胸を張って言うと、先生がすごい勢いで肩を落とした。


    「それ、とどめ刺してるから……」


    　ナギくんから呆あきれたような顔をされました。


    「彩葉は、悪意がないから余計に辛しん辣らつなんだよ」


    　うう、なにも言い返せません。


    　皇先生が立ち直るまで、少し時間がかかりました。


    　高校に上がってから数日。わたしたち……正確にはわたしは、Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックから避難し遅れました。貧血を起こして保健室で休んでいたので、警報に気づかなかったんです。


    　運悪く保健の先生がいなくて、ナギくんが気づいて戻ってきてくれたときには、パンデミックで機械が暴走してたんです。


    　それを助けてくれたのが、天あま野の叢そう子こさんっていう神器少女でした。


    　天野さんたちは、Ｍ．Ｏ．Ｅ．から人類を救いうる唯一の希望で、そんな神器少女たちに人間を理解してもらうために学校に通ってもらってるんだそうです。


    　ちなみに皇先生は、彼女たち専門の先生らしいです。


    「とにかく、だ。人間と神器少女が共存できるのか。これが、Ｍ．Ｏ．Ｅ．を止める唯一の方法だと、先生は考えている」


    「だから、天野たち神器少女が人間に恋をすればいいって？」


    「そういうことだ！」


    　ナギくんはやっていられないというように首を横に振った。


    「そんな恋愛相談みたいなこと、僕らにどうしろっていうんですか……」


    「おお！　それだ。いいな、恋愛相談室。それで部活を作ろう。Ｍ．Ｏ．Ｅ．恋愛相談部だ」


    「脳みそ腐ってんのかあんたは！」


    「ナギくん、言い過ぎ……」


    　腕にしがみついて止めると、ナギくんは「はうっ」と声をあげて止まってくれました。


    　それから、批難がましい目を向けてきます。


    「彩いろ葉は、気軽にしがみつくなっていつも言ってるだろう？」


    「だ、だって……」


    「それな、相手が僕ならいいけど、他のやつだったら大変なことになるんだぞ？」


    「ナギくん以外にはこんなことしません！」


    「ごふうっ」


    　鼻血でも出そうに顔を押さえて、ナギくんは顔を背そむける。


    　それを、皇すめらぎ先生はニヤニヤしながら見てました。


    「な？　ほら、お前ら絶対適役だって。見てる俺の方が恥ずかしいってやつ？」


    　ナギくんは舌打ちをして首を横に振る。


    「無理だって言ってるじゃないですか。天あま野のなんか露骨に僕のこと嫌ってるんですよ？　恋愛どころか憎悪されますって」


    　天野さんはわたしたちを助けてくれましたけど、人間に対してすごく敵意を持ってるみたいでした。


    　皇先生は首を横に振ります。


    「天野か……。あいつは、少し事情が特殊でな」


    「なにか、あったんですか？」


    　わたしが聞くと、皇先生は沈痛そうな顔で頷うなずきます。


    「あいつの側そばで、人がひとり死んでいる。天野はそれを自分のせいだと考えてるんだ」


    　わたしとナギくんは、息を呑のみました。


    　人が死んでしまうというのがどういうことなのか、わたしは深く考えたことがありません。


    　もしもそれが自分のせいだとしたら、どうなってしまうでしょうか。


    　きっと罪の重さに押し潰つぶされてしまうと思います。


    　でも、潰されておしまいにしてはいけないことなんです。


    　ナギくんが、仕方なさそうに言いました。


    「だから、人を寄せつけないようにしてるってことですか？」


    「そういうことだ」


    　ナギくんが、ちらりとわたしを見ました。


    「……天あま野のには、彩いろ葉はを助けてもらったんだよな」


    　そう言ってようやく頷うなずきます。


    「わかったよ。全然うまくいく気がしないけど、やるだけやってみよう」


    「はい！　がんばりましょう、ナギくん」


    　なんだかんだで、ナギくんが優しいことをわたしは知ってます。


    　なんですけど、ナギくんは顔を引きつらせました。


    「いや、彩葉は別にいいんだよ？」


    「なに言ってるんですか。助けてもらったのはわたしなんだって、ナギくんが言ったことじゃないですか」


    「あれは建て前っていうか、彩葉が悪いわけじゃないだろうっ？」


    　皇すめらぎ先生が、おかしくて堪たまらないという顔で言います。


    「烏からす川がわはやってくれるってことでいいんだよな？」


    「はい！」


    　わたしがそう答えると、ナギくんはすごく愕がく然ぜんとした顔をしました。


    「なんでそこで勝手に決めてるのかなっ！」


    「いや、お前はもういいや。烏川がいれば大丈夫だろ」


    　先生はふんぞり返ってちょっと怖こわい笑みを浮かべました。


    「それともなにかな？　お前も部活に参加したいと、入部させてほしいというのかな？」


    　ナギくんが絶叫しました。


    　さすがに、ちょっとわたしもついていけないかなって思いました。
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    「──僕は、彩葉が好きだ」


    



    　恋愛相談部を設立して、二週間くらい経たったころのことです。


    　最初は意地悪だった美み紺こんちゃんとも、本のことでおしゃべりできるようになりました。


    　ちょっと不思議なことを言うイクスさんは、わたしの体が弱いのを気遣って騎士道というのを教えてくれます。毎日剣の素振りをするのは大変ですけど。


    　でもまだまだ天野さんは口を利いてくれなくて……。


    　そんなある日、わたしはまた貧血を起こして、自転車で送ってくれたナギくんが突然そんなことを言ったんです。


    　突然の告白に、わたしは頭の中が真っ白になりました。


    「──きゃあっ？」


    　返事もできなくて、パクパクと口を開いていると自転車が倒れました。


    　どうやら、道路にボールが飛び出してきたみたいです。


    「ご、ごめん、彩いろ葉は。大丈夫か？」


    　たぶん、あちこち痛かったと思うんですけど、そんなこと気にしていられませんでした。


    「は、はわわわ、ナギくん、い、いいいい今、なんて？」


    「な、ななななんでもない！」


    　いえ、はっきり聞こえちゃいましたけど。


    　慌てて自転車を起こすナギくんの袖そでを、キュッと引っ張りました。


    「わ、わたしなんかでいいんですか……？」


    　後ろからでもわかるくらい、ナギくんの耳が真っ赤になってました。


    「なんか、とか言うなよ。僕は、そのままの彩葉がいいんだから」


    



    　その日、わたしたちは幼おさな馴な染じみから恋人になりました。
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    「引き籠こもりの神しん器き少女を部屋から出せって？」


    



    　ゴールデンウイーク前日。


    　皇すめらぎ先生から呼び出されて、ナギくん……ナギが怒りの声をあげました。


    「ゴ、ゴールデンウイークは部活はしないって……」


    「山やま戸ど、お前、自分たちの役目を忘れたのか？　ゴールデンウイークだからこそ恋愛相談部だろうが。お前ら、どうせデートでもすんだろ？」


    「僕らのプライベートをなんだと思ってやがる！」


    「それを見せたくて入部させたんだろうが」


    　してやったという感じに笑う皇先生に、ナギが怒りの声をあげます。


    「ああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    「落ち着いてナギ。ギュッとしてあげるから」


    「人前でやっちゃダメだってばああああっ！」


    　頭を搔かきむしるナギを、わたしはギュッとして黙らせました。


    「うおぉぉぉ……。これじゃ客寄せパンダじゃないか」


    　まあまあとなだめると、ナギは申し訳なさそうな顔をします。


    「彩葉は嫌じゃないのか？　全部筒抜けなんだぞ？」


    「んー、ちょっと恥ずかしいですけど、わたしはナギのこと好きですから。わたしたちの関係が続くだけで誰かが救われるんなら、とても素敵なことなんじゃないですか？」


    　ナギはもう一度やる気を取り戻して立ち上がってくれました。
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    　ナギが引き籠こもりの神しん器き少女──禍か音のんちゃんと話してる間、わたしは天あま野のさんの部屋に行ってみました。


    　天野さんはすごく綺き麗れいな緋ひ色いろの髪を真まっ直すぐに下ろしていて、髪の長さはわたしと同じくらいでしょうか。ちょっと目つきがきつくて、でもとっても綺麗な女の子です。


    「……なんの用？」


    　わたしの顔を見ると、天野さんは露骨に嫌いやそうな顔をしました。


    「ええっと、天野さんと仲良くしたいなって思いまして」


    「私は思わないわ」


    　取り付く島もありません。


    「天野さんは、パンデミックに巻き込まれたわたしたちを助けてくれました。今でも、すごく感謝してます」


    　天野さんは緋色の髪を振り払ってため息を漏もらします。


    「美み紺こんたちとの約束だからよ。感謝ならそっちにして」


    「でも、助けてくれたのは天野さんです」


    「……意外と、しつこい人ね」


    「そう言ってもらえたのは、初めてです」


    「……褒ほめてないわ」


    　ゴールデンウイークの四日間、ナギが禍音ちゃんと話す代わりにわたしはずっと天野さんの部屋に通いました。


    　そんなことがあって、わたしは少しずつ天野さんと仲良くなったんです。


    　叢そう子こって、下の名前で呼び合えるくらいに。


    　ナギと三人でいることが増えて、叢子もだいぶ笑ってくれるようになりました。


    　だけど……。
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    「あっはは！　吹っ飛ばせ〈クー・フーリン〉！」


    



    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックの最中のことでした。


    　腕に大砲をつけた女の子が、突然攻撃をしかけてきたんです。


    「伏せなさい、彩いろ葉は！」


    　流れ弾がわたしの方に飛んできて、それを叢子が剣で斬り裂さいてくれました。


    「なんですの、この者たちは」


    　一歩遅れて、イクスさんがわたしたちを庇かばうように立ちます。


    「二人とも、わたくしの前には出ないでくださいな」


    　神しん霊れい化かしたイクスさんが、剣を構えます。


    「あんたらが消えればＭ．Ｏ．Ｅ．もなくなるんだよ。おとなしくぶっ壊されな！」


    　女の子はわたしやナギは狙ねらいませんでしたけど、叢そう子こやイクスさん、それにまだ神霊化していない美み紺こんちゃんを狙いました。


    「危ない、美紺！」


    　そんな美紺ちゃんに飛びつくように、ナギが助けに入りました。


    　火線に人間が入ったことで、女の子も慌てて攻撃をやめました。


    「……あんた、人間のくせになに化け物の肩持ってるわけ？」


    　スパンと、女の子の顔から音がしました。


    「お前な。言っていいことと悪いことがあるぞ」


    　ナギでした。


    　キョトンとする女の子に、ナギは怒鳴ります。


    「叢子たちは化け物じゃない。人を傷つけたことで、叢子がどれだけ苦しんできたと思ってるんだ！」


    　叢子が息を呑のんで、真っ赤になって、涙ぐんでました。


    「下がりなさい、ナギ。殺されるわよ」


    　ナギを突き飛ばして、叢子が斬りかかります。


    　その戦いで、わたしとナギは神しん器き少女がＭ．Ｏ．Ｅ．の発生源だと知りました。


    　でも、わたしたちはもう叢子たちを知っちゃったんです。


    　いっしょに、Ｍ．Ｏ．Ｅ．をどうにかする方法を探すことにしました。


    　女の子の名前はアカネさんといいました。


    　それからもアカネさんは何度も襲ってきて、そのつど叢子たちが撃退していきました。


    　季節は流れ、恋愛相談部は初めての冬を迎えることになります。
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    「メリークリスマス、彩いろ葉は」


    「ナギ、それを言うのは明日ですよ？」


    　クリスマス・イヴの日でした。


    　ナギがくれたのは、露つゆ草くさ色いろの可愛かわいいリボンでした。


    「その色なら、彩葉に似合うと思って」


    「あ、ありがとう……」


    　顔が真っ赤になってしまって、わたしは両手で顔を隠しました。


    　ちなみに、わたしは上着のパーカーを送りました。ナギは、夏以外はいつもこういう上着を着てるから。


    「はい。叢そう子こにはこれです」


    　プレゼントは、神しん器き少女たちの分も用意しました。


    　みんながなになら喜んでくれるか、二人で選んだんです。


    　叢子は「ほう」と嬉うれしそうな声を漏もらして封を開いていきます。


    　わたしが選んだのは、髪飾りでした。


    　叢子はきっと、髪を結んだ方が可愛かわいいと思ったから。


    「よく似合ってるよ、叢子」


    　ナギがそう言うと、叢子は少し複雑そうな顔をしました。


    　最近、叢子はこういう顔をすることが多いです。


    　わたしは二人っきりになるのを見計らって、叢子に声をかけました。


    「叢子。なにかあったんですか？　最近、辛つらそうな顔をしてることが多いです」


    　叢子は首を横に振ります。


    「……なんでもないわ」


    「そうは見えませんけど」


    　わたしがキュッと手を握ると、叢子は困ったように顔を背そむけました。


    「私は、自分が思うよりずっと嫌いやな女らしい。それが、嫌なの」


    「叢子は嫌な人なんかじゃありません」


    　叢子は余計に暗い顔をしました。


    「……だから、嫌なのよ」


    　そのとき、わたしは叢子の悩みに気づいてあげられませんでした。


    　いや、もしかしたらわかってたのかもしれません。


    　わかってたけど、わかりたくなくて、いい人ぶってたんじゃないかと思います。


    　嫌な女なのは、わたしの方だったんです。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴ったのは、そんなときでした。


    「まるで嫌がらせね。こんな日にまで……」


    　話を最後まで聞く前に、叢子は神しん霊れい化かして飛んでいってしまいました。


    　最近では、三日に一度は警報が鳴ってます。


    　アカネたちが襲ってくることもありますけど、それ以上にパンデミックの頻ひん度どが酷ひどくなってるみたいで。


    　パンデミックが収まるまで暖房も使えないから、神器少女たちも決着を急いでみんなで戦うようになりました。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．の危険性も隠せなくなって、クリスマス・イヴだというのに街の人たちが慌てて避難していきます。


    　英雄と名乗る人たちも、アカネ以外に何人も増えていました。


    　その日襲ってきた人の中には、知らない顔がありました。


    「気にいらねー」


    　叢そう子こたちが戦っていると、すぐ側そばでそんな声が聞こえました。


    　アカネでした。


    　彼女は同じクラスに転入してきて、今は同じ学校に通ってます。


    　わたしはアカネと話すことも多くて、ときどき戦いを放り出してわたしに話しかけてくれてました。


    　今では、変な友情さえ感じてます。


    「なにかあったんですか？」


    　アカネは叢子と斬り合ってる英雄を顎あごで示しました。


    　新しい人みたいです。


    「あいつさ、ヨーロッパから来たあっちのエースなんだよ。あっちで神しん器き少女を殺したんだってさ」


    「そんな……」


    　わたしは、息を呑のみました。


    　神器少女から、とうとう死者が出てしまったんです。


    「突然こっちに来てデカイ顔しやがって。気にいらねーよ」


    　銃を放り出して、アカネは地面に座り込んでしまいます。


    「叢子ー！　そんなやつ、さっさとぶっ飛ばせー！」


    　どっちの味方なんでしょうか。


    　でも、アカネは叢子が負けるとは微み塵じんも思ってないみたいでした。


    　神器少女と英雄の空を見上げて、アカネは何気なく言いました。


    「あっちでさ。神器少女を屈服させる方法が見つかったんだってさ」


    「屈服？」


    　アカネは肩を竦すくめる。


    「眉まゆ唾つばもんの話だけどね。神器少女の核──叢子の天あまの叢むら雲くもとかを人間が奪えば、その神器少女は従わないといけなくなるんだってさ。……それで、あいつは神器少女を殺したんだ」


    　ちょっと信じられませんでした。


    「神器少女が剣を奪われるなんて、そうそうあることなんですか？」


    「いや……。騙だまして奪い取ったんだよ」


    「……酷ひどい」


    　だから、アカネはその人が嫌いみたいです。


    　それから、怪け訝げんそうにアカネが言いました。


    「……叢そう子このやつ。今日はやけに動き悪いな。なんかあったの？」


    　見上げると、叢子はその新しい人にずいぶん押されてました。


    　悩みを聞いてあげられなかったことを、わたしは今ごろになって後悔しました。


    　そんなときでした。


    　わたしは、叢子の手から剣が弾かれたんだと思いました。


    　でも、違いました。


    



    「あいつ！　剣を折られやがった！」


    



    　叢子の手には、剣があったんです。その先端だけが、折れてなくなってました。


    　アカネが銃を拾い、落ちてくる叢子を受け止めに飛びます。


    　でも、アカネがたどり着くより早く、相手の英雄が追いついてしまいました。


    「叢子！」


    　わたしが叫んだときには、英雄の剣が叢子に振り下ろされてました。


    　そのときなにが起こったのか、わたしにはすぐにはわかりませんでした。


    　叢子の体から、黒い蛇へびのようなものが這はい出していたんです。


    　黒い蛇は、英雄の体を貫いてました。


    　英雄は絶叫をあげましたけど、蛇は見る見る大きくなってその体を呑のみ込んでしまいました。


    　そこに現れたのは、八つ首の龍でした。


    　──八や岐またの大蛇おろち──


    　そんな名前が、脳裏を過よぎりました。


    　龍の大きさはあっという間に電柱よりも高くなって、今や二十メートル近くありそうです。しかも自分の倍もある大きさのビルを、頭のひとつで簡単に壊してしまいました。


    　英雄たちは瞬またたく間に薙なぎ倒されてしまって、神しん器き少女たちがそれを止めようと纏まとわりついて、それでも叢子だった龍は止まりません。


    　叢子の側そばに駆け寄りたくて、でも龍には近づけなくて右往左往していたときです。


    　空から誰かが落ちてきました。


    「彩いろ葉は、まだこんなところにいたのか。早く逃げたまえ！」


    　美み紺こんちゃんでした。


    　神霊衣もボロボロで、今にも消えてしまいそうです。


    「叢子は、どうしちゃったんですか？」


    「あれはもう、叢子ではない」


    　──神話化──


    　天あまの叢むら雲くもが暴走して、暴れているのだと言われました。


    「ああなっては、もう……」


    「待ってください！」


    　わたしは、アカネから聞いた話を話しました。


    「核を奪って、神しん器き少女を屈服させる……？」


    「はい。その話が本当なら、暴走だって止められるんじゃないですか？」


    「だが……」


    　美み紺こんちゃんが顔を上げます。


    「あれに、どうやって近づく？」


    　龍は、空を覆おおうほどに大きくなってました。


    　踏み荒らされた地面もアスファルトが砕けて、まともに歩くこともできそうにありません。


    「アタシが連れていってやる」


    　そう言って降りてきたのは、アカネでした。


    「彩いろ葉ははあいつの親友なんだろう？　あんたならうまくいくんじゃないか？」


    「……やります。やらせてください」


    　アカネに抱かかえてもらって、わたしは龍に近づきました。


    　襲ってくる頭は、美紺やイクスたちが止めてくれました。


    「叢そう子こ！」


    　斬り裂さかれた龍の中に叢子の姿を見つけて、わたしは飛び込みました。


    「叢子、わたしです。彩葉です。目を開けてください！」


    「彩葉……？」


    　薄うつすらと目を開けて、叢子が困惑した顔をします。


    「私……どうなって……？」


    「話はあとです。叢子、あなたの剣を貸してください。絶対に、助けてみせます。わたしを、受け入れてください！」


    　叢子は、剣を差しだしてくれました。


    　でも……。


    　剣から、黒い蛇へびが飛び出してきました。


    



    「あ──」


    



    　本当に、一瞬のことでした。


    　蛇はあっという間にわたしの頭よりも大きくなって、嚙かみついてきました。


    　そこに、ナギが飛び込んでいたんです。


    　蛇へびは、ナギの肩から胸にかけてを食い千ち切ぎっていました。


    「ナギ！」


    　悲鳴を上げるわたしを、ナギはギュッとしました。


    「……叢そう子こを、助けるんだろう？」


    　ナギは、わたしのわがままに付き合ってくれたんです。


    　わたしはナギを抱きしめて、叢子に手を伸ばしました。


    「叢子。剣を……」


    　だけど、叢子はもう剣を差し出してはくれませんでした。


    　ただ、泣きそうな顔で笑っていました。


    「言ったでしょう、彩いろ葉は。私は、醜ひどいんだって」


    　泣きながら、叢子は続けます。


    「私、あなたが羨うらやましかった。いつでもナギの側そばにいられて、幸せそうなあなたに嫉しつ妬としてたの。この蛇は、そんな私そのものなのよ」


    　そう言って、折れた天あまの叢むら雲くもを逆手に握る。


    



    　──神しん器き少女は恋をするか？──


    



    「私に、救われる価値なんて、ないの」


    　目の前で、叢子の血が噴き出しました。


    　叢子は、折れた剣で自分の胸を貫いたんです。


    　龍の体が崩れていって、叢子の体も消えてしまいました。


    



    　それが、恋をした神器少女の、最さい期ごでした。


    



    「そん、な……」


    　嫌いやな女なのは、わたしの方でした。


    　叢子がナギに恋をしたのに、わたしは気づいてあげられませんでした。


    　そんな叢子の前で、わたしはナギを独り占めにしていたんです。


    　わたしの前に残ったのは、叢子にプレゼントした髪飾りだけでした。


    　髪飾りを拾おうとして、自分の手がまっ赤に濡ぬれていることに気づきました。


    「ナギ……？」


    　そして、ナギも冷たくなっていました。


    　蛇の一撃はとても深くて……。


    　なのに、わたしはナギの最さい期ごの頼みさえ叶かなえられませんでした。


    　わたしは叫びました。


    　肺の中が空からになって、喉のどが裂さけて血が出るまで。


    　でもどれだけ吐き出したって、なにも消えませんでした。


    　叢そう子こを傷つけた事実も。ナギが死んだ現実も。後悔も。自己嫌悪も。なにもかも。


    　わたしは、親友と恋人を一度に失いました。


    　この一年、わたしたちのしてきたことは、なんだったんでしょうか。


    　意味なんて、あったんでしょうか。


    　冷たくなったナギを抱きしめて、いつまでも泣いていたときでした。


    「彩いろ葉は……」


    　そんなわたしの前に、一人の神しん器き少女が立っていました。


    「禍か音のん、ちゃん……」


    　喉が潰つぶれてしまったのか、わたしの声は酷ひどいものでした。ひと言しゃべるだけでも、気が遠くなるような痛みが走りました。


    　禍音ちゃんは、悲しそうにナギを見ていました。


    　彼女が予知能力を持っていることは、わたしも知ってました。


    「禍音ちゃんは、こうなること、わかってたんですか？」


    「……うん」


    「どうして、教えてくれなかったんですか。叢子の、気持ち」


    　それが八つ当たりだってことは、自分でもわかっていました。


    　わたしは自分で気づかなくちゃいけなかったんです。


    　それでも、ぶつけずにはいられませんでした。


    　禍音ちゃんは首を横に振ります。


    「視みえていても、なにも、変わらない。でも……」


    　ギュッと胸を押さえます。


    「知ってたのに、辛つらい」


    　ポロポロと、禍音ちゃんは泣きだしました。


    「わかってたのに、悲しい」


    　禍音ちゃんは、いつもわたしたちから一歩距離を置いていました。


    　その理由が、やっとわかりました。


    　こうなることがわかっていたから、禍音ちゃんは近づきたくなかったんです。


    　もしかしたら、禍音ちゃんが一番辛い思いをしてきたのかもしれません。


    　禍音ちゃんが、胸の中から小さな箱を取り出します。


    



    『──厄さい災やくの機はたを織おり、希望の檻おりを紡つむぐ。我は禍わざわいの娘なり──』


    



    　禍か音のんちゃんが神しん霊れい化かしたところを、わたしはこのとき初めて見ました。


    　そして、こう言いました。


    「私は、彩いろ葉はの望みを叶かなえることができるかもしれない」


    　その言葉の意味は、すぐにはわかりませんでした。


    「私の中には、過去から未来の、全てがある」


    　パンドラの箱に残っていたのは、前兆という災さい厄やくだった。


    　禍音ちゃんのその話は、わたしも聞いたことがありました。


    「私の力を使えば、彩葉はやり直すことができる、と思う」


    「やり直すって……？」


    



    「ナギと叢そう子こが死ぬ前まで、時間を戻すことができる」


    



    　この提案を断る術すべを、わたしは持っていませんでした。


    「でも気をつけて。パンドラの箱に、希望は入っていない。戻ったからといって、変えられるとは限らない」


    　禍音ちゃんは、いくつかの注意をしてくれました。


    　ひとつ。誰にも、未来を知られてはいけない。未来を知っている誰かがいれば、その未来は現実になる。過去にはもう、わたしと禍音ちゃんという、二人も未来を知ってる人がいることになるのだから。


    　ひとつ。無意味に未来を変えてはならない。改変した事実は、回り回って予想もできない形で現実になるから。


    　ひとつ。過去の禍音ちゃんも、わたしを助けることはできない。彼女はきっと、絶望しているから。


    　でも、可能性があるのなら、わたしはそれに賭かけたい。


    　わたしが変えたい未来は、ナギと叢子が死んだ現実。


    「それが、彩葉にとっての希望？」


    「ええ。そうだと思う」


    　禍音ちゃんの手から箱を受け取りました。


    　金属の縁を持ったその箱は、意外なことに温あたたかかった。


    　それから、ふと気づきました。


    　神しん器き少女の核を人間が使うということは、神器少女を屈服させてしまう方法であることを。


    「わたしがこれを使ったら、禍音ちゃんはどうなるんですか？」


    　禍か音のんちゃんは首を横に振りました。


    「これが、私の未来」


    　わたしに箱を渡す未来も、彼女は視みていたんです。


    　そして、これを開くことで禍音ちゃんがただではすまないんだということもわかりました。


    



    「私を希望にして。私のパンドラ」


    



    　そう言ってくれた禍音ちゃんの笑顔を、わたしは一生忘れられないと思いました。


    「必ず、変えてみせるから」


    　わたしが未来を変えられれば、禍音ちゃんがこうする未来もなくなる。


    



    　わたしは、またひとり神しん器き少女を犠ぎ牲せいにしました。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「ここは……？」


    　気がつくと、そこは音おと姫め市ではありませんでした。


    　初めて見る場所ですけど、そこがどこなのかはすぐにわかりました。


    「草くさ薙なぎの剣の、博覧会……」


    　いつの間にか、わたしの体も中学生のころに戻っているみたいです。


    　この日、わたしはここにいないはずでした。


    　禍音ちゃんの置き土産みやげなのかもしれません。


    　わたしは、叢そう子この髪飾りを握っていました。


    「叢子を、助けなくちゃ……」


    　今、叢子に会うことができれば未来を変えられるかもしれません。


    　だって、叢子はここで人を殺してしまったんですから。


    



    「彩いろ葉は……？　なんで、ここに？」


    



    　叢子を捜そうとしたとき、大好きな声が聞こえました。


    　わたしが知る彼より少し幼くて。


    　でも頼りなくて優しい顔はそのままで。


    　──ナギ──


    　失ったと思いました。


    　もう会えないと思いました。


    　そのナギが、もう一度わたしの前に現れてくれた。


    　泣きだしてしまったわたしを、ナギは困ったように慰なぐさめてくれました。


    　このときはまだ恋人じゃないはずなのに、ナギはいつも通りでいてくれました。


    　わたしは大切な友達がここで迷子になっているんだと打ち明けました。


    　ナギはなにも聞かずに、いっしょに叢そう子こを捜してくれました。


    　あちこちを走り回って、わたしたちは泣いている叢子を見つけました。


    「泣かないで。もう、大丈夫です。わたしが、絶対助けてみせますから」


    　そう言って、叢子の髪を結んであげました。


    　これで、未来を変えられると思いました。でも──


    　──パンドラの箱に、希望は入っていない──


    　わたしは、禍か音のんちゃんの警告の意味を理解してませんでした。


    　なにがきっかけだったのかはわかりません。ただ、神しん器き少女の多くは、体を持った直後に暴走していたらしいです。


    　叢子が突然苦しみ始めて、黒い風が吹きました。


    　あのときの龍が現れるんだとわかって、わたしは叢子を止めました。


    「あなたの剣を貸して。今度こそ、止めてみせるから！」


    　まだ、叢子はナギを好きにはなってないはずです。


    　今なら、わたしの声も届くと思ったんです。


    



    「嫌いや、怖い！」


    



    　わたしはわかってませんでした。


    　叢子がナギを好きになったのと同じ時間をかけて、わたしも叢子と友達になったんだということを。


    　叢子の手から、天あまの叢むら雲くもが離れてわたしに向かって飛んできました。


    「彩いろ葉は！」


    　横から突き飛ばされて、わたしは助けられました。


    「ナギ……？」


    　わたしが立っていた場所に、ナギが立っていました。


    　そのお腹なかに、天叢雲が突き刺さっていて……。


    　わたしは、叫んだんだと思います。


    　時間は四年前に巻き戻ったのかもしれませんけど、わたしがナギが死ぬところを見たのはほんの何時間か前なんです。


    　倒れていくナギを受け止めようとして、でも会場が崩れ出してわたしは落ちていきました。


    　死んでしまう。


    　わたしが叢そう子こを助けようとすると、ナギが代わりに死んでしまう。


    　改変した事実は、回り回って予想もできない形で現実になる。


    　それがいつかは関係なかったんです。


    　わたしが叢子を助けること自体が、ナギが死ぬトリガーだったんです。


    　禍か音のんちゃんまで犠ぎ牲せいにしたのに、なのにダメだったんです。


    　わたしは失敗したんです。


    「──君、しっかりしろ。助けにきたぞ！」


    　そんな声が聞こえてきました。


    　いつの間にか天叢雲の暴走は鎮まっていて、救助が来てくれたみたいです。


    　でも、これ以上、わたしが生きていてなにか意味があるんでしょうか？


    「皇すめらぎ！　まだ危険よ。応援が来るまで待ちなさい！」


    　それは女の人の声でしたが、その人が口にした名前でわたしは顔を上げました。


    　皇、先生……？


    　わたしを助けに来たのは、自衛隊の格好をした皇先生だったんです。


    「この子を頼む」


    　そう言って、皇先生は瓦が礫れきの中に入って行きます。


    　やがて、先生の声がしました。


    



    「おい、こっちだ！　生存者が二人いる！」


    



    　先生が抱かかえていたのは、ナギでした。


    「まだ息がある。病院への搬送を急がせろ！」


    　ナギが、生きてる。


    　その事実が、もう一度わたしに生きる意味を持たせてくれました。


    　ナギが病院に運ばれ、救助活動がひとしきり落ち着くのを見計らって、わたしは皇先生を捜しました。


    　もうひとり女の子がいなかったかと聞くと、先生は怖い顔をしました。


    　どうやら、神しん器き少女という存在を知ったばかりだったみたいです。


    　わたしは彼女と友達になって、彼女が〝生きる意味〟を探しているんだと吹き込みました。


    　神器少女に、恋をさせてはいけないんです。


    　恋愛相談部じゃダメだったんです。


    　皇先生は叢子を助けると約束してくれました。


    　三年後、ナギはきっとまた叢子と出会うだろう。


    　恋愛相談部は、人生相談部になって彼らの居場所になる。


    　そのとき、わたしはナギの側そばにいてはいけない。


    　わたしは……私は、アカネたちの英雄機関に身を投じることにした。


    　敵でいれば、ナギは私を助けはしないだろう。


    　敵でいれば、ナギが叢そう子こを守るように仕向けることができる。


    　私がいなければ、きっと叢子はナギを受け入れられる。


    　ナギが好きだと言ってくれて。


    　恋人になってくれて。


    　叢子と親友になって。


    　居い心ごこ地ちのよかった一年間──


    



    　さようなら、わたしの恋愛相談部。

  


  [image: ]


  
    



    



    エピローグ


    



    



    「……そりゃあ、無理ってもんだよ。彩いろ葉は」


    　どうしたって、僕は彩葉を好きになっちゃうんだ。


    　彩葉が昔のままでも、冷たくなっても、それでも僕は彩葉に惹ひかれてしまったんだから。


    　ああ、そういうことだったんだ。


    　彩葉は未来が視みえてたんじゃなくて、未来を視てきたんだ。


    　パンドラの箱に呑のみ込まれた彩葉は、気を失っていた。


    　それは神話化した世界だった。


    　彩葉の記憶を、本来あるはずだった未来を疑似体験させる世界だ。


    　僕だけじゃない。


    　叢そう子こも、イクスも、美み紺こんも、〈ヨシツネ〉だって同じ景色を見ていた。


    　彩葉を抱きしめて、僕はたぶん、泣いてたんだと思う。


    　僕は、自分じゃ彩葉を守ったヒーローのつもりだったんだろう。


    　そのせいで、彩葉はこんなに苦しんできたんだ。


    「禍か音のん、君はずっと、こんな未来を視てきたのか？」


    　彩葉だけじゃない。


    　禍音だって、こんな未来を知っていたんだ。


    「彩葉が失敗するのは一年後。その日を境に世界は滅びに向かう。そして三年後、神しん器き少女の全ては希望を見失って、パンデミックが世界を覆おおうの」


    　禍音は、改めて問いかけた。


    



    「もう一度[image: ]きく。希望って、なに？」


    



    　情けない話じゃないか。


    　僕たち人間は、世界が滅びるまでそんなことも教えてやれなかったんだ。


    「……クリスマス・イヴの夜さ。なんで、君は彩いろ葉はにパンドラの箱を渡したんだい？」


    「わからない」


    「それってさ、やっぱり君が彩葉を助けたいって思ったから、彩葉に希望を与えたいって思ったからなんじゃないかな？」


    　──私を希望にして。私のパンドラ──


    　禍音がどんな気持ちでそう打ち明けたのか、それは僕の想像を超えている。


    　だけどこれだけは言える。


    　命を懸けるほど、禍か音のんはその答えを渇かつ望ぼうしていたんだ。


    　禍音は、答えを摑つかんだんだと思う。


    　ああそうさ。僕は答えを見せてもらったんだ。


    　それを自分が見つけたみたいに言うのはずいぶん調子がいい話だと思う。


    　でも言うよ。


    　禍音は知る権利があると思うから。


    　僕はそれを伝えてあげたいから。


    「彩いろ葉はは失敗したかもしれない。君たちには未来を変えられなかったかもしれない。でもさ、少しずつ変化は起こってるじゃないか」


    　禍音は首を横に振る。


    「私の視みる未来はなにも変わっていない。クリスマス・イヴにあなたは死ぬ。あなたがそれを知ってしまった今、その未来はより避けがたいものになった」


    「そうは思わない。僕が知ってる叢そう子こは、誰かを殺したことなんてない。ただ僕が死にかけただけだ。僕たちの〝今〟に恋愛相談部なんてない。あるのは人生相談部だ」


    　それは些さ細さいな変化かもしれない。


    　ただ名前が変わっただけのことかもしれない。


    　叢子と彩葉にしたって、お互いの立場が入れ替わっただけのことかもしれない。


    「いつか君が彩葉に与えた希望は、少しずつ大きくなってるじゃないか。僕はそれを偽にせ物ものだなんて思わない。君が今、僕にも希望を分けてくれたから、僕も未来を変えたいと思った。変えられるって、信じてるんだ。希望ってさ、そんなふうに信じることなんじゃないか？」


    　僕は禍音に手を伸ばす。


    「だって、禍音だってじっとしていられなくて彩葉を助けに来ただろう？　結果がどうなるか知ってたって、なにもしないではいられなかったんだろう？」


    　僕がゴミを片付けていて、禍音は自分からそれを手伝ってくれて、それは未来を変えるとかそういうこととは無関係に禍音がそうしたいって思ってくれたからなんだ。


    「禍音はちゃんと希望を持ってる。ただちょっと見失っただけだ。君が放っておけないって思う気持ち自体が、希望ってものなんだよ」


    　だから、僕は自信を持ってこう言えた。


    



    「僕といっしょに来い。世の中にどれだけ希望ってものがあるのか見せてやる！」


    



    　禍音が、少しだけど笑ったように見えた。


    　それから僕の手を取ると、自分の胸へと誘導する。


    　ピシンと、禍音の世界に亀き裂れつが入った。


    　彩いろ葉はの過去であり、あるはずだった未来。


    　手はそのまま禍か音のんの胸を通り抜け、指先に硬いものが触れた。


    「はぅ……」


    　切なげな吐息を漏もらして、禍音が腕を引き抜く。


    　僕の手には、小さな箱が握られていた。


    　そして、パンドラの箱の世界も崩れていった。


    「……変な感じ」


    　地面にへたり込んで、禍音が呟つぶやいた。


    　長い黒髪が、絨じゆう毯たんのように広がっていた。


    　薄い胸に、手を当てる。


    「ドキドキしてる」


    　それから、自分の体を確かめるように見つめた。


    「服を剝むかれた。責任を、要求する」


    　神話化から立ち直った禍音は、叢そう子このときと同じように一いつ糸しまとわぬ裸身を晒さらしていた。


    　普段着では気づかなかったけど、少女らしく育ち始めた胸元に、しなやかにくびれた腰。華きや奢しやな身体からだに細い手足も相あい俟まって、いやらしいというより儚はかないという姿で、僕は思わず凝視していた。


    「こ、これはそのっ、違うんだ」


    　禍音は今度こそ確かに笑った。


    



    「連れて行って、ナギ。パンドラの箱は、あなたの箱」


    



    　二つのパンドラの箱は、片方は禍音の体に、もう一方は彩葉の体に戻っていった。


    「禍音、これでも着なさいな」


    　イクスが禍音の肩に上着をかけていた。


    　本当なら僕が上着を貸すところなんだけど、彩葉を抱かかえたままじゃできなかったんだ。


    「わたくしたちは、先に宿舎に戻りますわよ」


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴って、結構な時間が経たってる。そろそろ、人も戻ってくるはずだ。


    　イクスと叢子が、禍音を連れてマンションへと去っていく。


    　僕も彩葉が目を覚ましたら学校か……いや、家に戻った方がいいのかな。とにかく移動しないと。


    　……って、あれ？　叢子とイクスと禍音……だけ？


    　少女たちの背中を見送っていて、そこにひとり足りないことに気づいたときだった。


    「ナギ……」


    　彩いろ葉はの景色が全部消えて、囁ささやくように声をかけてきた少女がいた。


    「どうしたの、美み紺こん？」


    　美紺は僕の真後ろに立っていた。


    　肩越しに振り返っても、その表情はちょっと見えなかった。美紺は俯うつむいてたんだ。


    「烏からす川がわが視みた未来は、酷ひどいものだったね」


    「そう、だね……」


    　あんな未来を変えようと、彩葉はたったひとりで抱かかえ込んできたんだ。


    「でもさ、そんな未来を彩葉が視たから、禍か音のんは希望ってものを思い出してくれたんじゃないかな。彼女がそれを思い出すのは、もっと先のはずだったんだから」


    　僕はそれを、意味がないものだなんて思わない。


    　美紺が、背中にこつんと頭を擦こすりつけた。


    「美紺……？」


    「もしも……」


    　美紺の声は、震ふるえていた。


    「もしも、今の未来を変えられる方法があるとしたら、どうするかね？」


    「え……？」


    　今度は、振り返ることもできなかった。


    　僕は彩葉を抱えていて、美紺は僕の背中に顔を埋うずめていたから。


    　でも、僕は美紺が怯おびえてるんだって思った。


    　それを肯定するように、美紺はこう言った。


    



    「もしも、私が死ねば未来を変えられるとしたら、君はどうするかね？」


    



    　どうして美紺がそんなことを言ったのかは、わからない。


    　でも、僕はすぐに答えることができた。


    



    「そんなの、どうもしないけど？」


    



    「なッ──」


    「それってさ、僕の代わりに君が死ぬってだけじゃないか。それじゃあ、結局僕が死んだときと変わらないよ。彩葉じゃなくたって、僕やイクスとかが彩葉と同じことを繰り返すと思う」


    　だから、意味のない問いかけだ。


    「そう……」


    　ホッとしたような、落胆したような、そんな声だった。


    「それでも、記憶に留とどめておきたまえ。私が、そういうものだということを」


    　このとき、僕は思い出すことができなかった。


    



    　とある神しん器き少女を殺せば、世界を救うことができる──


    　そんな話が、あったことを。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    　ゴールデンウイーク最終日。


    　僕は彩いろ葉はを連れて、人生相談部の部室に来ていた。


    　そこには、僕たち以外に四人の少女がいた。禍か音のんも部活に出てくれるようになったんだ。


    　……いや、正確には四人とひと振りの少女だ。


    『お帰り、彩葉』


    　部室のテーブルに載せられた〈ヨシツネ〉が、そう声をかける。


    「……ただいま」


    〈ヨシツネ〉のランプがからかうように光る。


    『まだ、ボクを必要としてくれるかい？』


    「当たり前でしょう。私の未来を変えるには、力が必要なのだから」


    　そう言って、彩葉は〈ヨシツネ〉を握る。


    『改めて、よろしく烏からす川がわ彩葉』


    「よろしく、〈ヨシツネ〉……ううん。ミューゼスＣ」


    〈ヨシツネ〉のランプが、嬉うれしそうに光った。


    『その名前、久しぶりに呼んでくれたね』


    　彩葉は微ほほ笑えみかけるけど、僕は顎あごが外れるかと思った。


    　暗く冷たい海を渡ったミューゼスＣ──その名前を、僕は知ってる。


    　彼女が渡ったという〝海〟は、地球の海じゃない。


    　星の海宇宙だ。


    　彼女には、もうひとつ名前がある。


    　その名前は、たぶん世界中が注目しただろう名前なんだ。


    　そんなものを、僕は鞄かばんに入れて振り回してたのか……。


    　部室の隅で、美み紺こんが迷惑そうな声を漏もらす。


    「さすがに、六人もいると少し窮屈に感じるものだね」


    　ここにいる全員が、彩葉が視みた未来を知った。


    　彩葉はため息を漏らす。


    「よくも、私を受け入れる気になるわね……」


    　美み紺こんは肩を竦すくめる。


    「ナギとの約束があるものでね」


    　美紺は彩いろ葉はを受け入れてみると言ってくれた。


    　続いて、イクスが胸を張る。


    「あなたとは、もう一度勝負をする必要がありますもの。それに最強の聖剣たるこのわたくしが、仇きゆう敵てきであるあなたと手を取る。これは真なる黒幕を屠ほふる展開の前兆ではありませんこと？」


    　仰ぎよう々ぎようしく腕を広げるイクスを見て、彩葉がため息を漏もらす。


    「あなた、本当に変わらないわね……」


    　それから、ボソリとこう呟つぶやいた。


    「もう、素振りには付き合わないわよ」


    　もしかしたら、彩葉に一番最初に戦い方を教えてしまったのは、イクスなのかもしれない。


    　そこに、叢そう子こも加わる。


    「彩葉さんがわたしたちを救おうとしてくれたんだって、辛つらい思いをしてきたんだって、わたしたちは知っちゃったんですよ」


    　そう言って彩葉の手をそっと握る。


    「彩葉さん、今でも恋をすることが間違いだと思いますか？」


    　彩葉は目を丸くしたけど、小さく頷うなずいた。


    「ええ。恋なんかしなければ、ナギは死なずにすんだわ。……あなただって」


    　叢子は首を横に振った。


    「わたしは、そうは思いません。ナギくんに恋をした未来のわたしは、醜ひどかったかもしれません。間違ったのかもしれません。でも、後悔はしなかったと思うんです」


    「どうして？」


    



    「だって、わたしはナギくんを好きになったことを、後悔してません。たとえ、それで世界が滅んだとしても」


    



    　彩葉は目を見開いた。


    「そう……。あなたは、強くなったのね」


    　叢子は首を横に振る。


    「彩葉さんが恋をしてくれたから、今のわたしはここにいるんです。だって、本当の未来ならわたしはもっと嫌いやな子だったはずじゃないですか」


    　そう言って、叢子は彩葉を抱きしめた。


    「未来の彩葉さんを、なかったことにしないでください。わたしたちはきっと、受け入れられます。彩葉さんがそうしてくれたみたいに」


    　ギュッと一度腕に力を込めると、それからポンと彩いろ葉はを僕の方に押しやる。


    　たたらを踏んで、彩葉が僕の前に来た。


    「な、なによ……」


    「ほら、ちゃんと受け入れてください。まず、そこから始めないと先に進めないじゃないですか」


    「う、受け入れるって……？」


    　珍しく彩葉がオロオロした顔をする。


    　いや、これが本来の彩葉なんだろう。


    　それから、真っ赤になって僕を見上げる。


    「もう一度言うよ。僕は彩葉が好きだ。いっしょに、人生相談部で叢そう子こたちを助けたい」


    「……後悔しても、知らないわよ」


    「しないよ。自分勝手なことをして、もう彩葉を悲しませたりしない」


    　彩葉の人生を歪ゆがめた一番の原因は、僕だ。


    　僕は、自分の命というものに責任を持たなくちゃならない。


    　勝手に死ぬということがどれほど無責任なことなのか。


    　それを正しく理解して受け止めることが、今の僕がやらなくちゃいけないことだと思う。


    「答えを、聞かせてくれないかな？」


    「……私を置いていったら、もう許さないから」


    



    　そう言って、彩葉は唇くちびるを重ねてきた。


    



    　ヒキキっと、叢子の笑顔が引きつった。


    　彩葉が、キョトンと目を丸くした。


    「……あら、怒ったの？」


    「怒ってませんよ？　全然？」


    　強こわ張ばった微笑を浮かべる叢子をからかうように、彩葉はクスクスと笑い声を漏もらす。


    　禍か音のんが呆あきれたようなため息を漏らした。


    　椅い子すの上で膝ひざを抱かかえ、今日もゲーム機をカチカチといじりながら。


    「未来は、そう簡単には変わらない」


    「そうみたいだな……」


    　どうしよう。


    　たぶんこれ、僕は叢子にもきちんと返事をしないといけないんだよな？


    　今、正直に答えちゃうとまた暴走するんじゃないだろうか。


    



    　やっぱり、人生相談部の女の子たちは、困った娘ばかりだった。
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    あとがき


    



    　ご無沙汰しております。そうでもない皆さまはこんにちは。『神しん器き少女は恋をするか？　２』をお届けに参りました、手て島しま史ふみ詞のりでございます。


    



    　前回ちらっとだけ顔を見せた第四の神器少女──パンドラの箱に社会復帰……もとい部活に参加してもらうため、希望とはなんなのかを探す主人公ナギ。しかし叢そう子こや美み紺こんたちも相変わらず困った娘たちで。そんな中、謎なぞの幼おさな馴な染じみ彩いろ葉はの正体に迫ります！


    



    　本作は現代学園もの（？）ということで今までやれなかったことをいろいろやらせてもらえて大変勉強になりました。


    　しかしひとまず明かされるべき謎は明かされた、ということでこの物語はここで締めということになります。次からはまた別の物語を始めることになるかと。


    　今後の予定としては、まず九月に一迅社文庫より『赫竜王の盟約騎士』の二巻が発売予定。


    　その次はまだちょっとどれが先に来るかわかりませんが、富士見書房で新作が準備中。


    　ガガガ文庫でも次の作品の準備を始めております。


    　なんやかんやで新作続きですね。どこかでまた架空言語も仕込みたいとか企んでます。


    　ちょっとスペースが残ったので近況など。


    　この夏はワールドカップが熱かったですね！　しかし結局一度もテレビで観られてなかったりします。それでなにをしていたのかといえば、息子と某戦車アニメを観て盛り上がっておりました。ＯＶＡも劇場まで観に行ったという。


    　自分でもやりすぎかとは思うのですが、この前、私が風邪で寝込んでいたら息子が朝ご飯を作ってくれたのです。それがあまりに嬉うれしかったのでついわがままを聞いてあげたく……。


    



    　それでは今回もお世話になりました各方面へ謝辞。


    　お忙しい中いろいろお疲れ様でした担当☆さま。今回も美しいイラストを仕上げてくださいましたイラストレーター鉄てつ豚ぶたさま（彩葉が美人！　あと美紺の泣きっ面つらが）今回はだいぶ赤アカ減りましたよ校正の皆さま。ほか、カバーデザイン、広報に携たずさわってくださいました皆さま。出産おめでとうＹくん。引っ越し届け遅くなってごめんＮさん。いつも無邪気に元気をくれる子供たち。そして本書を手に取ってくださいましたあなたさま！


    　ありがとうございました！


    
      二〇一四年七月　手島史詞

    


    
      アトリエ月の窓　新館 http://teshima.exblog.jp/

    

  


  
    手島史詞


    Fuminori Teshima


    



    パンドラの箱の話って、なんだかパンドラさんかわいそうですよね。なので自分のデビュー作も実はその神話をモチーフにしたものだったりします。今回はそんなパンドラの箱の神器少女のお話になります。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    神器少女は恋をするか？　２
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